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　細こま切ぎれの夢を見ていた気がする。

　火の爆はぜる音と、蓮れん花げに似た甘い香りの中で、葉よう冬とう泉せんはゆるやかに覚かく醒せいした。

　寝しん台だいのようにやわらかな弾だん力りよくのある場所に横たわっていたようだが、全身の骨が鉛なまりに置き換えられたかのように奇妙に重く、まぶたを動かすことすら億おつ劫くうだった。

　それでも気力をかき集めて目を開けたのに、視界は真っ暗。

　驚きと焦あせりに身じろぎをしようとしても、手足が命令を聞いてくれない。

「ッ……!?」

　せめて叫べたらよいのに声も出ず、乾いた喉のどからは苦しげな呼吸の音だけが漏もれる。

　──混乱から恐きよう慌こうに陥おちいってもおかしくない状態にもかかわらず、十二歳の少年に過ぎない冬泉がまだ正気を保たもてたのは、親の愛を信じられなかったせいで精神が大人おとなびていたことと、こうなる前の記憶がはっきりしていたお蔭かげだ。

（頭を整理しろ、葉冬泉）

　自分は、何者かにさらわれた姉の無事と引き換えに、とある悪事に加か担たんさせられた。

　国の中ちゆう枢すうを揺ゆるがすのを目的とした悪行だった。だから冬泉は、自分が処しよ罰ばつされるのは仕方ないが、姉だけは取り戻し家を守ろうと決めた。その一念で知り合いに懇こん願がんし、とある武官と幽ゆう鬼きを視みることのできる姫君に、姉の件について依頼をした。

　そうして冬泉は取り調べを受け、葉家の邸やしきに国軍の人間を案内したのだが──

「もう起きてたのか。強い子だ」

「！」

　大人の男の低い声。冬泉はぎくりとして身を固くする。

（もしかして、僕を邸から拉ら致ちした不審者か？　だとしたら……まずいかもしれない）

　男は、何らかの武術を体得しているようだ。足音もないのに、気配だけが確実に接近してくる。

　何もできずとも誇ほこりと平常心を維い持じしようとする冬泉を見下ろして、男が言う。

「緊張、警けい戒かい、恐怖。今おまえの身体からだに満ちているのはそんなところか。まあ、おまえの想像は多分ほとんど正解だ。俺は『雇やとい主ぬし』から、おまえの拉致をふくめ、いろいろな頼みごとをされている男だ。おまえに薬をかがせた白しろ衣い裳しようのやつとは別人だがな……まあ細かいことはいいとしよう」

　おまえの敵には違いないしな、と男はあっさり打ち明ける。

　あまりに悪びれない口く調ちようだったせいで、冬泉は怖こわさや反発心が削そがれるのを感じた。

　この世には、裏の汚れ仕事で生きる者も多い。この男を憎にくんでも、ただ体力と気力をなくすだけ。そんなふうに思えたのだ。

　悟さとりきった冬泉の考えを知ってか知らずか、男は続けた。

「無理に動くなよ。今この部屋には、身体の力を奪う香が焚たかれている」

「…………」

「と言ったところで素直に従えるはずもないだろうから教えてやるが、俺の『雇い主』はおまえに危害を加える気はない。が、賢かしこいおまえに逃げだされるのは困るから、こういう悪趣味なことをしているわけだ」

　説明されても、あちこちが意味不明すぎて安心などできない。

　にもかかわらず、男の声になだめるような響きがあるだけで、彼の言葉にすがりつきたくなっている自分に冬泉は気づく。

　だめだ。僕は今、だいぶ弱気になってる。──心だけでも強く保つんだ、葉冬泉！

　ふと、頰ほおに男がふれてきた。

　驚くほど冷たい手に、冬泉は思わずびくんと肩を揺らしてしまう。

「子供にこういう真ま似ねをするのは、俺の趣味じゃない。どちらかといえば、俺はおまえのように華きや奢しやでお勉強ばかりしてそうな子供は、外に引きずり出して戦い方の一つ二つも仕こんでやりたくなる性しよう分ぶんだ」

「…………」

「しかしだからといって、おまえを逃がしてやることはできない。うちの『殿でん下か』に消されてしまったら元も子もないからな」

　──殿下？

「だからこれは俺の自己満足だ。今は不安だろうが休んでおけ。でないと万が一、助けが来たときに動けないぞ」

　冬泉のやや癖くせのある髪かみを撫なでた手からは、拭ぬぐいきれない血のにおいもした。

　人を殺あやめる生なり業わいの男だと直感できるのに、なぜか彼の穏おだやかな声だけは怖くないと思ってしまうのが不思議でならない。

「名前だけは教えておこう。──俺は是ぜ空くう。今は第二の生を得ている身だ」

　是空。第二の生。

　敵なのに味方じみたことを言う男の名を、会話の内容とともに、冬泉は頭にしっかりと刻きざみつけた。

　今はそれ以外にできることもなかったし──どうにかして生き延のびて、今得た気になる言葉の断だん片ぺんをだれかに伝えておかねばならないという予感がしていたから。
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　特に危険はないはずの仕事から、蒼そう刻こくが傷を負って帰ってきた。

　──鋼こう鉄てつ宮きゆうの伝令からそう聞かされたのに、姚よう朧ろう月げつは本当に、胸が潰つぶれるような想いをした。わけもなく首飾りの糸が切れたりしたのは不吉な予よ兆ちようだったのか、などと考える間もなく意識が遠のきかけた。

　幸い命に別状はない、と伝令が続けたときには、すでに身体からだが動いていた。

　潤うるむ目から雫しずくがこぼれないようにするだけで精一杯という状態で、部屋から飛び出した。出で不ぶ精しようを通り越した生態の朧月でも、さすがに黄こう華か宮きゆうで待ってなどいられなかった。

（蒼刻さんが敵と戦ったということは……情報屋さんと冬とう泉せんさまも、まさか……？）

　とっさに駆かけ出してしまったが、伝令にもっと詳しく事情を聞いておくべきだった。

　そんな後悔に胸を軋きしませながら、友人たちとともに向かったのだが──

「うるせえ、いい加減にしろ劉りゆう蒼刻！」

「それはこっちの台詞せりふだ、曹そう朱しゆう義ぎ！　おまえはガキか！」

「一歳も違わねえのに偉えらそうに……俺は貴様のそういうところが嫌いなんだよ！」

「ああ嫌いで結構だ！　結構だから話くらい聞けバカ野郎！」

　蒼刻が治療を受けている部屋にたどりつく手前で、室内から聞こえてきたのが大おお喧げん嘩かの声だったので、涙が引っこんでしまった。

　鋼鉄宮の近くに建てられている、黎れい洞どう館かんという軍属の治療所だ。

　ひどくのっぺりとした廊の両側に、扉とびらのない病室への入り口が淡たん々たんと並んでおり、道服めいた白いお仕着せの医生らが行き交かっている。

　空気にはさまざまな効能のある花草木の香りがしみこんでいたが、皇こう宮きゆうに数多い花園のそれとはだいぶ印象が異なった。どこか乾いた草の香りは、小さい頃に飲んだ薬湯の苦さを思い出させる。

「面倒くせえな、逃げんじゃねえよ！」

「ああ!?　だれが逃げてるってんだ！」

　……言い争う声は無む駄だによく通るもので、おそらくほかの部屋にまで筒つつ抜ぬけだろう。

　朧月は友人である幽ゆう鬼きの星せい彩さい、そして白びやつ虎この張ちようさんと、思わず顔を見合わせた。

「意外とお元気なのでしょう……か？」

「少なくとも、死にかけてはおらんようじゃのう」

　さっきまでは表情の硬かたかった張さんまで、やや白しらけたような顔になっている。

　青ざめていた星彩も、毒どつ気けを抜かれたみたいに苦笑いした。

「喧嘩する元気があるのは結構ですけどねえ」

「……負ふ傷しようされたはずなのに、むしろ血の気けが余あまっているご様子よね。けがの処置はもう済んだのかしら？」

　治療の邪魔はできないため、廊下で立ち止まってしまう。

　これでも、医生や道どう士しが何人も集まって集中的に治療をしている真っ最中、ということもありうると思い、悲ひ壮そうな覚かく悟ごをしてきたのだが。

「あたしが中の様子を見てきましょうか？」

　星彩がそう提案したとき、ちょうど出入り口から一人の男が現れた。

　茶色い髪かみを料理人のように布を巻いて押さえ、知的な面おも差ざしに眼鏡めがねを引っかけた、どこをどう見ても医生らしい姿だ。年の頃は三十かそこらだろう。

　目が合う。

　白虎と小柄な娘という異色の組み合わせを前に、医生はにこりと微笑ほほえんだ。

「はい正解」

「え」

「血の気が余っているみたいだ、と言ったのは君でしょう？　この部屋にぶちこんだ──もとい収容した若者二人には、足りない血を補おぎなうために秘伝の上薬を飲ませたばかりで、さらに戦闘後の興奮状態も尾を引いている。そのせいであの調子なんですよ」

「そ、そうなのですか」

　面食らいながらも朧月はそう答えた。擬音の使い方が独特だとは思ったが、親切な説明はありがたい。

　──初対面の異性から人なつっこく話しかけられるのは、重度の人見知りで緊張しやすい体質の彼女には衝しよう撃げきが大きい。それでも蚊かの鳴くような声で「あいづちを打つ」という常識的な対応ができたのは、ひとえに蒼刻による脱引きこもりの荒あら療りよう治じのお蔭かげだろう。

「そうなんです」

　医生は思いのほか気さくな仕草で、肩をすくめてみせた。

「あの二人が日頃から友好的ではないのは承知してましたが、今では一いつ触しよく即そく発はつというか、すでに爆発中というか。困ったものです」

「……では、お二人とも治療は終わったのですか？」

「今の段階でできる処置はすべてしました。傷口を縫ぬったから、少なくとも数日は絶対安静にしてもらわないとですが」

　縫うほどの大けがなのに、たった数日でいいのだろうか？　と思わなくもないが、専門家のご意見だ。

「ありがとうございました」

　いったん胸を撫なで下ろし、朧月は医生に頭を下げた。星彩が「よかったですねえ」と言いながら、彼女の背中をぽんと叩たたいてくれる。

　すると今度は、白虎が医生へと話しかけた。

「それにしても、あの二人を別々の部屋にするわけにはいかぬのか？」

「ほかに空あき部屋がないんです」

「では、鎮ちん静せい効果のある薬湯を与えるなり香を焚たくなりして休ませてはどうじゃ。致ち命めい傷しようではないようだが、あれではまともに休むこともできまいて」

「仰るとおりです、白虎どの」

　張さんが神しん獣じゆうにして湘しよう雲うん公こう主しゆの話し相手でもある白虎として、皇宮内に名が知れ渡っているせいだろう。医生は、年上の相手にするような物腰になっていた。

「ですが若いうちから、しかも致命傷でもないのに何種類もの薬物を併へい用ようするのが好ましくないのは事実です。加えて香木の類たぐいはぽーんとお高いので、簡単には使用許可がおりないという裏事情もありますが」

（……今なにやら世せ知ち辛がらい事情を聞いてしまったような）

　現在、神しん華か国はごく一部の地域を除いて、平へい穏おんなものだ。そのため国軍の予算はあまり潤じゆん沢たくではない。

　護ご花か七しち将しよう軍ぐんの人気を商あきないに利用したり、寄き付ふを募つのったり、手紙の郵送網を整えてその利益をほぼ独占したりと、独自の収入を得る方法はいくつか確保しているが、それでも余裕たっぷりとは言いがたい。

　よって国軍では万が一のとき──否応なしに金を湯水のように使う戦いくさに備えて、日頃は節約に節約を重ねている。

　そういった裏事情をあけすけに語った医生は、

「というわけで、お嬢じようさんが婚約者どのをなだめてあげてくれるとありがたいんです」

「！」

「君は劉蒼刻どのの連れ合いでしょう？　長い時間でなければ、お見舞いは歓迎ですよ」

　石像になった朧月ににこりと微笑みかけると、部屋の前から去ってしまった。ほかのけが人を看みに行くのだろうか。

　……なんにせよ、医生に許しがもらえたのだから遠えん慮りよする必要はない。

　蒼刻はもちろん、彼に同行した情報屋の万ばん里りたちの無事も早く確かめたいと思い、朧月たちは揃そろって病室へと入っていった。
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　建物内の様子から想像していたとおりに、部屋の中は清せい潔けつだが殺さつ風ぷう景けいなものだった。

　真ん中で簡素な衝つい立たてによって区切られており、手前に蒼そう刻こく、奥の窓辺には曹そう朱しゆう義ぎの寝しん台だいが置かれているらしい。

「来たのか」

　朧ろう月げつたちが入ってきたのに気づいた蒼刻は、朱義に「少し待て」と告げてやや一方的に言い合いを中断させて、こちらを振り向いた。

　治療の邪魔だったのか眼がん帯たいは外はずされ、黒い右目の上あたりに布があてられている。思ったよりも顔色がよく、表情にも生気があった。

　──などと細かく把は握あくする暇いとまもあらばこそ、朧月はつまずきそうになるほど急せいて寝台に駆け寄った。

「蒼刻さん──」

　近い距離から蒼刻を見上げただけで、湿しめった呼吸が喉のどにつっかえる。

　名を呼んだだけで涙がこぼれそうだったから唇くちびるを引き結び、朧月は目の前にいる人へと慎重に手を伸ばした。

「朧月」

　蒼刻は武官のお仕着せではなく、けが人用らしい簡素な衣ころもをはおっただけの姿だった。襟えり元もとから肩口に巻かれた包帯が見えるのも痛々しいし、衣の下のどこに傷を負ったかまだ知らなかったので、一瞬迷った後で、そこは剝むき出しだった彼の首筋へと手を添わせる。

（生きてる）

　指先に力強い脈動が伝わってきて、ほっと息をつく。

　彼女らしくないふれ方に戸惑ったのか、蒼刻はちょっと言葉に詰まっていた。

「……おけがの程度は？」

「肋ろつ骨こつにヒビ入れられたのと、打ち身。後は縫えばすぐにふさがる程度の切り傷だけだ」

　戦士ではない人間にしてみれば十分すぎるほど大けがだが、蒼刻が衣の袷あわせをゆるめて見せた傷はいずれも丁てい寧ねいな手当てがされていたので、朧月はひとまず胸を撫で下ろした。

「たいへんなことになりましたが……蒼刻さんがお元気そうで、それはよかったです」

　泣き笑いじみた表情を隠せず、嚙かみしめるように言うと、蒼刻が彼女のほうにゆっくりと身体を倒してきた。

　猫ねこ同士がそうするみたいに額ひたいがすり寄せられ、長い指に黒髪を撫ぜられる。

　そうして、無む闇やみに艶つやめいて耳をくすぐる声でささやかれた。

「心配かけて悪かった」

「謝あやまらないでくださいませ。……あの、動いても大丈夫ですか？」

「このくらいなら平気だ。そんなに深刻な顔するなよ、からかえなくなるだろ？」

「……すみません、どうにも根が暗いので」

「おまえこそ謝るなよ」

　苦笑いになって、蒼刻は朧月の首筋にてのひらを添わせる。温かさと、彼の手にも巻かれた包帯の感触に、朧月は何も言えずに目を伏せた。

　翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみの端に溜たまっていた涙を、蒼刻が指先でそっと払ってくれたときだ。
















「あのう、朧月ちゃん」

　星せい彩さいが遠慮がちに声をかけてきた。

「あたしたちは慣れちゃってますけど、衝立の向こうでどんな顔したらいいかわかんなくなってる可か哀わい想そうなお兄さんがいますんで……」

「蒼刻もとりあえず、そこまでで我慢しておけ。姫を愛めでたい気持ちはわかるがな」

「「あ」」

　二人でまったく同じ反応をしてしまった。──ここがどこか、半分忘れていた。ちょうど部屋の半分だけ。

　衝立の向こうにいるはずの曹朱義の様子をうかがうと、あてつけらしき大きな咳せき払ばらいが聞こえてきた。

（そ、それほどお聞き苦しい会話はしなかったはずだけれど……）

　聞かれたという事実だけでも恥はずかしいし、なにやら申し訳ない。

　沈ちん痛つうそうに額を押さえていると、蒼刻が耳元にそっと顔を寄せてきた。

「あの馬ば鹿かにはムカついてたところだから気にすんな。いい仕返しになったぜ」

「……そういえば、声を荒らげておいででしたが、何かあったのですか？」

「説明すると長なげぇんだが」

　長いというか、面倒くさい。ぼやいて、蒼刻は難しい顔になる。

　朧月にしても彼らの喧嘩の原因よりも気になることが山積みだったので、ひとまず部屋の隅から簡素な椅い子すを持ってきた。腰を下ろし、思い浮かんだ順に質問をしてみる。

「万ばん里りさんは、おけがをなさっていないのですね？」

「ああ。それに葉よう家の邸やしきに行った人間の中では、多分あいつが一番冷静で、何が起こったかを把握してる。今頃は鋼こう鉄てつ宮きゆうで、双そう璧へきに説明を求められているだろうな」

「では……冬とう泉せんさまは？」

　葉家の邸で交戦したのだ。あの一いち途ずな少年が標的だったと考えるのが自然だ。

　すでに青ざめている彼女の問いかけに、蒼刻はどこから説明するか考えこむかのように一いつ拍ぱくの間を置いた。そして、口を開く。

「実は、葉家の邸を調べている最中に、是ぜ空くうが現れた」

「!?」

　是空。つい先日、皇帝陛へい下かを襲しゆう撃げきした、恐おそるべき強さの凶手だ。

　蒼刻は声を落とした。おそらく、衝立の向こうに聞こえないようにするためだろう。

「俺と朱義がやつに手間取っている隙すきに、別の場所にいた冬泉がさらわれた」

「では、おぬしが負傷したのは是空のせいなのか？」

　絶句した朧月の傍かたわらから、難しい顔つきをした白虎が問いを挟む。

「おぬしが並の相手に遅れをとるはずはないとは思っていたが……やはりそうか」

「買いかぶってくれてありがたいぜ」

「儂わしはおぬしの戦いぶりを何度も見てきたからのう。それにしても、熟練の凶手からよくぞ逃げ延のびて命を拾ったものよ」

　それだけでもすごいことだと張ちようさんが認めるのに、蒼刻の仏ぶつ頂ちよう面づらは晴れない。

「別に、よくぞっていうほどのことはしてない。俺と朱義は見み逃のがされただけだ」

「──あの人に、ですか？」

　神しん妙みような顔をして聞き手に回っていた星彩が、ふと探さぐるように問いかけた。

　蒼刻が苦々しげにうなずく。

　──『本能や偶然ではないな』

　──『その歳で、経験で俺の攻撃に対応するとはな。小僧、おまえに興味が湧わいた』

　蒼刻や朱義と何度か刃やいばを交まじえた後で、是空はそんなことを奇妙に愉たのしそうに言いだしたのだという。

　そして手傷を負わされた結果、全力で応戦するのは難しくなった蒼刻と朱義に止とどめを刺さず、是空はどこかへ去っていった。残された蒼刻と朱義は、どうして俺を助けようとした余計なお世話だと、お互いにやり場のない感情を叩きつけあってしまったという。

（それで喧嘩に……って）

　第三者からすれば、気が抜けることこの上ない。

　どんな感想を言えばいいのか、朧月と同じかそれ以上に悩んだのだろう。白虎が首の後ろなどをかいている。

「では、その時点ですでに葉冬泉を拉ら致ちしていたのかのう」

「わからん。でもあの是空って戦せん闘とう狂きようっぽいというか、無益な殺しを避けるような殊しゆ勝しようさは持ち合わせてなさそうだぞ」

「──その分析、かなり当たってますねぇ」

　蒼刻の枕まくら元もとにたたずむ星彩が、彼女らしからぬ静かな口く調ちようで同意する。

　先ほどから、華はなやかな美び貌ぼうにいつもの明るく人なつっこい笑みは浮かんでおらず、彼女の複雑な心中が見てとれた。なにしろ是空という謎なぞ多き凶手は、生前の彼女とは縁の深い相手なのだ。

「多分、武官さんはあの人に気に入られたんでしょうねえ」

「は？」

「死ぬほど嫌そうな顔しないでくださいよぅ。幸運ではあったんですから」

　爪つめをきれいな色に染めた指先で青年武官の額をつつき、星彩はどこか遠い目をした。

「あの人にとっては、命をかけて本気で戦える相手っていうのは貴重なんです」

「だから見逃されたってのか？」

「一度だけ反撃の機会を与えてやるから、本気で食らいついてこい。きっと、そういう意味です」

「……俺そういうの大っ嫌いだぞ」

　どこか子供っぽく吐き捨て、蒼刻は舌した打うちをする。

　十七歳の年相応ではあるその態度で、彼がだれを想そう起きしたのかを察してしまい、朧月もかける言葉に迷った。

　まず間違いなく蒼刻は、一度も勝てたことのない兄を是空に重ねている。

（あ）

　そして、兄、で初めて思い出した。先ほどまで黄こう華か宮きゆうで話をしていた、張ちよう角かくという幽鬼──今は峰ほう桜おうと名を改めた師が、自分たちに同行していなかったことに。

（……お師さまは黄華宮に残っておいでなのかしら）

　騒がしい空気を好まない幽鬼なので不思議はないが、なんとなく引っかかった。

「ご歓かん談だんのところ申し訳ない」

　そこに先ほどの医生が、料理を運ぶための手押し車を押して入ってきた。

　いい香りのする食事を二人前置き、あの奇妙に陽気な口調で「お残しはしないように」と告げて去って行く。

　国軍は妙に印象に残る人が多い。

　などと考えながら、朧月は預けられた盆ぼんを手に蒼刻のそばに戻った。

「あの方が、蒼刻さんを看てくださった医生さまですか？」

「いや、あいつは軍属の食医だ」

「食医……たしか、薬やく膳ぜんの専門家ですね？」

「ああ。お蔭で鋼鉄宮の食事には、下へ手たな薬湯よりも健康効果がある」

　主おもにけがの手術等をする傷しよう医い、内臓や全身性の病気を研究して薬で治療する疾しつ医いとは、また別の種類の医生だ。

　蒼刻は負傷したので、補血つまり不足した血を補い呼吸を正すような食材を使った粥かゆを作ってもらったらしい。宮きゆう廷てい風の花料理のような風流さ優雅さはないが、独特の香りを吸いこんでいるだけでも身体によさそうだった。

　蓋ふた付つきの皿に盛られた粥を眺めながら、星彩が感心したふうにうなずく。

「でも、枸く杞この実は外に出かける男には食べさせるなって言いますよね」

「え。本当は身体によくないの？」

「いえいえ、朧月ちゃん。その反対で、食べると強きよう壮そう作用──つまり元気が出すぎて浮うわ気きしたくなっちゃうからだって話っすよ」

　不意打ちでむせた。

　白虎が呵か々かと笑う。

「案ずるな姫。こやつは元気が余ったら武術の稽けい古こを始めるような無ぶ骨こつ者ものよ」

「余計なお世話にも程がある」

　話の種にされた蒼刻がへそを曲げてしまったので、朧月はあわてて「そのような心配は本気ではしておりませんから……！」ととりなした。後から考えれば微妙な言い方だったが、そのときは一応まるく収まった。

　熱い粥を黙もく々もくと平らげていく蒼刻を見守りながら、朧月はここに来る前よりは冷静さを取り戻した頭の中で話を整理する。

（是空──）

　星彩とともにもう何年も前に死んだはずの、しかし殭屍キヨンシーとも異なる特徴を持つ男。

　正体がなんであれ、皇帝陛下の護衛とさえ互角以上に戦える男だ。冬泉を助けるには、蒼刻の戦力が必要となるだろう。悔くやしさを隠しもしない表情を見るに、彼自身もきっと反撃の機会を望んでいる。

　もちろん心配だが、人を助けるために戦えるのは蒼刻の美点だし、自分もそこに惚ほれこんでいるのだから止めることはできない。

（……今から、さらに薬膳も学ぶのはたいへんかしら）

　そんな思いつきが、頭の片隅をかすめた。

　薬香草の知識はたしなみ程度にはあるが、本格的な勉強をしたことはない。

　目下、道術だけでも「君の耳はただの穴か」と師に言われる程度だというのに欲張りな話だが、蒼刻のそばにいたいのなら、学んでおいて損はないように思われた。傷つきながらも戦おうとする彼に、なんの力添えできないのはつらい。

　引きこもっていた五年間に、もっと役に立つ勉強をしていればよかった。ぎゅっ、と袖そでの中で手を握にぎったときだ。

　こんこん、と壁を軽く叩く音が聞こえた。

　出入り口を振り返れば、黒髪の青年が食えない笑顔を浮かべて立っている。

「とりあえず、お二人さんの感動の再会にあてられずには済んだみたいだな」

　万里だった。

　白虎が「おぬしの代わりに同室の曹朱義が犠ぎ牲せいになったがな」と笑いながら答えた。
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「情報屋さん……──ではなく、万ばん里りさん」

「よう姫さん。少年とは感動の再会といちゃいちゃを済ませたかい？」

「か、からかわないでくださいませ」

　ただでさえ小柄で猫背になりがちなのが、さらに小さくなった朧ろう月げつを見下ろして、万里は「悪い悪い」と破は顔がんする。

「姫さんたちと一緒にいる少年を見たら、無性に安心してな。つい口が軽くなった」

「ふむ。ここに来るまでは、不安を抱かかえていたということか？」

「白虎の旦だん那なは察しがいい」

　万里は微苦笑のなりそこないじみた、半はん端ぱな表情をする。

　複雑な想いや正しい結論に迷う考えが、うまく混じり合わないまま彼を落ち着かなくさせているようだった。

「さて、俺の未来の上官どの。そして皆さん」

　いずれ蒼そう刻こくが護花七将軍になった暁あかつきには、その務めを支える副官とならないかと提案されているのが衛えい万里という男だ。たしかに小こ細ざい工くや情報戦の苦手そうな蒼刻と、目端のきく万里はその意味で相性がいいように朧月にも見える。

　笑みを消すと途端に底知れない印象が強まる黒い瞳を光らせ、万里は言った。

「双そう璧へき、というか軍師どのといろいろ話をしてきた。何から説明したらいい？」

「……冬とう泉せんさまのことが、気になります」

　眉まゆ尻じりをいつも以上に下げた朧月が問えば、万里は納なつ得とくした顔でうなずいてみせた。

「葉よう冬泉をさらった犯人は、邸の周りで張っていた国軍子こ飼がいの密みつ偵ていが尾行したところ、[image: 〓]せい教きようが所有している商館に入ったそうだ」

　[image: 〓]教とは、西方から絲し路ろを経へて伝わった異教のひとつだ。善の象徴として光と火を尊たつとぶ独特の戒かい律りつを持ち、神しん華か国内にも寺院を建てている。

　朧月も最近になって立て続けに、[image: 〓]教の名を耳にした。

　曹そう緋ひ鷹おうの邸で、彼が昔世話になったという[image: 〓]教の祭司の話を聞かされたとき。

　二度目は昨日、[image: 〓]教の寺院に怪あやしい動きがあるので調査に協力してほしいと、国軍から依頼されたとき。

（曹緋鷹……あの方、まさかこの件に……？）

　昨日の時点では、[image: 〓]教の人間が皇帝陛下の暗殺未遂事件に関わっているかもしれない、という疑惑の段階だった。

　無意識のうちに口元を手でおおうようにしながら、朧月はうめいた。

「[image: 〓]教側が冬泉さまを誘ゆう拐かいしたのは……もしかして、口封じのためですか？」

「幸いそこまで短たん絡らく的な話じゃないようだぜ姫さん。殺すだけでいいなら葉家の邸でやれば済むのに、余計な手間をかけて生け捕りにしたからには、何か利用目的があるはずだ」

　万里がはっきりと断言してくれたのに、少しだけ安あん堵どする。

（ただでさえ冬泉さまの姉君がさらわれていたのに、当主である冬泉さま自身まで……）

　葉家が気の毒でならない。

　食事を終えて寝台に座り直した蒼刻も、慎重な口ぶりで事実を確かめていった。

「国軍子飼いの密偵ってことは、双璧直属の人間だよな。葉家邸ていに行く俺たちを、陰からこっそり見張ってたのか」

「調査を進めてれば、敵が反応するだろうと警戒してたらしい。俺たちには言わずにおいたのも、敵を欺あざむくにはまず味方からってやつだろう。拗すねるな、少年」

「別に拗ねてねえよ。燕えん先生らしい慎重なやり方だと思っただけだ」

「さよか。……ま、葉冬泉を誘拐するのは、ちょっと予想外だったらしいがな」

　肩をすくめる万里に、白虎が冷静なまなざしを向ける。

「敵が[image: 〓]教の保護下に逃げたというのに、間違いはないのだな？」

「間違いない。俺が確認してきた」

　はっきりと断言する万里を見やり、蒼刻が顔をしかめる。

「そこまでわかっているのに、葉冬泉を奪だつ還かんできていないのか」

「おいおい、密偵といっても、皇族の護衛をする《花か影えい》みたいに戦闘技術に長たけた連中ばかりじゃないんだぜ？　今回追跡に成功してくれたのは、隠おん密みつ行動の専門家だ。少年ですら遅れをとるほどの凶手に、殺されることなく情報を持ち帰れただけでも十分すぎる成果だぞ」

「……たしかに、下手にやっても是ぜ空くうに返り討うちに遭あうのがオチか」

　苦い口調でぼやきながらも、蒼刻は年上の元情報屋の説明に素直にうなずく。

　姉と家人の無事だけを願っていた少年を思えば、朧月でさえ胃が痛むほどもどかしくなるのだ。鋭利な印象に反して情なさけ深い青年武官が、仏頂面の下に押し隠した葛かつ藤とうは、彼女の比ではないだろう。

　ちらりと様子をうかがうと、さすがの星せい彩さいも神妙な顔で話を聞いている。

　手遊びにか、ぴんと伸びた髭ひげをしごいていた白虎が、思し慮りよ深ぶかげに口を挟んだ。

「では準備が整い次第、その[image: 〓]教所有の建物とやらに葉冬泉を救出しに行くのか？」

「残念ながら白虎の旦那、敵は密偵を出し抜いて葉冬泉をどこかに移動させてしまったみたいなんだ」

「えっ」

　蒼刻よりも先に、朧月と星彩が声を上げてしまった。それでは現在、冬泉がどこにいるのかもわからないのか。

　一瞬にして室内に広がった焦あせりの空気の中、万里はなだめるような口調になった。

「だが敵は[image: 〓]教の関係者だと確定してるから、隠れ家にしそうな場所は絞しぼりこめてる。今は双璧の指示で、怪しい場所をしらみ潰しに当たっている最中だ。少年の後輩の雄ゆう飛ひくんも、[image: 〓]教が所有する借家なんかを調べに行ってる」

「……あいつは葉冬泉とは昔なじみだからな」

　武官としての義務以上に、熱が入っていることだろう。簡単に想像がつく。

「で、だ」

　冷静に説明を続けながら、背を預けていた壁から離れた万里が、なぜか朧月へと視線を投げかけた。

「少年には安静にしてもらうとして、俺もその捜そう索さくを手伝うよう頼まれてる」

　なぜ未来の護花七将軍さまではなくわたしを？　と思ったが、その答えは程なくして万里その人から示された。

「任されたのは、以前にも調べてほしいと言われてた[image: 〓]教の寺院だ」

「皇こう都との近くにあるという寺院のことですか？」

　朧月は確認の口調で訊たずねた。

　葉家邸を調べる話が優先されたり、彼女の体調不良で大事をとってもらったりしていたために、その依頼については簡単な情報しか受け取っていなかった。今ではもう微熱など吹き飛んでいるが。

「正解だ、姫さん。その寺院の様子がおかしいらしい」

「具体的にどうおかしいのだ？」と白虎。

「[image: 〓]教の寺院は本来何人もの祭司によって管理されるものなんだが、信徒の話では昨日行ったら突然もぬけの殻からになっていたそうだ」

「夜逃げでもしたのか」

　憮ぶ然ぜんとした顔の蒼刻が、朧月が考えたのとそっくり同じことを言う。

　わからん、と万里はかぶりを振ってみせた。

「そこの寺院にいた連中だけが逃げだしたところで、国内には[image: 〓]教の寺院はまだたくさんあるからな。疑問だらけだから、とにかく調べに行くって感じになる。──それで、できれば姫さんには同行してほしいんだが、どうだろう」

「わたしですか？」

「[image: 〓]教の寺院の敷地内には必ず、信徒の墓地がある。生者が残らず逃げていたとしても、幽鬼がいれば、姫さんなら何かしら情報を得られるだろう？」

（なるほど）

　元情報屋の黒い瞳を見返してうなずきながら、朧月は納得する。

　それは双そう界かいの瞳とも呼ばれる、彼女の翡翠の双そう眸ぼうをもってすれば簡単なことだ。たとえ初対面でも、幽鬼となら気負わずに話ができる。

　包帯を巻いた部位を無意識のように手で押さえながら、蒼刻が苦々しげにうめいた。

「問題は俺だな。道術の霊符ふを使ってもらってるが、傷が完全にふさがるまでにはまだ時間がかかるらしい。外出の許しが出るかどうか」

　朧月は、あの、と小さく挙手をした。

「蒼刻さんにはこのまま休んでいただいて、わたしだけで万里さんと行こうかと考えていたのですが」

「なに？」

　普段は引きずり出されないと外に出ない体質の朧月が、らしからぬ提案をしたせいで、蒼刻は八本脚の馬でも見たような顔になっている。

「本気か？　街に一人でおつかいに行くのとはわけが違うぞ」

「……わかってはいるつもりです」

　心配されているのを感じながら、朧月は首しゆ肯こうした。

「ですが……冬泉さまの無事も行方ゆくえもわからない状態だというのに、時間を浪費していては駄目だと思います。さすがのわたしでも、今引きこもってもまったりなどできません」

　──さらに言えば、曹緋鷹とは妙な関わりができてしまっているので、彼とつながる[image: 〓]教を放っておけない心境でもある。衝立の向こうに緋鷹の弟である朱しゆう義ぎがいるので、それは口に出さなかったが。

　蒼刻の左右で色の異なる瞳をひたと見つめ、それから朧月は、壁かべ際ぎわに立ってこちらを見守っている元情報屋に訊ねた。

「寺院では、万里さんが案内してくださるのですよね？」

「もちろん。姫さんの護衛代行もやらせていただきますよ」

「儂も同行するぞ」

　頼もしげに破顔した万里に続いて、白虎が肉球を見せて挙手する。

　星彩も久々に明るく笑って「あたしは朧月ちゃんの守護幽鬼ですから、もちろんついていきますよぅ。張ちよう角かく、じゃなかった峰ほう桜おうさんも連行しときましょう。これだけお守りがいれば、武官さんも少しは安心じゃないっすか？」と、蒼刻に言った。

　まだ表情の晴れない青年武官に、朧月は意識して微笑んでみせる。

「一人ではありませんし、大丈夫……ではないかという気がしなくもないのですが……どう思われます？」

「なんでここで、おまえが一番自信なさげにするんだよ」

　台無しだろ、と蒼刻はいまひとつ締まらない娘の額をつつくが、引き留める理由はないとも判断したようだった。

　手を伸ばし、朧月のやわらかな頰ほおを名残なごり惜おしげに愛あい撫ぶする。

　そうして彼女の心にしみこませたがるような、甘く深い声こわ音ねで告げられた。

「張ちようさんたちがいるなら大丈夫だろうが……。絶対に、ふらふらして危ないところに行ったりするんじゃねえぞ」

「うっかり、膝ひざくらいは擦すりむいてしまうかもしれませんが」

　視線を合わせれば、二人して苦笑いになる。ただ歩いているだけでも、己おのれの足や衣い裳しようにつまずける鈍どんくささなので仕方ない。

「……冬泉さまと春しゆん燕えんさまを助ける際にはきっと、蒼刻さんの力が必要になるはずです。今は傷を癒いやすことに専念なさっていてくださいませ」

「わかった」

　仕方なさそうにうなずいた蒼刻に、今度は朧月のほうから額をすり寄せる。彼の銀ぎん髪ぱつの先が頰をくすぐった。

「いってまいります」

「おう」

　いつもとは逆のやりとりが新鮮だった。

　むずがゆそうな顔で「結局あてられててお兄さん困るぜ」とぼやきながらも背景に溶とけこむ努力をしていた万里が、はたと思い出したように表情を変える。

「そうだ、俺としたことが大事な話を忘れてたぜ。実は俺たちに同行したいって仰ってる御方がいるんだが」

「え」

　思いがけない同行者の名を告げられて、朧月はその翡翠の瞳を大きくみはった。
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　蒼そう刻こくに心置きなく休んでもらうために、そして外に出る支し度たくをするために、朧ろう月げつたちはいったん黄こう華か宮きゆうに戻った。

　第一皇おう子じ・天てん狼ろうの起居する離宮だが、元はといえば朧月は殿下の話し相手という名義でここに招かれていたのだ。そんな用でもなければ彼女は皇都になどおらず、故郷の黒こく烏う州で今も惰だ眠みんを貪むさぼっていたはずである。

「その様子だと、劉りゆう蒼刻は無事のようだな」

「数日間は絶対安静ですが、命に別条はないそうです。……お師さまも、やはり心配していてくださったのですね？」

「勘かん違ちがいをするな。そうは言っていない」

　愛あい想そのかけらもないことを言うのは、書しよ棚だなの近くの物陰にたたずむ幽鬼の青年だ。以前は張ちよう角かくと名乗っていたが、今では峰ほう桜おうという名を新たに与えられている。

　さらりと流れる黒髪には艶があり、黙っていれば目元涼すずしく理知的な道士といった風ふ情ぜいなのだが、愛想のかけらもない態度がぶち壊している。

　などと考えていることがバレたら怖いなと思うのは、彼が朧月にとっては道術の師でもあるからだ。それも、なかなか手厳しい師だ。

（素直ではないだけで、意外に面倒見のよい方だと思うのだけれど……あら？）

　そこで気づく。

　こちらを不自然に振り返らない峰桜の視線が、ある一点を見つめていることに。

　彼の視線の先にいるのは、寝台の上でまるくなっている銀毛の猫。先日、猫まみれになりかけていた呂りよ将軍から預かった子だ。

　朧月は小首をかしげた。

「猫、お好きでしたか？」

「別に」

　照れ隠しと解釈しようにも冷ややかすぎる声音で、峰桜はばっさりと会話を断つ。

「…………」

　しかし峰桜は依然として、警戒するように猫を見張る姿勢は崩さない。いい子で眠っているのに、何が気になるのだろうか？

　朧月はなんとなく星せい彩さいと顔を見合わせてしまった。

（もしかして、逆に猫が苦手なのかしら……？）

「後は何があった」

　邪じや推すいしたのがバレたかと焦るような唐突さで峰桜がこちらを振り返り、澄すんだ琥こ珀はく色いろの瞳で朧月を射い抜ぬく。

「は、はい。いろいろとありました」

　やや緊張ぎみにうなずいた朧月は、外出の支度──目的地が怪しいので、道術の護符をかき集めたり──をするのと同時並行で、師に向けて説明を続けた。星彩が横からさりげなく手伝ってくれるので助かる。

「……そういうわけで、これから蒼刻さん抜きで[image: 〓]教の寺院に向かうところです」

「私も同行しよう」

「え」

「なんだその反応は。嫌なのか」

「いえ、わたしからお願いしようと思っていたので、話が早くて助かりましたが……」

　もそもそと語尾を濁にごすと、峰桜はゆるく組んでいた腕を解とき、こちらに近づいてきた。

　蒼刻の眼光の切れ味とはまた異なる、静かだが否応なしに気け圧おされる視線を朧月に浴あびせながら、彼は問う。

「何か言いたそうだな君は」

「大したことではないのですが……これも奇縁かな、などと考えておりました」

「？　意味を説明しろ」

「……実はお師さまに新しい名を授けた方も、わたしたちと一緒に行動することになりまして」

　そこで初めて峰桜ははっきりと眉み間けんを狭せばめ、「あの男は何を考えているんだ」と苛いら立だたしげに吐き捨てた。
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　午後になると、朝から薄うす曇ぐもりだった空がさらに濃こい灰色に染まりだした。

　目的の寺院は、皇都を守る防壁の外にあるため、国軍が馬車を用意してくれた。白虎がなんとか同乗できるくらい大型のものだ。

　待ち合わせの時間どおりに皇宮の南門に現れたのは、市し井せいの若者のような簡素ないでたちの二十はたち歳過ぎの青年である。

「第一皇子殿下──」

「君には天てん狼ろうと呼ばれていたいのだが」

　身分が下の朧ろう月げつに対して、濃い色合いの金髪をした青年はまじめな口調で希望する。

　朧月はすぐに言い直すほかなかった。

「……て、天狼さま？」

「今日はよろしく頼む」

　華か天狼。

　偉ぶったところを探すのがたいへんなくらいだが、れっきとした神しん華か国の第一皇子だ。

　黄こう華か宮きゆうのあるじにして、今朧月の斜め後ろで冷めた表情をしている張ちよう角かくを峰ほう桜おうと名付け直した人物でもある。

　とある事情で数年間も行方知れずになっていた彼は、皇都に帰還してからも、まだ一部の皇族や側近以外には顔を見せていない。長らく黄こう巾きん賊ぞくの虜りよ囚しゆうだったせいで心身が弱っているため、療養中ということにしていると友人から聞いた。

「ときに……天狼さまは──」

　質問ひとつでももたつく朧月に痺しびれを切らしたのか、峰桜が先に口を開いた。不ふ機き嫌げんそうに目をすがめて。

「なぜ出てきたんだ？」

「ああ、君も同行してくれるのか。張角──いや、峰桜」

「私の質問を無視するな」

「いや、無視したつもりはなかったのだがな」

（……お師さま、あいかわらず皇子殿下に不敬な……！）

　もう死んでいる身だからなのか、元から性格がそうなのか。おそらく後者だろう。

　そばで聞いている朧月のほうが肝きもを冷やすほど峰桜は言いたい放題だったが、天狼は怒りもせず穏やかに会話している。

　この二人はかつて敵対していたはずで、今も腐くされ縁えんと言っていいのかどうかすら微妙な間柄だが、不思議と険けん悪あくになりきらないところがあった。感情に振り回されたがらない、天狼の人柄のお蔭だろう。

　律りち儀ぎな性格で知られる第一皇子は、峰桜の質問にきまじめに答えた。

「私が長く月げつ蝕しよく領りようにいた影響で、彼女ほどではないが幽鬼の存在を多少は察知できるようになったのは知っているだろう？」

「ああ。それを利用したいのか？」

「そのつもりだった。陛下を襲撃した黒幕の処分を、国軍に任せきりにしているのは落ち着かないと弟とも意見が一致したのだが」

「国軍側に断られたのか」

　にべもない峰桜に、うなずく天狼。

「今の私の顔を知っている人間は少ないし、お忍びの一度や二度、簡単だと思ったのだがな。危険な真似はさせられないと言われた」

「……それはまあ、そうだと思います」

　結局、幽鬼の相手に慣れている朧月と一緒なら、という妥だ協きよう案あんに落ち着いたそうだ。なにやら本末転倒だが。

　峰桜がこれみよがしに嘆たん息そくする。

「おとなしく弟の太たい子しの役目でも手伝っていればいいものを」

「私も一度はあきらめたのだが、その弟の天てん祥しように、いい機会だから皇都の周辺も物見してほしいと言われてな」

「例の子供の幽鬼はどうした。置いてきていいのか」

「瑠る璃りならば今は落ち着いている」

「…………」

「……では、お話がまとまったところで、参りましょうか？」

「君の目は飾りものか。どこがまとまっているように見えるんだ」

　こめかみを揉もんでいる峰桜におずおずと声をかけたら、即座に毒どく舌ぜつが飛んできた。

　先が思いやられて、朧月は遠い目になった。







　峰桜はまだ物言いたげだし、太子殿下とは面識のある万ばん里りでもさすがに緊張を隠せない様子だったが、押し問答している時間がもったいないので移動することにした。

「朧月、手を」

「あ……ありがとうございます」

　馬車に乗るにも天狼にひどく自然に手を貸されてしまえば、朧月は落ち着けない。

　天狼と母を同じくする弟にして現太子の天祥は、女性の扱いに慣れている甘い雰ふん囲い気きを隠しもしない御人だ。

　堅かた物ぶつそうな兄と優雅な弟で対照的に見えるが、こうして接すれば、天狼もその手の振る舞いでは弟に決して引けをとっていないのだとわかる。

（意外と似たご兄弟なのか、同じ教育？　を受けておられるのか、どちらかしら）

　そんな他た愛わいもない疑問はさておき。

　幽鬼が二人憑ついてきているが、人間は朧月と天狼と万里の三人で、さらに白虎が加わっただけなので、六人まで乗れる馬車でなんとか間に合った。

「天てん井じようが低いのう」

「張ちようさん……無理して座席に人間っぽく座らなくてもいいんですよぅ？」

「なんの。これも隠し芸じゃ、ほれ」

「地味にすごいですけど、やっぱり天井に頭ぶつける前にやめときましょ」

　期せずして天狼の隣になってしまった朧月は、向かいの席での張さんと星せい彩さいのやりとりに噴き出しかけた。

　隣から視線を感じたので、声を漏もらすのは耐えたが。

「天狼さま……どうかなさいました？」

「君は意外と、劉りゆう蒼そう刻こくがいなくても大丈夫なのだな」

「えっ」

　妙にしみじみと言われて面食らう。そういえば彼と初めて遭遇したのは、蒼刻がそばにいなかったときだ。

「私が彼の代わりに君を運うん搬ぱんすべきかと思っていたのだが」

「運搬」

　そういう目で見られていたのかと思うと、遠い目になる。

「蒼刻さんがおられると、つい頼りにしてしまいがちですし、実は今も頭の片隅では延々と『帰りたい』と考えている程度なのですが……」

「そうなのか。私には、君はそこまで行動力が行方不明な人間には見えないのだが」

「光栄です。……蒼刻さんに抱えて運ばれるだけのお荷物のままではいけない、とも考えておりますゆえ」

　蒼刻はただでさえ、他者の命や武官の責務などという重いものを背負っている。

　もちろん彼に抱きかかえられるのは大好きだが、それとは別問題だ。

「道は遠いですが」

「私に言わせれば、荷物なのは仕方がないとも思うが」

「……仕方ない、で済ませてしまってもいいのでしょうか？」

「劉蒼刻──彼は戦力という意味では、神しん華か国でも頂点に迫せまれる素質がある。彼と比較したら、この国の大半の人間は足手まといで荷物になってしまう」

　なかなかの極論である。

　しかし天狼のどこか思い切った割り切り方は風通しがよく、じめっとしがちな朧月には刺激的な意見だった。

「とはいえ、荷物がひとつもない人生がいいとは限らない。ときには立ち止まって荷物を抱え直して運ぶ、その際に気づかされることもあると私は考えている。だから大事なのは、彼にずっと連れていきたい荷物だと思われるような人間であることと──彼が立ち止まるしかなくなったとき、再び立ち上がるのを近くで見守ることではないかと思う」

「…………」

「偉そうに語ってしまったが、私とて今は皇宮のお荷物だ。荷物同士、仲よくやろう」

　自じ虐ぎやくにしては穏やかな笑みを向けられて、朧月は一瞬、言葉に詰まった。

　が、彼女にしては早くに気を取り直す。

「いざというときに、お役に立てる荷物を目指すのですね」

「そういうことだ」

　──そんなこんなで。

　意外と穏やかな空気に包まれた二人を、対面の席から見守りつつ、万里・張さん・星彩はこっそり話し合っていた。

「白虎の旦那。あのお二人、な～んか後ろ向きに意気投合してる気がするんだが」

「じゃな。さては蒼刻が案じておったのは、このあたりか」

「武官さん、意外とこういう方面に勘が鋭するどいんですねぇ」

「…………」

　兄姉の集つどいのようなやりとりを、峰桜だけが「ばかばかしい」と言いださないのが不思議な表情で眺めていた
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　第一皇子のお忍びでもあるため、御ぎよ者しやも念のために万ばん里りが代わりにやることになった。

「おぬしは何かと器用な男じゃな」

「器用貧乏とも言われるがね」

　白虎が褒ほめると、万里はちょっと皮肉っぽく笑ってみせた。

　そうして何事もなく皇都を出た馬車は、程なくして南西に延びる街道に入った。

　踏み固められた道の両脇にはさまざまな種類の花草木が植えられており、中でも梔子くちなしの香りがひときわ強く風の中で存在を誇こ示じしている。紅茶に浮かべたときに引き立つ、甘く濃厚な香りだ。

　しばらくして街道を脇にそれると、背の高い木々に囲われた、真っ白い石いし畳だたみの路みちが唐突に見えた。城じよう市しの中でもないのに整備された路というのはめずらしい。

　窓の外を気にしはじめた朧ろう月げつが「参さん拝ぱいに来る方が多いからでしょうか？」と疑問を口にすると、万里はあっさり言った。

「それもあるが、[image: 〓]教は信徒からお布ふ施せの代わりに寺院の改築なんかをさせることが多いからねえ。路の整備もその一環さ」

「さすが情報屋だけあって、お詳しいのですね」

「──あー……まあ、今はそういうことでもいいか」

「？」

「もうすぐ着くぜ。外に出る心の準備をしといてくれよ、姫さん」

　……こんな珍妙な気の使われ方をしてしまうのも、朧月が引きこもりのせいである。お恥ずかしい。

　路の終わりに現れた寺院は、すべての壁が白一色に塗られていること以外にはこれといって特徴のない建物だった。ぱっと見では、街中にある貴族の邸宅と区別するのも難しい。

　馬車を止め、半端に開かれたままの正門の前に立つ。

　立派な造りの上部に、[image: 〓]教の寺院であることを示す小さな扁へん額がくを見つけたことで、ようやくここが目的地なのだと納得できた。

「人がいないのなら当然のことですが……本当に静かですね」

「火が消えてる」

　寺院の様子をざっと見渡して、万里が言う。

　朧月は首をかしげた。

「……たしかに、火が消えたように静かだ、とは言いますが」

「それに[image: 〓]教の寺院は『火の寺院』とも呼ばれてて、常に聖せい火か壇だんに火を絶たやさず、信徒はその火に向かって礼らい拝はいするんだ」

「火を大事にする教えなのですか？」

「火や光の明るさは、[image: 〓]教にとっては『善』の象徴だ。この世では生と死、光と闇、という具合に対比される『善』と『悪』が争っていて、最終的には善のほうが勝利して、信徒は救われる。──[image: 〓]教の教えをものすごく大ざっぱに説明すると、こんな感じだな」

「意外とわかりやすいのですね」

「小難しいこと言いすぎてると、信徒が集まりませんから」

　うそぶく万里の視線を、朧月も追いかけた。

　彼は敷地の奥のほうを指差し、

「本当なら、あのへんにある至し聖せい所じよで火を焚いてなければいけないんだがね。どこにも火や煙の気配がないし、ここは完全に捨てられたのかもしれん。聖火のない場所には信徒も寄りつかない」

「……ここに礼拝に来ていた信徒の方は、それでは困るのではありませんか？　別の寺院を探すのも厄やつ介かいですよね」

　百ひやつ花か神しん仙せんの伝承を受け継ぐ道観や神しん廟びよう・聖廟の類とは異なり、[image: 〓]教の寺院は数が限定されているのだ。

　恋人を背に乗せて悠ゆう然ぜんと歩み寄ってきた白虎が、話に入ってくる。

「しかし逆に考えれば、面識のない人間が突然出てくることはないから、姫には却かえって安心できる仕様かもしれん」

「たしかに。それは安心です」

「……予想以上に本気の答えじゃのう姫」

　天てん狼ろうが困ったような顔をして言う。

「こんなときに劉りゆう蒼そう刻こくがいれば、彼女に的確なつっこみとやらを入れられるのだろうか。不調法な人間が同行していてすまない」

「！　そ、そのようなことで謝られては困ってしまいますゆえ……」

　皇子殿下に大まじめに言われてしまった朧月は、焦ってとりなす。

　笑いをこらえる星せい彩さいの隣で、峰ほう桜おうだけは世界の終わりでも告げられたような仏頂面のままで「いい加減に進め」と急かしていた。







　正面玄関らしき巨大な翼つばさの鳥に乗った人物が浮き彫ぼりにされた扉を押すと、予想外にあっけなくそれは開いた。

「平安の光あれ、闇と交まじわるなかれ。皆さま現世を楽しんでおられますか──つっても、やっぱりだれもいませんな」

　先導する万里が、両のてのひらを合わせながらつぶやく。言葉こそ軽いが、声には笑いの色がひとかけらもない。

　彼の後に続きながら、朧月は不思議そうに万里の背を見つめてしまう。

（やはり万里さん、[image: 〓]教にずいぶんとお詳しいような……）

　不ぶ躾しつけな視線を感じたのか、ふっと万里がこちらを振り返る。黒い瞳にやや自じ嘲ちよう的な色が浮かんでいた。

「興味があるかい？　今のは[image: 〓]教の定番のあいさつだ」

「もしや[image: 〓]教にも、情報屋関係で知り合いがおられるのですか？」

「というか俺──実は寺院の生まれでね」

「!?」

「つってもこの寺院じゃないし、今では教えを捨てて信徒ですらないから、ま、気にしないでくれると助かる」

　元より拒絶する気はないが、滅めつ多たにない気弱な笑顔でお願いまでされてしまうと、あまりつっこんだことは訊ききづらくなる。

　近くにいた星彩と視線を交え、次に白虎と目が合う。

　彼は「儂は知っていた」と薄青い瞳で語りながら、無言でうなずいてみせた。

（張ちようさんがご存じということは──）

　蒼刻も承知の上だろう。

　──そして万里の恋する相手を思い出せば、[image: 〓]教の関係者だからといって疑ぎ心しん暗あん鬼きになる気も失うせようというものだ。

　何よりも今は、寺院の調査が大事である。

「ここは玄関なのか？」

　あたりに人の気配がないことを確かめながら、天狼が言う。

　さすがの万里も、第一皇子相手では緊張をぬぐえない物腰になる。

「そのとおりです、殿下。普段はあそこの水すい盤ばんで手や耳を清め、鞋くつを脱ぎ、男は帽ぼう子し・女は被ひ布ふをかぶってから奥に進みます」

　朧月も、友人らとともに内部をゆっくりと見回す。

　縦に細長く切られた窓からの陽光が、白い石造りの内部をそれなりに照らしている。

　頭上には、赤を基調とした色とりどりの翼を持つ架か空くうの鳥が舞う天井画。窓にはめこまれた硝子ガラスの透明度といい、水盤の精せい緻ちな造りといい、華か美びではないが手間と金のかかった施設だと察せられた。

　峰桜はどこまでも淡たん々たんと、そうした意い匠しようを検分している様子だ。

　元は祭司のようなことをしていた白衣裳の青年には、こういう神秘的な場所が似合う。などと考えながら朧月は報告した。

「ここには……幽鬼の気配や、残留している想念の類もないようですね」

「さよか。じゃ、奥に進もう」

　万里は勝手知ったる足取りで奥の扉に向かい、[image: 〓]教の寺院はどこでも造りが似ているのだとも教えてくれた。

「絨じゆう毯たんが敷きっぱなしだな。ってことは、よほど急いで撤収したんだろう──」

　扉を押し開き、説明を交えて現状を分析してみせようとした万里の声が、途切れる。

　天窓が設置されているはずなのに、先ほどよりも色濃くなった闇。

　饐すえた空気。

　──そういったものを感知するよりも先に、一同は広間の奥に立つ人影に釘くぎ付づけになっていた。

　深しん紅くの髪を肩先に散らした、背の高い男だ。武器も手にせず立っているだけなのに、目をそらしたら次の刹せつ那なには心臓を抉えぐり取られていてもおかしくないと確信させる、凝縮された死の気配をまとっている。

　足元の氷がひび割れて真冬の湖に落ちていくかのような感覚に襲おそわれて、朧月はつかのま息を止めていた。

「ぜ──是ぜ空くう……さん」

　そして場違いに、呼び方に迷った。

　蒼刻を傷つけ冬とう泉せんをさらったという意味では敵だが、同時に彼は、生前の星彩と深い縁のあった人物だからだ。

　すかさず一番弱い娘をかばうように万里が前に出て、その隣に、腰帯に佩はいた剣をすぐに抜ける構かまえの天狼が並ぶ。

　わたしが皇子殿下に守られるわけにはいかない、とさすがの朧月も思ったが、天狼が目顔で「下がっていなさい」と告げるのを無視もできなかった。

　後方で、峰桜が「あの男……」と怪け訝げんそうにつぶやく。

　一触即発の空気が満ちた。

　が。

「意外と遅かったな。待ちくたびれたぞ」

　是空はといえば、まるで知り合いでも出迎えるかのような自然体だった。

　そして、こちらの警戒心などお構いなしに切り出す。

「察するに、葉よう冬泉の行方を追って来たんだよな？」

「──だとしたら、どうする」

　冷静に返したのは、天狼だった。

　荒事慣れした元情報屋でさえ緊張とともに身構えているのに、天狼は普段とあまり変わらない様子に見えた。何百年も独ひとりで荒野をさすらってきた旅人のように、世界にも自分自身の命運にもある種の悟りを抱いている風情。

「君が我われ々われの前に立ちはだかると言うのか」

「だとしたら、どうする？」

　先ほど天狼から投げかけられた言葉を、そっくりそのまま是空が返す。

　天狼が無言で相手を見つめ返すと、その臆おくさぬ態度がお気に召したらしく、是空はにんまりと笑った。狩かりを楽しむ獣けものを思わせる笑みだ。

「この先にはまだ通せない。が、葉冬泉の行方を追っているのなら手がかりをやる」

「！」

　ほぼ全員が、当惑の表情を浮かべる。

　しかし是空は、こちらの戸惑いをあっさり無視した。

「おまえたちの推測は正解でもあり不正解でもある。見てのとおり[image: 〓]教の連中は移動したから、ここには生者は残っていない」

　生者。

　その単語に朧月ははっとする。

（この人は……殭屍キヨンシーでなければ、なに？）

　自然と目を凝こらすようにしたとき、

「ここにいた[image: 〓]教の連中の行方が知りたいなら、最深部に向かうのが確かに一番手っ取り早いだろうな」

　一歩、是空が近づいてきた。

「だがそれは、一度出直してからにしてくれ。──俺の言うことに素直に従えば、葉冬泉について少しは教えてやろう。悪い条件ではないだろう？」

　一方的な宣告。だが、みだりに反発できない。

　威圧感を浴びせられただけで、真冬の冷気が臓ぞう腑ふにまでしみ通るかのような、同時に熱い火ひ箸ばしで頭ず蓋がい骨こつの中をかき回されているかのような極度の混乱状態に、脆ぜい弱じやくな身体がいともたやすく追いやられる。

　いち早く察した白虎が、腰が抜けた朧月を支えてくれたので、石床にへたりこむのは避けられたけれど。

「そんなに怯おびえるな、お姫さま」

　蒼白な朧月を見やって、是空が半笑いになる。

「俺はか弱い草食の小動物を縊くびり殺すような、つまらん趣味は持ち合わせてない。素直に言うことを聞く子供は貴重だしな」

　凶手の言葉など真に受けるのも難しいが、それは噓うそではない気がした。

　わざわざ親切な噓までついて、一瞬で首の骨をへし折れる程度の小娘をあやす意味は、この深紅の戦士にはない。

　だからといって気をゆるめることはできず、袖の中でぎゅっと手を握ったときだ。

「──子供に甘いところは変わってませんねえ」

　と。

　緊張感をはぐらかすような軽かろやかな響きをさし挟んだのは、もちろん星彩だった。

　同時に、彼女は一歩──普段はぼやかせている脚きやく線せん美びをつま先まではっきりと顕けん現げんさせて、是空に向かって近づいていった。

　暗闇の中、美しい鞋の甲で、飾りの玉が揺ゆれて煌きらめく。

（星彩）

　その気にさえなれば彼女が生前とまったく同じ姿をとれることを、朧月は当然知っていたが、今この場面ではひどく印象深かった。まるで星彩が、完全に武装して是空と向かい合っているかのように映ったのだ。

　手を伸ばせばふれられる距離にまで来た星彩を見下ろして、是空はわずかに頰をゆるめる。今までの威圧的な笑みとはどこか違う表情だった。

「お久しぶりです」

「死んでも再び逢あえるとは、俺とおまえの腐れ縁も大したものだな。──仕事で俺がさせたどの衣裳よりも明るい格かつ好こうだが、それがおまえの本来の好みか？」

「さあ、どうでしょうねえ。本当の自分は、とかいう面倒くさい問題を考えるの、あたしの好みじゃないですから」

「違いない。本質的な問題というやつは、考えれば考えるほど深みにはまる。──どうやらおまえも第二の生を楽しんでいるみたいだが、そっちの賢そうな男前ではなく、あの白虎に宿っているのがおまえの男か」

「白虎も中の御方も、両方あたしの大事な人ですよぅ」

「毛皮にしたら祟たたられそうだな」

　くくっと笑う。

　──気安く言葉を投げかけ合う二人を、朧月は胸のざわつきを抱えながら見ていた。
















　生前はどういう関係だったのだろう？

　歳の離れた兄きよう妹だいのようにも、気の置けない男女の仲のようにも見えてしまう。

　張さんはどう思っているのかなと様子をうかがえば、白虎の面おもてにはおよそ表情というものがなかった。

（やきもち……とは違う気がするけれど）

　もっと複雑そうだ。

　普通の虎とらには人間のような喜き怒ど哀あい楽らくなど存在しないのに、張さんは工夫して人間らしい表情をこしらえていたのだと改めて痛感する。感情を消した双眸で是空を見み据すえる姿は、白虎本来の迫力にあふれていたが。

（お師さまたちは──）

　反対隣を見れば、天狼、万里はやはり白虎と同じように敵を警戒している。

　峰桜だけはなぜか、是空ではなく何かを探すように視線を周囲に走らせているが、彼は幽鬼だから何か違うものが気になるのかもしれない。

「──で」

　星彩が、話を引き戻した。

　はっとして見れば、彼女らしからぬ感情を消した瞳で是空を見据えている

「あなたは、あたしたちをここで足止めしろ、とでもだれかに命じられてるんすか？」

「むしろその逆だ」

　是空はかぶりを振る。

「これ以上は奥には行かないほうがいい、と警告をしてやろうと思ってな。今のおまえたちの武装では返り討ちに遭うのがオチだぞ」

「──！」

「だが手ぶらでは帰れないだろうから、葉冬泉の件について少しだけ、情報という名の手て土産みやげをくれてやると言うんだ。それで手を打て。どうしても気に食わないなら、まとめて俺にかかってきて力ずくで押し通してくれてもいいがな」

　沈黙。

　天狼たちの迷いが察せられた。多対一だが、戦って勝てる保証はどこにもない。

（蒼刻さんなら……）

　彼が今ここにいたらどうするか。朧月は無意識のうちに想像をめぐらせていた。

　向こうっ気が強く、不利とわかっていて逃げられないときは刀を抜く性格だが、守るべきものは心得ている人だ。手傷を負っている状態で、天狼たちを無闇に危険にさらす賭かけに出るかどうか。

　朧月は友人を呼んだ。

「星彩」

「……今の言葉は信用してもいいと思います」

　姉し妹まいのように過ごしてきた相手の意図を、星彩は的確に察していた。内緒話のように、そう耳打ちしてくる。

「なにしろ生前は、子供を犠牲にする依頼だけは徹底して拒否してたんです。冬泉くんを巻きこむのは多分、あの人の主義に反しますから、ここであたしたちに塩を送ってくれる理由はありますよ」

　判断をうながすような助言の多い星彩だが、ここまで確信を持った口調で断言することは少ない。……いや流行や化け粧しようについては「こっちのほうが絶対可か愛わいいし朧月ちゃんに似合いますよう！」とはっきり主張するが、こういう局面では滅多にない。

　ならば。

「──是空さん」

　咳払いをして、朧月は深紅の凶手とまっすぐに向き合った。先ほどよりは威圧されないのは、是空に殺気がないとわかったのに加えて、自分よりも同行者の無事を意識しているせいなのだろうか。

　翡翠の瞳で相手をひたと見据え、彼女は静かに切り出した。

「ではまず、先にお土産をください。そうしたら一時撤退させていただきます」

「いいだろう」

　是空は、満足げにうなずいた。
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　招かれざる客人たちが去った後──

「よう殿下」

　是ぜ空くうは振り返ることもなく、後方の闇へとざっくばらんに呼びかけた。

「直接その目で『冥めい界かい公主』を見た感想はどうだ」

「──確かに、普通の人間とは違う」

　冷たく尊大な声。

　闇の中からにじみ出るようにして、黒衣の少年が姿を現した。人を寄せつけない雰囲気の、しかし秀しゆう麗れいな容姿の持ち主だ。

　見た目だけなら十五、六歳といった印象。

　その年頃の少年独特の、まだ細身だが弱々しさとは無縁の体たい軀くを、黒地に深紅を差し色とした衣裳で包んでいる。布地は上質。神しん華か国伝統のもののようだが、奇妙な禍まが々まがしさと異様な威圧感をもたらす印象があった。

　衣裳と合わせたと思しき、やはり漆しつ黒こくの地に赤い文様を躍おどらせた幅広の布を頭に巻きつけており、そのせいで黒い前髪がやや重たげにまぶたの上にかかっている。だがそれでも己の誇りと意志を強烈にみなぎらせた双眸の光は隠しきれていない。

　そんな少年を「殿下」と呼びはしたものの、是空の悠然とした態度に、おもねるような色はなかった。

「あの幽鬼の道士だけは殿下の存在に気づいていたようだが、どうする？」

「あれはそうだろうな」

　意味ありげな言い方をして、少年は口の端をつり上げる。十六歳ほどの少年が浮かべるには冷たすぎる笑顔だ。

「だが、死しても凡ぼん庸ようの域を出ない程度の遣つかい手だ。万が一、僕の存在に気づいたところで、何ができるわけでもない。気に留める価値もないだろう」

「確かに殿下とでは、護花七将軍の来らいなんとかって天才道士ですら比較にならないが」

　否定せず、是空は肩をすくめる。

「なら『冥界公主』のほうはどうする？」

「あの脆弱そうな娘か」

　少年の双眸が、暗い中でふいに燃え立つような光を宿す。

　翡翠色の瞳だ。

　──ともすれば姚よう朧ろう月げつの兄を名乗っても納得させてしまいそうな何かが、少年の双眸にはあった。

「《彼女》とは似ても似つかない。が、無視できない程度には霊力を秘めている」

　少年はまるで期待していないような声音で言い放った。

「本物かどうかは、僕が見極めよう。あの大祭司とやらが望む《祝祭》とやらは、意外とおもしろい舞台装置になりそうだしな」
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　門前払いされたが手て土産みやげは持たされた。そんなところだ。

　骨折り損ぞんではないが単純に喜べもしないという中途半端な気分を共有して、朧ろう月げつたちは暗く空くう虚きよな廃はい寺じ院いんを出た。

「……？」

　何を話せばいいのか迷まよう雰ふん囲い気きの中、朧月はふと背後から視線を感じた気がした。

　用心深げに振り返ってみるが、視線の主ぬしらしきモノはどこにも見当たらない。

（幽ゆう鬼きの視線……ではなかった気がするのだけれど）

　物心つく前から、双そう界かいの瞳ひとみには見たくないモノまで映っていた。自分には見えない幽鬼がいるとは考えづらい。

　しかし真しん紅くの凶きよう手しゆの視線だったとも思えず、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめたときだ。

「振り向くな」

　何かを見透かしたように、峰ほう桜おうが低く告げた。

　朧月は驚くと同時に、師しが何を知っているのかが見当もつかず、何度か瞬まばたいた。

　いつのまにか傍かたわらに来ていた峰桜は、弟で子しの物言いたげな視線を受けても、琥こ珀はく色いろの瞳をこちらに向けようとはしなかった。星せい彩さいが見かねたように「いつも以上に怖こわい顔しちゃって、どうしたんです？」と間に入ってきても無視される。

（なにごと？）

　怒りよりも困惑が勝ち、朧月はぽかんとした顔でゆっくりと瞬きを繰り返す。

「──あなたはよくも悪くも、生前から変わりませんな」

　あきれつつも寂さびしげな口く調ちようでかつてのあるじを分ぶん析せきしたのは、白びやつ虎こだ。

　年長者らしく見守る構かまえは彼に似つかわしいが、日頃の蒼そう刻こくなど年下の友人に対する態度ともどこか空気が違う。

「そうは言っても今は、月げつ蝕しよく領りようの民だけで黄こう魔まと対たい峙じしつづけねばならなかった頃とは違いましょう。何をそのように張りつめておられるのか、我われ々われにも打ち明けてはいただけませぬか？　幸いここにはあなたを信じる者しかいないのですから」

　峰桜は目をすがめた。

「おまえは生前とは大違いだな。陽気で、悩まなくなった」

「この身を得てよりしばらくの間、生前の記憶を失っていたのが、逆に幸いだったのかもしれませんな。後はまあ、友人と恋にも恵まれました」

「ふん」

　不本意そうにため息をつくと、峰桜は不ふ肖しようの弟で子しをじろりとにらんだ。

「君はこと身体能力に関しては、生者の最底辺を行く。よそ見などして歩くな」

「……それだけ、ですか？」

　唐とう突とつな毒舌よりも、大きな秘密を抱かかえているように見えたのにと、釈しやく然ぜんとしない。

　白虎が顔をしかめた。

「張ちよう角かく──もとい、峰桜どの」

「皆まで言うな、わかっている。だが私は確証の持てないことを口にするのは好まない」

「お師さま」

　弱腰の朧月でもさすがに釈然とせず、食い下がろうとしたのだが。

「我々は葉よう冬とう泉せんの情報を得た。一刻も早く皇こう宮きゆうに戻るのが先決ではないのか？」

「────」

「私を信用しろ。決しておまえの悪いようにはしない」

　あまりに簡かん潔けつな正論に、めずらしい気き遣づかいの言葉まで添えて切り返されてしまうと、反論が難しくなった。

　憮ぶ然ぜんとして星彩たちと顔を見合わせたものの、張ちようさんが「こうなっては頑がん固こだから」と目め顔がおでとりなすので、朧月は仕方なしに引き下がった。生前の峰桜をよく知る張さんでさえ説得をあきらめるようでは、突とつ破ぱ口こうが見つかる気がしない。

（……天てん狼ろうさまなら、あるいはお師さまを？）

　過去の因いん縁ねんと相性のせいか、峰桜は天狼には調子を崩くずされやすいところがある。

　先に馬車に戻っていた万ばん里りたちと合流するまでに、朧月は企たくらみというには未熟な考えをめぐらせていた。





[image: ]






　行き道と同じように座席につき、御ぎよ者しや台だいの万ばん里りが馬たちに呼びかける声を聞く。

　灰色の空の下、馬車がゆっくりと動きだす。先ほど交わした約定どおり、是ぜ空くうが追つい撃げきや奇き襲しゆうをしてこないと確信できるくらい廃寺院を離れてから、朧ろう月げつは隣で物もの憂うげに考えごとをしている様子の天てん狼ろうに、腹を決めて声をかけた。

「天狼さま」

「ん？」

「……寺院では勝手な判断をしてしまい、本当に申し訳ありませんでした」

　是空の提案に対してのことだ。

　神しん妙みように頭こうべを垂たれた朧月を見つめ返し、天狼は「いや」とかぶりを振る。

「あの凶手に対しては、私も君と同じ結論を出してはいた。私の立場で、仇かたき討うちがしたいからといって彼とやり合うのは賢明とは言いがたい。それも君だけでなく、元情報屋の彼や神しん獣じゆうどのを危険にさらして」

　皇族というだけで優先的に守られなければならない身の上をわきまえながらも、同時に不自由さを感じているのだろう。冷静そうな表情に、わずかに翳かげりがある。行き道で、朧月がお荷物になることへの悩みに共感してくれたのを思い出した。

　なんと言っていいのかわからぬ朧月を見て、天狼が話を変える。

「ところで。君はあのときに何を感じた？」

「あのとき……ですか？」

「是空だ。君も直じかに彼を見るのは初めてだったのだろう？　君の双界の瞳には、私の目とは異なるものが映ったのではないかと思ったのだが」

「そういうことでしたら──ッ……」

　他意なく翡ひ翠すいの瞳をのぞきこまれ、朧月は反射的に息を止めた。

　以前よりマシとはいえ、やはりまだ蒼刻以外の異性でしかも体格のいい人間には、圧倒されやすい。例外は張ちようさんくらいなものだ。

　深呼吸を意識しながら、朧月は真紅の凶手と対峙していたときの記憶を分析した。

「……なんの根拠もない直感ですが、たしかに殭屍キヨンシーではないと思いました。かといって生者でもありません。あの是空は──」

　対面の席で白虎の縞しま模も様ようの毛並みを撫なでている友人を気にしながら続ける。

「殭屍キヨンシーを操る召しよう鬼き法ほうよりもずっと複雑で高度な術で、生前に近い肉体を得ているのかもしれないと考えました」

「そんな道術があるのか？」

「……わかりません。わたしはまだ勉強を始めたばかりの身ですゆえ」

　今度は、小窓の外を眺ながめている黒くろ髪かみの幽鬼をうかがう。

「お師さまにお心当たりはないですか？」

　すると峰ほう桜おうは、どこか億おつ劫くうそうに答えた。

「わからん。──私は凡ぼん庸ようであったがゆえに、幅広い分野の術や思想を学ぶような遊び心は許されなかったからな。専門以外のことは書物で得た知識しか持っていない」

「……お師さまは、その知識の記憶量が人並み外はずれてすごいのではありませんか」

　少なくとも彼女に道術を指導する際に、彼が書物を見ていたことはない。

　だが峰桜という男は、ちょっとやそっとの褒ほめ言葉でぽろぽろと考えていることを披ひ露ろうする気安さを持ち合わせていなかった。

「だとしても私は確証のないことは口にしたくない。今の神しん華か国では、おそらく道術にまつわる蔵書の量で護ご花か七しち将しよう軍ぐんの来らい煌こう言げんを凌しのぐ者はいないだろう。彼に今回得た情報をすべて渡して分析してもらうのが、一番手っ取り早いと思うが？」

「……やはり、そうなりますか」

　昨さつ今こんは優すぐれた道どう士しが少ないため、天才と謳うたわれる来将軍は戦いのみならず皇都の霊的な加護や風水の管理にまで意見や協力を求められており、尋じん常じようでなく多忙なのだ。

（これ以上、来将軍の負担を増やしたくはないけれど……）

　ため息をついてしまうが、人の命が関わっている以上、背に腹は代えられない。そして道術の知識が重要となる局面で、協力を拒こばむ来煌言ではない。

　峰桜の判断にはほとんど同意できる。

　しかし必要以上にそっけない気がするのは、朧月の考えすぎなのだろうか……？

　微妙な空気になりかけたとき、天狼がぽつりと彼女を呼んだ。

「朧月」

「はいッ？」

　改まって名を呼ばれ、反射的に畏かしこまってしまう。

　借りてきた猫ねこよりも動かなくなってしまった娘を見下ろして、天狼は訥とつ々とつと言った。

「こんなときに言うのも微妙だが──今日は君と外に出たので癒いやされたというか、気分が晴れたところがある。いろいろと世話になった」

「も──もったいないお言葉です。ですがそのお言葉はぜひ、すべての便べん宜ぎを図はかってくださった万里さんに……」

「彼と白虎どのにはすでに感謝の意を示してある」

　まっすぐ、しかも思いがけないところで感謝されて朧月は面食らう。

（……気を使ってくださったのかしら）

　それとも──わたしなんぞとの外出で癒されるなんて、最近はよほどお疲れだったのだろうか？

　馬車が、皇帝陛へい下かの暗殺未み遂すいの後しばらく完全封鎖状態にされていた城門を抜ける。

　そうして皇宮にたどりつくまで待っていてくれたかのように、重く垂れこめた曇くもり空からぽつりと水滴が落ちた。





[image: ]






　程なくしてサラサラと降りだした白はく雨うに、皇宮を彩いろどる花がしっとりと濡ぬれていく。

　所定の時刻まで、まだ片付けるべき仕事が残っている天てん狼ろう。

　とある事情から、第一皇おう子じ殿でん下かに同行する峰ほう桜おう。

　そして、得た情報を双そう璧へきに伝えるために走ってくれた万ばん里りと別れて向かったのは、もちろん黎れい洞どう館かんだ。

「戻ったのか。案外早いな」

「はい、ただいま戻りました──」

　本当に休んでいたのかどうか疑問に思うくらい、はっきりとした声を先にかけられた。

　室内に入れば、蒼そう刻こくが思いのほかおとなしげにおさまっている寝しん台だいの傍らに椅い子すを置き、歓かん談だんしていたと思おぼしき麗うるわしの客人がいたので驚いた。

　華か天てん祥しよう。

　天狼の同どう母ぼ弟ていであり、現在は療養中の皇帝に代わって政務をとる太たい子し殿下だ。

「！　て、天祥さま……蒼刻さんのお見舞いにいらしたのですか？」

「そういうこと。君と蒼刻は、いずれ私の後宮に入れたい人物の同率一位だからね。傷物になられては困るよ」

　後ろ暗さのない笑顔で言われると、たいへん反応に困る台詞せりふである。

　こちらの当惑をよそに、天祥は「私の好きな人ばかりが集まったね」とご機き嫌げんだ。朧ろう月げつは「天祥さまはいつも天祥さまだわ……」と一周回って妙に感心してしまう。

　室内を一いち瞥べつした白虎が、困惑したように言った。

「御一人でいらしたのですか。護衛である《花か影えい》の彼は」

「走そう影えいかい？　彼ならぶつぶつと愚ぐ痴ちを言いながら、このあたりの安全を確認しているみたいだよ。私は一人でいいと言ったんだけど、まじめだよね彼」

　あっさりと言う天祥。

　糸目の護衛の気苦労が忍しのばれる。朧月は思わず心の中で「お疲れさまです走影さん」と唱となえていた。

（天祥さまは、これでも一応お忍びのつもり……なのかしら？）

　文官風の地味な色合いの衣い裳しようをまとい、まばゆい金きん髪ぱつも後ろでそっけなく束たばねて、彼は生来の華はなをできるだけ隠しているようだ。もっとも彼は無言でたたずむだけで絵になる美青年なので、この程度の変装では焼け石に水だが。

（だから出入り口のところで、この部屋を隠すようにして衝つい立たてが置かれたのね）

　太子殿下がここにいるとわかったら、黎洞館のすべての部屋が落ち着きを失うだろう。

「おいで朧月」

　優雅に手招きされたので朧月は、そろりと歩みを進めて天祥の前に立った。

　僭せん越えつながら何度も似た状況になったことがあるくせに、未いまだにちょっと身構えかけてしまうのは彼女の悪い癖くせだ。

　しかし同い年の蒼刻に気の置けない友情を求める姿を見ていると、皇族や太子だからといって身構えられても楽しいとは感じていないのだろうと察せられたので──

「お元気そうで何よりです」

「うん。君はあいかわらず素でどんよりしていて、珍ちん獣じゆうめいて可か愛わいいね」

「…………」

　精一杯の微笑ほほえみを浮かべたつもりが、この調子である。頭を撫でられても切ない。

「その様子から察するに、兄上と一緒に行った先で少しは収穫が得られたのかな？」

「はい。一応は」

　天祥の肩越しに、蒼刻とまなざしを重ねた。

　日頃から天祥の飄ひよう々ひようとした性格に振り回されがちな青年武官は「さすがに疲れた」と表情で訴うつたえている。

　それでも太子殿下を無む下げにはしたくないという蒼刻の複雑な心境を察したらしく、白虎が問いかけを挟んだ。

「天狼さまはすでに天てん香こう宮きゆうにお戻りになられましたし、情報がまとまり次第、国軍が太子殿下にご報告することと思いますが──我々のつたない説明でもよろしければ、この場でお話しいたすべきですかな？」

「できれば君たちの口から聞きたいな。信頼している人たちから直接ね」

　そういうことになった。

　朧月は椅子に、張ちようさんはふわふわした毛足の敷物に腰を下ろす。天祥を加えて、蒼刻が留め置かれた寝台を囲む形だ。

「まず……廃寺院には、是ぜ空くうが現れました」

「！」

　よく無事に戻れたものだと浮き足立つ蒼刻たちに、朧月と白虎とで交互に説明する。

　星せい彩さいの声はとある条件を満たさないと天祥には聞こえないため、今回の彼女はあまり口を開かなかった。

「──是空本人は否定も肯こう定ていもしておらぬが、[image: 〓]せい教きようが陛下の襲撃事件に関わりがあるのは確定したと言えるじゃろう」

　白虎の低い美声で語られると、事が倍は重々しく響く。

　張さんの説明にかぶらないよう気をつけながら、朧月が補足した。

「ですが……あの方は、冬とう泉せんさまが無事だということは教えてくれました」

「是空がか？」

　面食らったように、蒼刻が色違いの双そう眸ぼうをぱちくりさせた。

「左さ様ようです」

「なんでだよ」

「……子供好きだからだそうです」

「は？」

　そんなこと信じられるか馬ば鹿か、と言わないのが不思議なくらいの顔をされてしまった。

　助け舟を出したのは、星彩だ。ことさら昔なじみをかばう必死な感じもなく、彼女は野生動物の習性でも説明するみたいな淡たん白ぱくさで言う。

「より正確に言うと、大人の悪事に子供を利用したり巻きこんだりするのだけは性しように合わないって人なんです。凶手ですけど子供を殺す依頼だけは受けないどころか、そんな依頼をしてきた相手を逆に殺したりしてましたからねぇ」

「……戦せん闘とう狂きようなんだかいいやつなんだか、さっぱりわかんねえな」

「人間なんてそーゆーもんじゃないっすか？　普通の人は一度生きて死んだくらいじゃ、善と悪のどっちかに振り切れるなんて難しいと思いますよ」

　さらりと星彩が言ってのけるのに、反論の材料を持っている者はいないようだった。

　善と悪、光と影。

　[image: 〓]教ではこの世のすべては二つのうちどちらかに属すると考えており、しかし人間は善悪を併あわせ持つ存在だと定義している。昔、寺院にいたという万里がそう説明してくれた。

　出で逢あいが出逢いなので今さら親しみを持つのは難しいが、教えそのものは結構な真理だと思われた。

「それともうひとつ──」

　星彩の言葉を太子殿下にも伝えた後で、朧月は付け加えた。

「山、だそうです」

　またしても蒼刻の眉み間けんがきつく狭まった。

「山？」

「川？」

　と、合いの手のようにつぶやいたのはお茶目な天祥。

　蒼刻が額ひたいを押さえる。

「合言葉じゃないんですが天祥さま」

「ごめん、これはやらないと、と衝動的に思ってしまって。──山を捜せ、という意味だね？」

「はい。廃寺院にいた祭さい司しなどは皆、ひそかに移動して、とある山に籠こもっていると教えられました」

　朧月もなんとはなしに困り顔になってしまいながら、続けた。

　蒼刻と天祥が胡う乱ろんげに顔を見合わせる気持ちは、実によくわかる。凶手の言葉を、どこまで鵜う吞のみにしていいものか？　と。

　長年の友人をちらりと見る。星彩は、悟さとった微笑みでうなずいてくれた。

「……星彩は、信用してもいいと分析してくれました。是空は少なくとも冬泉さまが犠ぎ牲せいになることは望んでいないので、こちらの救援が間に合うように仕向けているのではないかと」

　友の許しを得た朧月は、唯一事情を知らない太子殿下のために、星彩の過去や是空との縁について簡単な補足を交まじえながら説明した。

　天祥は冷静にうなずいた。

「なるほど。彼は[image: 〓]教側を裏切ることになるが、そこはいいのかな」

「裏切りには違いないと思いますが……是空は、自分の主義を曲げてまで雇やとい主に忠義を尽つくす性格ではないそうです」

「星彩の話じゃ、子供を殺あやめる依頼をしたら逆にぶち殺されるらしいしな。──にしても葉よう冬泉は、危害を加えられかねない状況に置かれてるのか？」

　平素から仏ぶつ頂ちよう面づらなことが多い顔つきを、さらに険けわしくして蒼刻がつぶやく。

　白虎が髭をしごきながら言った。

「わからぬ。[image: 〓]教側が、なにゆえに冬泉を生け捕どりにしたのかも見当がつかぬからのう。しかし是空の口ぶりでは、助ける時間はありそうだぞ」

「とはいえ、その是空もさすがに具体的にどこの山なのかは教えてくれてねえしな。……でも、なんで山なんだ？」

「単純に、人目を避けるのにもっとも手っ取り早いこともあるが──山には、古来より霊れい穴けつの類たぐいが多い。是空を十年も前の死から呼び戻し、殭屍キヨンシーよりもはるかに手て強ごわい存在に仕立て上げる特別な召鬼法があるとしても、並の道士では霊力の溜たまり場で補助を受けぬことには術の行使すらままならぬはずじゃ。そういう理由も考えられる」

　帰り道に、馬車の中で確認した内容だった。

　蒼刻が「国軍への報告係は万里か？」と確かめて、朧月がうなずくと、ふつりと会話が途切れる。

「──詳しく聞かせてくれてありがとう」

　沈黙を破ったのは天祥だ。

　朧月と目が合うと、彼は残念そうに続けた。

「本当なら君たちと一緒に行動したいところだけど、そろそろ私は政務に戻らないといけない。諸もろ々もろ、任せてもいいかな」

「無論です」

　朧月よりも先に、蒼刻が答える。まだ絶対安静の身なのを忘れたかのように。

　父である皇帝を襲おそった企みとその首しゆ謀ぼう者しやについて、天祥が自みずから調べたいと思うのは自然なことだ。しかし彼は皇帝の代行を任された身として、執務室や議場で待ち構える山積みの問題を無視できない。

　朧月も蒼刻も後宮においで、などと意外と本気らしく口く説どいてくることはあるが、天祥も根はまじめなのだ。

　兄である第一皇子、天狼との隠れた共通点かもしれない。そう思うと微笑ましい。

「蒼刻」

　立ち上がって友人の肩を軽く叩たたくと、天祥はふんわり微笑んだ。

「君はあまり無茶をしないように。それでもあえて無茶をしなくてはならないときは、私にも声をかけるといい」

「……それこそ無茶ぶりなんですが」

「慣れているだろう？」

　太子殿下を荒事に巻きこむわけにはいかないと、まじめに眉間を狭せばめた蒼刻を、天祥はめずらしく年相応に見える笑顔でいなして去っていった。春の嵐あらしが通り過ぎたみたいな印象だけを残して。
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　同い年の太子殿下を見送った蒼そう刻こくは、朧ろう月げつを振り向くとこう言った。

「あの方がおでましになると、休むに休めないな」

「そ、蒼刻さん」

　仮にも皇宮の一角だし、衝立の向こうには劉りゆう家と不仲な曹そう家の青年もいるので、外がい聞ぶんを気にして朧月はとりなす。

「冗じよう談だんだ。でもここで桃ももを剝むこうかとか看病というものを一度してみたいとか半刻以上はもてあそばれた俺の気苦労も理解してくれ。相手が相手だしつっこみ役は俺以外にいないし、おまえがいないから俺ばかり集中していじられたりと盛りだくさんすぎた」

「……お疲れさまでした？」

「おまえもな」

　にやりと笑う蒼刻。

「どうだった？　初めてのお使いは」

「初めてというわけではないのですが……」

　いつものように頭を撫でてくれる手にほっとしながら、朧月は肩の力を抜く。

　月げつ蝕しよく領りようでのいざこざで蒼刻はおろか星せい彩さいたちとも引き離され、敵中に一人という状況は経験しているのだ。

　……そのくせ未だに一人で外出するのが苦手なのは、まあ、火か事じ場ばの馬鹿力は普段は出せないという話である。

「ぐったりです。お昼寝がしたくなりました」

「寝るな寝るな」

「まあ……変に目が冴さえてしまっているので、実際は眠れそうにありませんが」

「興奮状態か。普段刺激の少ねえ生活ばっかり送ってるからだぞ」

「え。十分に刺激的だと思うのですが……？」

　主おもに、何かと心臓に悪い蒼刻の責任だとほのめかしたかったのだが、あっさり受け流されてしまった。

　朧月をなんだかんだと言うが、蒼刻もかなり天然で我が道を行ってしまうことがある。

　見舞いに来る人間（？）が意外と多いとみなされたのか、治ち療りよう室しつに備えつけの椅子は、以前見たのより作りのしっかりしたものに変わっていた。床ゆかに腹ばいになる白虎のために特別ふわふわした敷物まで用意されている。

　と。

　そこで初めて朧月は、衝立の向こう側からも会話の声が聞こえてくることに気づいた。

　さっきまでは国軍で扱う事件の話をしていたから、蒼刻とほぼ同格の曹朱しゆう義ぎなら聞かれても問題はなかろうと思い、意識に留めていなかったのだが。

（しかも、女性の声？）

　なんとなく蒼刻の耳元に顔を寄せて、内緒話をする声の大きさになった。

「朱義さまにも、お見舞いの方がいらしているのですか？」

　うなずいた蒼刻は、彼女に合わせて声を落とす。

「曹流りゆう霞か。護花七将軍の一人だ」

「あ。……もしかして曹家のご親しん戚せきですか？」

「そのとおりだ。朱義は本家、曹将軍は分家の生まれっていう違いはあるが、昔から交流があったらしい」

「朱義さまとそういうことなのでしたら、当然、緋ひ鷹おうさまとも……？」

　曹緋鷹。

　太子殿下の前では迷ったあげく口にしなかったが──[image: 〓]教が今回の事件に関わっているとわかった以上、[image: 〓]教の祭司と親交のあった彼も無視はできない。

　蒼刻も同じ考えだったらしい。憮然として口の端を曲げる。

「実はそのへんに探さぐりを入れようとして、また喧けん嘩かになった」

「え」

「でも曹将軍が来て機嫌が上向きになってるっぽいから、様子を見てる」

　天祥の訪問を受けつつ、そんな腹芸までこなそうとしていたのか。

　苦手な分野でもがんばる姿は好ましいが、きちんと休めたのかと心配にもなる。

「あの喧嘩っ早ぱやい……もとい荒々しい朱義さまでも、曹将軍には弱いのですか？」

「でしたら」

　星彩がにんまりと笑い、ほのめかすように言った。

「曹緋鷹のことを除いても、なかなか興味深い関係っすね？」

　不ふ謹きん慎しんにも同じ発想をしていた朧月は、決まり悪げに頰ほおをかく。

　曹流霞とはあまり交遊はないが、水軍を率いる勇ゆう猛もうでたおやかな姫将軍という噂うわさはかねてより聞いていた。護花七将軍の中でも熱心な信しん奉ぽう者しやがいる存在だという。

　本来はそこまで悪あく童どうじみた性格ではないはずだが、恋人に感化されたのか、ちゃっかり虎とららしいまるい耳で衝立の向こうをうかがっていた張ちようさんが言う。

「蒼刻おぬし、朱義と流霞どのがいつもはどういう関係なのか知らんのか？」

「さっぱりだ。曹将軍は水軍が専門だから逢うことも少ないし」

「ほう」

「なんだよ」

「気にはならんか？」

　最初は「野や次じ馬うまだなおまえら」という顔をしていた蒼刻も、じょじょに好奇心を煽あおられていくのがわかった。白虎は年下の友人を煽るのが、なかなかうまい。

　皆で目顔を交わしたら意見が一致したので、しばらく声をひそめて衝立の向こうの様子をうかがうことにした。







「──あなたのいいところは、たくさん知ってますけれど」

　まず聞こえてきたのは、女性の声だ。高音ではないがそれが却かえって耳に心地よい。

　曹流霞。名は体を表す、という言葉が頭に浮かんだ。

「将を志こころざすのならば、日頃から率先して皆さんと交流して好感を得ておいたほうが得ですよ？　いざというときに兵士に指示を聞いてもらったり、同じ将しよう帥すいに熱心に援軍に来てもらえますし。あなたは意外と恥はずかしがりなのですか？」

「別に恥ずかしがった記憶はねえ──もとい、ないですけど」

　これは朱義の声。

「俺は護ご国こく学院で習ったとおり、指揮下に入った人間には無理を強いたりせず、傲ごう慢まんにもならないよう配慮して付き合ってるつもりです。上役に無む駄だに楯たて突つくような馬鹿でもないし。……ただ、あいつが例外なだけで」

　普段はともすれば蒼刻よりも荒っぽく見える朱義だが、身内でしかも年上の女性には態度を切り替えているところに、ぬぐいきれない育ちのよさを感じる。

　流霞がくすりと笑った。

「あいつとは、劉蒼刻ですか？」

「…………」

「なぜ彼を？」

「馬が合わない。それに尽きます」

「なんだ、恋愛ごとで対立したり個人的な恨うらみがあるわけではないのですね？」

「女を連れてはばかりもせずにじゃれ合う様子を見せてくるのは普通に鬱うつ陶とうしいし、迷惑です」

　………どう考えても、自分と蒼刻についての指摘だ。ひたすら申し訳なくなる。

　蒼刻のほうに悪びれるところがないので、朧月は一人で小さくなった。

　一方で、朱義の愚痴はまだ止まらない。

「……双璧って、劉蒼刻を甘やかしてませんか？　いくら幽鬼と話せるとかいう特異で他の六りく部ぶに渡したくないからって、未来の護花七将軍に女を連れ回すのを許すとか。国軍がナメられたら、どうすんですか」

「双璧にも考えがあるのですよ」

「考え？」

「はい。燕えん軍師の分析によれば、優れた将帥や兵士になるのは、何も失うものを持っていない流る浪ろう人にんよりも、愛情を受けて育ち、しかるべき教育を受け、自らも大事な相手や家族を持っている人間です。守るべきものがある者は、苦境に立たされても崩れない。──劉蒼刻はやや無む謀ぼうなところがありましたから、彼が特別に守りたい相手を得たのは、双璧にとっても願ってもないことなのですよ。それも国軍にとって『使える』存在です」

「…………」

　朱義がぐっと黙だまりこむので、朧月もちょっと考えこんでしまった。

　流霞の言葉を冷ややかだとは感じなかったのは、彼女の人柄の温ぬくもりが声ににじみ出ているからだろう。

　理詰めの意見を述べても、穏おだやかに響く。これもある意味、将帥としての才能か。

　自分と蒼刻のとても小さな世界が、国軍の戦略的な計算に裏打ちされていたかもしれないというのは想像の外だった。けれども嫌けん悪お感かんというほどのモノはない。

（……蒼刻さんとともにいることを許されるのなら、それ以上に贅ぜい沢たくを言ってはいけないと思うし、むしろ納なつ得とくしてしまったような）

　双界の瞳。

　黒こく烏う州のイナカ姫に過ぎない平々凡ぼん々ぼんたる朧月を、もっとも他人とは違う存在だと思わせる異能。けれど朧月にしてみれば、息を吸うように自然な力だ。

　果はたして蒼刻はどう思っているだろうか、とうかがおうとしたときだ。

「ですから」

　流霞がころりと明るい口調になり、年下の親戚をつついた。

「朱義が恋人を作ったとしても、双璧はきっとこっそり応援してくれますよ？」

「今の説明で恋愛したい気分になれたら、逆にすげえですよ。……てか、流霞さんこそせっつかれてる立場なんじゃ」

「わたしはこれまでに、もう何度もお見合いを大破させてますからね。こう見えても母から手紙が来るたびに、うっかり炉ろに落として燃やしてしまったことにしたい誘惑と戦っているほどです」

　くすくすと笑う流霞につられて、朱義もちょっと笑ったようである。

「また来ます。──あなたは国軍にとって貴重な人材なのですから、無理をしてはいけませんよ？」

「それも双璧の意見ですか？」

「ええ。わたしの頼もしい弟分への期待もこめていますが」

　──男勝まさりかと思いきや、曹流霞は相手を立てるのに慣れているらしく、朱義がこそばゆそうにだが素直にうなずく雰囲気だ。







　見舞いを終えた曹流霞は、部屋を出る前に、朧月に対して丁てい寧ねいにあいさつをしてくれた。本当に水軍で海かい賊ぞく退治などを日常としているのか半信半疑になるほど、上品でたおやかな黒髪の麗れい人じんである。

「…………」

　彼女を出入り口まで見送るために寝台から出てきた朱義は、うっかり朧月と目が合うとしかめ面つらになった。

　決まり悪そうにしているが、たしかに喧嘩の直後のとげとげしさはない。

　声もかけられたくないという態度で衝立の向こう側に戻っていく朱義を、蒼刻がとっさに呼び止めた。

「おい、曹朱義──」

「勝手に呼ぶな」

　にべもない。さっき流霞が手を振ったのに、無邪気に同じ仕草を返していたとは思えない、別人のごとき愛あい想そのなさだ。

　予想はしていてもカチンと来たのか蒼刻の眉が跳はねるが、彼にはまだ舌した打うちしながらも反発心をこらえる冷静さがあった。

「だったら二度と呼ばないが、それはそれとしておまえに用がある」

　枕まくらの下に手をつっこんだ蒼刻が何をとり出そうとしているのか、朧月はすぐに察した。

（象牙の豚ぶたの──）

　先日曹家を訪れた際に、朧月が拾ったままうかうかと朱義に返しそびれたものだ。

　朱義が、敵とみなす蒼刻はもちろん彼と親しい朧月たちとの会話さえ拒むので、ずるずると蒼刻が所持しつづけていた。

　そのときだ。

「たでーまー」

　珍ちん妙みような訛なまり方で「ただいま」と言いながら、衛えい万ばん里りが鋼こう鉄てつ宮きゆうから戻ってきたのは。

　思わず彼を振り返ってしまった隙すきに、朱義はさっさと衝立を元の位置に戻し、こちらの干かん渉しようをきっぱりと拒絶する。

「……また返しそびれたな」

「……もう、向こう側にさりげなく投げこんでしまったほうが早い気がしてきました」

　蒼刻と朧月は顔を見合わせ、似たような仕草で肩をすくめたのだった。
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「山は」

「月？」

「だから合言葉じゃねえって」

「頭こうべを挙げて山月を望む、っつう詩があるだろ少年。風流を忘れるのは感心しないぜ」

　生意気な口ききには適当に言い返しながらも、万ばん里りはきちんと相手が求める情報も用意してくれていた。

「凶手の言うことを全面的に信じるわけじゃないが、山のほうも調べてはくれるってさ」

「今は主にどこを調べておるのじゃ？」

　と白虎。

「まずはほかの場所にある[image: 〓]せい教きようの寺院と、寺院所有の建物に聞きこみに行ってるってさ。正直に情報を提供して、事件をこれ以上大きくしなければ、[image: 〓]教そのものを潰つぶすのだけはやめてやってもいい、とか脅おどしてるらしい」

「ずいぶんと譲歩してやってんだな」

　これは蒼そう刻こく。

　皇帝陛下の暗殺未み遂すいを目もく論ろんだのだから、[image: 〓]教そのものが国外追放されたり幹部である祭司が断罪されないだけでも、かなりの好条件ではある。

　が、万里は癖のある笑い方をした。

「あくまでも『してやってもいい』だからなぁ。罪人の処しよ罰ばつは本来たしか刑けい部ぶの役目だし、刑部にかけ合ったけど駄目でした！　で約束を反ほ故ごにするのは簡単じゃね」

「悪い顔してんぞおい」

「少年はどうにもまっすぐだから、俺がえげつないこと考えてやらんとな。──で、俺や姫さんは明日また改めて廃寺院の調査に向かうことになった。あそこの調査は俺らじゃないと駄目だろうって判断らしい。で、少年の具合はどうよ？」

　蒼刻はちょっと考えてから、万里を見上げて言った。

「まずは服だな」

「服？」

「万里、この際あんたの胡う散さんくさい旅たび装しよう束ぞくでもいいから着替えを用意してくれ」

「どういう頼み方だ少年」

　目を点にした万里の隣から、張ちようさんが口を挟む。

「おぬし、まさか抜け出す気でおるのか？」

「ここの医生は病人けが人が抜け出さないように、下着に至いたるまで厳しく管理してるから私服が持ちこめないんだ。頼む」

　医生の許しなく外出しようとしたら最後、罰として下着をはけなくなるそうだ。地味に恐おそろしいが、血の気が多そうな国軍の人間に絶対安静を強いるために、医生なりに試し行こう錯さく誤ごしているようだ。

　などというのは横に置いて、朧ろう月げつはあわてて口を挟んだ。

「まさか蒼刻さん、わたしたちと一緒に来るおつもりで……」

「ほかに何がある」

「あってほしかったのですが……。なりません、蒼刻さん」

　彼女にしてはきっぱりと首を横に振った。

「蒼刻さんは、まだ休んで傷の回復に集中するべきなのでしょう？」

「休んでいられるか。是ぜ空くうの野郎が廃寺院で立ちはだかっているなら、ちょうどいい反撃の機会だしな」

「えええええ」

　調査に同行しようとするだけでも十分に大暴走なのに、まさか強敵との決着までつけようとするとは予想外だった。蒼刻のことは結構わかってきたつもりだったが、しばしば彼は朧月の想定を軽く突破してくる。

　黒髪をがしがしとかきながら、万里があきれ顔でとりなした。

「つっても少年、もう夜だぜ？」

「だからどうした」

「皇都の城門はとっくに閉まってるってことだよ。並の城じよう市しなら俺もなんとか城門を抜ける手立てを考えられるけど、さすがに皇都は無理だぜ。しかも皇帝陛下が襲撃された影響で、普段よりずっと人目が厳しいんだからな」

　朧月は思わず星せい彩さいに言った。

「……万里さんがとても蒼刻さんの補佐役っぽく見えるわ」

「ですね」

　妙に感心してしまいながら、朧月も再び蒼刻を説とき伏せようとしたときだ。

「そうそう。せめて明日にしなよー」

「そうです、もう夜ですし明日──……え？」

　なぜ明日ならいいのか。

　という疑問を抱いだく前に、唐突に会話に参加している者がいることに気づく。

　勢いよく振り向くと、出入り口のところに栗くり色いろの髪に花を飾った優やさ男おとこがいたので、朧月は目をみはった。

「来らい将軍!?」

「こんばんはー」

「こんばんは……いえ、あいさつは大事ですが問題はそこではなく」

　いやいやと首を振る。危あやうく、十代の乙女おとめみたいな明るく軽妙なノリに乗せられるところだった。

　来煌こう言げんはどんなに忙しくても笑顔と異性への愛想だけは忘れない、神しん華か国でも屈くつ指しの道士にして護花七将軍である。

　白虎があいさつがてら「流霞どのとすれ違ったのでは？」と問うと、煌言は、

「え～流りゆう霞かお姉さま来てたの!?　あの人、僕が抱きついてもはいはいって頭撫でてくれたりして癒しなのに」

「だが異性としては見られてないと」

「張さん、さらっと真理を突くのは勘かん弁べんして。僕泣くよ」

　漫まん才ざいになりかけたところで、蒼刻が割って入った。

「俺より来将軍のが具合悪そうに見えるのが、すっげえ珍妙なんですが……──まあ、それはともかく何か用ですか？」

「双璧から直じき々じきに、君たちの治療をしてやってくれって頼まれてさ。いや～頼りにされる男はつらいよ」

　君たち。もちろんこの部屋にいる二人とも、ということだ。

　朧月はそれはよかったと安あん堵どしかけるが、来煌言が塩をかけた青菜みたいに冴えない顔色なのが懸けん案あんだ。蒼刻も同じ気持ちらしく、眉をひそめる。

「え。ありがたいことはありがたいんですけど……来将軍、目が死んでませんか？」

「虚うつろと言ってー」

「ほぼ同じじゃねえか」

　たちまち敬語を放り投げたつっこみが入るが、笑えないのは煌言の動作にそれだけ疲労の色が濃こいせいだ。

　だというのに笑顔を絶やさないのは、護花七将軍としての矜きよう持じか、気概か。

「死ぬまで働け、無理っていうのは噓うそつきの言葉だって、だれかが言ってたしー」

「それは名言でもなんでもない、ただの無茶ぶりですよ」

「骨にヒビが入ったりしてたくせに、自分から無茶をしようとしてた蒼刻くんには言われたくないよー？」

「う」

　蒼刻がめずらしく先輩にやりこめられ、口をつぐむ。

　気をよくしたのか、煌言は後輩の銀髪をわしゃわしゃと撫でた。疲労を通り越して謎なぞの勢いもちょっとある。

「かなり身体からだに無理強じいする治療の術だから、代わりに明日の朝までは絶対安静で、たっぷりと睡眠をとること。そうしないと、魚を食べたら小骨が必ず喉のどに引っかかる呪のろいをかけるからねー？」

「じ、地味に嫌な呪いですね……」

　想像した朧月まで微妙な顔になってしまった。

　劉りゆう家の治める地が海沿いで魚料理には親しみがあるはずの蒼刻には、無視するのが難しそうな呪いである。

　話すうちに調子をとり戻したみたいに、煌言はにこりと微笑んだ。なぜか指の骨をぱきぱきと鳴らして。

「じゃ、蒼刻くんと朱しゆう義ぎくん、どっちから先に地獄を見るか相談してねー」

「……え？」

「かなり身体に無理強いをする、って言ったでしょ？」

　若じやつ干かん目が据すわっている煌言にうながされて、朧月たち──施せ術じゆつを受ける二人以外は、部屋の外に出された。

　程なくして衝立の向こうから絞しめ殺される鶏のような苦痛の悲鳴が聴こえたものだから、朧月は星彩と顔を見合わせて立ち尽くし、張さんは万里と「精神的にはけがをしたときよりも深い痛手を負っているように思えるのう……」「白虎の旦だん那な、それ多分気のせいじゃないと思う」云うん々ぬんとひそかに言い合ったのだった。
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　その日の深夜、鋼こう鉄てつ宮きゆうは元げん帥すいの執務室。

「それじゃ皇帝陛下──もとい陛下の務めを代行されている太子殿下の公務とその警備態勢の見直しは、こちらの改善案のとおりに進めさせていただきますよ」

　護花七将軍の中でもとりわけ恵まれた体格の持ち主であるのに、武骨さとは無縁の洒しや脱だつな口調で話をまとめたのは、孫そん伯はく牙が。

　国軍の幹部としては異色の役目をも担になっている伯牙だが、最近はその「副業」ではなく本来の仕事のほうが比重が大きい。皇帝陛下が襲撃された事件以来、ずっとこの調子だ。

　名家の陽気な貴公子といった容姿でありながら、実は国軍の頂点に立つ元帥職を拝命している袁えん晨しん友ゆうがうなずく。

「頼むぞ伯牙。もうじき大きな山を動かすから根回しも必要だ」

「承知の上」

　気負いもせずに応えてみせる伯牙の広い背中を見送ると、晨友は椅子ごとくるりと動いて、部屋の片隅を見た。

「さて夜や淑しゆく。──[image: 〓]せい教きようの件だが、具体的にどうしてくれようか？」

　茶さ房ぼうで「次に注文する点心の種類は何にしようか？」と言うような口調で、彼はさらりと切り出す。

「……どう考えても悪目立ちをする凶手を使って、自ら皇帝陛下の一件への関与を認めるような真ま似ねをしたのが引っかかる」

　冷静な声。

　元帥が伯牙に指示をする間は、書しよ棚だなの前で影のように存在感をひそめていた燕えん夜淑が、ゆるやかに顔を上げる。彼は熱心に口説かれて晨友の軍師となった身だが、もともとの家格が低いため目立つことを好まないのだ。

「が、彼らの勢力を削そぐ好機ではあるな」

　夜淑は淡たん々たんと、これまでの[image: 〓]教との関係を振り返る。

「宗教を差別する気はないが……[image: 〓]教の上層部は、布ふ施せと称して信徒から財産を回収しては金貸しなどのあくどい商売でふくらませて土地を転がしたりと、実にロクなことをしないのが、以前から考えものだった」

「各地の寺院を中心として、神しん華か国内に自分たちの独自の『国』を作っているも同然だからな」

　ただ、あくどいとは言っても、普通に商売と布教をしているだけでは制裁はしづらい。

　西の絲し路ろから入ってくる異民族は、[image: 〓]教のように困りものもいるが、神華国に新たな技術や知識をもたらしている。国を鎖とざすという選せん択たく肢しはなかった。

　肘ひじかけを使って、晨友は頰ほお杖づえをつく。

「衛えい万ばん里りのように利用価値の高い人材もたまにはいるけどな」

「……今はよくても、国の政情が不安定になったときに、[image: 〓]教のような独立した勢力は危険因子になる。一度きちんと灸きゆうを据えておくべきだろう」

「灸か。俺には躾しつけのなっていない犬の再教育のようにも感じられるな」

「それも比ひ喩ゆとしては正解だな」

　ふっと笑った元帥に対して、軍師の表情筋は反応しない。彼の頭脳が、さまざまな計算を同時に行うことに集中しているせいだ。

　執務机の上で冷めていた茶の碗わんに手を伸ばしつつ、晨友は言った。

「それじゃ、[image: 〓]教寺院を片っ端から焼き討ちでもするか？」

「……たしかに灰も残らないほどきれいに焼き払ってしまうのが手っ取り早いが、さすがに前時代的すぎるぞ」

　夜淑は、元帥の提案を非情だとは咎とがめなかった。

　たとえば乱世、敵を制圧するのに手段を選べない時代であれば、彼らは躊ちゆう躇ちよなく焼き滅ほろぼす策をとっていただろう。

　今回武力での殲せん滅めつを避けたのは、平和に慣れた時代で残ざん虐ぎやくな真似をするのは民たみの支持が得られないと判断したから。それだけのことだ。

「本気で神華国を引っくり返すつもりにしては、どうにも計画が粗あらい。ほかの寺院におかしな動きがないのを見ると、[image: 〓]教が一丸となってこちらに牙きばを剝いたわけではなく、廃寺院に集まっていた者たちだけが暴走した可能性が高そうだ」

「なるほど」

「──だから人目につかない時間帯に兵を動かして、徹底的に彼らの隠れ家を叩く。戦闘は決して長引かせず、それでいて相手の最強の手札である『是ぜ空くう』は確実に消す。抵抗の手段を剝はぎとってから交渉に持ちこみたい」

　夜淑が理想を述べるのに、晨友はおかしそうに肩をすくめた。

「交渉か。ものは言いようだな」

「君はそういうのが好きだろう？」

「大好きだ」

　あまりたちのよくない共感が、二人の間に満ちる。

　晨友は顎をさすった。

「後は是空とかいう凶手が問題だな。──斃たおせるモノなのか？」

「第一皇子殿下と姚よう朧ろう月げつの持ち帰った情報をもとに、来らい煌こう言げんが師から受け継いだ書物を調べたところ、それらしいモノを見つけてくれた」

　そう言って夜淑は、膝ひざの上に置いていた古い巻物を持ち上げてみせる。先ほどまで彼が何度も読み返していたものだ。

「──あれはどうやら《幻げん身しん》という禁術で生み出された存在らしい。殭屍キヨンシーよりも百倍は厄やつ介かいだが、蒼そう刻こくが兄君から譲ゆずられた霊刀のような武具であれば戦える」

「それだけわかれば十分だ」

　人を選んですぐに実行に移そう、とうなずく元帥へと、夜淑は引き留めるように呼びかけた。

「晨友」

「うん？」

「今のは悪い笑顔だった。私以外の人間に見せると怖がられてしまうぞ」

「そうか。気をつけよう」

　頰から顎にかけて手で撫でると、晨友は「一見さわやかだが何を考えているのか微妙につかめない」とも噂される笑顔を作り直した。とりわけ年若い部下に対しては、そうしているように。

　晨友の双眸が、夕映えの中で悪いた戯ずらっぽく煌きらめく。

「かねてからの厄介な敵を叩けると思ったらつい、気分がよくなってしまってな」





[image: ]






　その夜の黄こう華か宮きゆう。

　葉よう冬とう泉せんと彼の姉の無事は心配だが、さりとて今朧ろう月げつが起きていてもできることはない。

　明日のために疲れを抜いておくのが一番だ、と自分に言い聞かせて寝台に入ったものだが、ひ弱な身体のほうは正直ですぐに眠りの淵ふちに連れて行かれた。

　雨はまだ続いている。

　重たい雲より生じる漆しつ黒こくの闇やみは、空はもちろん花の色まで塗ぬり潰している……。

　違和感は、最初は些さ細さいなものだった。

　朧月に与えられた客人用の部屋に満ちる、しっとりとした空気がわずかに動いた。

（……？）

　蒼そう刻こくのいない外出で予想以上に消しよう耗もうした上に、日を追うごとに打ち解とけてくれる銀毛の猫が添い寝をしてくれたのもあり、朧月は温かさの中で深い眠りを得ていた。

　そのはずだったのに、何かに気づいた。

（だれか……いる？）

　微妙に危機感が足りないのは、この手の状況に日常的に出くわすせいだ。

　幼おさない頃から幽鬼が身近にいたため、たとえば彼らがふいに壁をすり抜けて近づいてくるようなことがあっても、いちいち驚かない奇妙な図太さを身につけてしまっている。でなければ心臓がいくつあっても足りない。

（……でも幽鬼だったら、星せい彩さいも反応しそうなものなのに）

　近くにいるはずの友人の気配を探りながら、肌はだざわりのなめらかな毛布の中で朧月はわずかに身じろぐ。

　眠っているふりをするのは、相手を油断させるためだが──

「──公こう主しゆ殿下」

　耳慣れない呼ばれ方に、思わず目を開けてしまった。

（だれ？）

　室内は、月明かりに洗われる窓辺のほかは、己おのれの手の形すら見えないほど暗い。

　だというのに、枕元が不思議と明るくなっていた。

　朧月はどこか夢見心地のまま、ぼんやりと視線をずらし──はっとして、つかのま動きを止めた。

　寝台のすぐそばに、見知らぬ人がたたずんでいた。

　外がい套とうのような分厚い灰かい白はく色しよくの衣ころもをまとい、被ひ布ふを目ま深ぶかにかぶった姿は、聖地をめぐる異教徒のよう。

　白はく皙せきの容よう貌ぼうは、繊せん細さいで美しいが作り物めいている。男か女か判断がつかないが、いずれにせよ絶ぜつ佳かの美貌だと言えた。

　白銀というかほとんど白に近い色合いに見える長い髪が、被布からこぼれて胸の下まで流れている。

　そして満ちた月を思わせる澄すんだ黄金の瞳が、どこかすがるみたいな切なさでこちらを見下ろしていた。

（……きれいなひと）

　相手から敵意を感じないせいで、のんきな感想が浮かぶ。

　これほど印象的な佳人を忘れることなど不可能だから、初めて逢う相手のはずだ。

　だというのに、反射的に逃げだしたくならないのが不思議になる。

（幽鬼ではなさそうなのに……もしかして、夢だから？）
















「公主殿下」

　白の佳か人じんは、再び朧月にそう呼びかけた。澄んだ美声までも中性的で、嚙かんでふくめるような話し方には似つかわしい。

　そうして恭うやうやしげに頭を垂れる。

「非礼をお許しください。あなたにお伝えしたいことがあるのです。……どうか、頭の片隅に留めておいてくださいますか」

（……？）

「公主殿下。いずれ御おん身みの前に、同族を名乗る者が現れるでしょう。彼の言葉に決して耳を貸してはいけません」

　絶対に、耳を貸してはいけません。そう繰り返す。

　朧月はもちろん戸惑った。佳人の言葉のどこを切り取っても、意味がわからない。

　──同族とは。

　──そもそも、なぜわたしを公主殿下と呼ぶのか。

（ひとちがい？）

　ここは皇宮なので、真っ先にそんなことを考えてしまう。──天然公主や冥めい界かい公主といった呼び名に関係するのであれば、話は違ってくるが。

　白の佳人はゆっくりと手を伸ばすと、朧月の重たくなったまぶたにふれ、目を閉じるようやさしく誘導した。

　無む償しようの献けん身しんを感じさせるその指先に、幼い頃のことがまぶたの裏に浮かぶ。

　異母兄あにや、亡なき父に、そうしてふれられた記憶がある。

　けれども一番なつかしいのは──

（……母さま）

　遠い面おも影かげを浮かべる頃には、何か眠りに誘う術でもかけられたみたいに、あっけなく夢の中に落ちていた。

　そうして朝に目覚めたときには、佳人のいた痕こん跡せきはどこにもなくなっていた。

　星彩に一応「幽鬼が部屋に入ったりはしなかった？」と訊たずねてみたが、彼女はいいえと首を横に振る。

　朧月は困惑した。

（……ただの凝こった夢だったの？）

　まぶたに残るやさしい指先の感触は、夢にしては鮮明だ。

　公主殿下という、彼女に仕える身分の人間であるかのような響きも覚えているが、いろいろと非現実的すぎてピンとこない。

　悪い予感とは異なる何かで悩む朧月を、銀毛の猫が膝の上からじっと見つめていた。
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　来らい煌こう言げんの指示どおり、蒼そう刻こくは朝まではまじめに安静にしていたらしい。黎れい洞どう館かんから一時的に外出する許しは、医生からすんなり得ることができた。

「来将軍の治療は、大成功だったのですね」

「お蔭かげさんでな。昨日はちょっと冥めい府ふが見えそうだったが」

「……何がありました？」

「傷を大至急でふさぐ代わりに、何かこう全身の血管とかがぞわぞわ勝手に動いて……いややめよう、思い出したくねえ」

　迎えに行くと、蒼刻はすでに見慣れた武官の戦せん袍ぽうに着替えており、朧ろう月げつはその姿を惚れ惚れと見上げた。

　最後に眼がん帯たいの位置をもう一度確認するのが彼の習慣らしいと、気づいたのは最近だ。

「どうした、阿あ呆ほ面づらで」

「改めて、すてきな方だなあと思っていただけですが……」

　そんなに呆ほうけた顔をしていたかと反省して頰を押さえる朧月を見下ろして、蒼刻がちょっと固まる。

「不意打ちはよせ」

「……蒼刻さんにだけは言われたくありませんよ？」

　そもそも一線で戦う武人である彼の不意をつくなどという真似が、自分にできるとは思えないのだが。

　そんな会話を友人たちの前で繰り広げていると、遅れて万ばん里りが合流した。

「おはようさん、元気そうだな。第一皇子殿下の伝言で、姫さんの師し匠しようはまだ貸しといてほしいってさ」

「お師さまを？　わたしは別に構いませんが……」

　──天狼は、あの譲らない性格の幽鬼から何か聞き出せただろうか？

　と気になる。

（何か隠しておられる様子だった）

　疑問と困惑が入り乱れる状況なのだから、もっと一緒に情報を共有したいのに、と思うともどかしい。

　調子を確かめるみたいに、万里はとんと軽く蒼刻の肩を叩いた。

「少年、曹そう緋ひ鷹おうに関する調査はまだあんまり進められてないんだ。悪いな」

「別に構わないが、難しそうか？」

「三大家のあんなでかい邸やしきなら、見慣れねえ人間が出入りするのを目撃されないほうがおかしいんだが、意外と目撃者が見つからない。──ああそうだ、[image: 〓]せい教きようの祭司に関しては、曹緋鷹のところを訪問したのは一度きりみたいだぜ」

　一度きり。

　朧月と蒼刻が、曹家の別べつ邸ていを訪れた際のことだ。

　寄付を求められただけ──と緋鷹は説明していたが、意外にも噓ではなかったらしい。[image: 〓]教の僧や祭司は、一度でも寺院を訪れたことのある貴族や商人の類を忘れず、定期的にそうした「お願い」に上がるそうだ。

　元信徒であった万里は「俺も昔は似たようなおつかいをさせられたぜ」と言う。

　白虎が確認した。

「曹家を訪れた祭司とやらは、廃寺院に所属している者なのか？」

「いや、違ったぜ」

「え」

「[image: 〓]教の総本山から来た祭司だった。あの廃寺院の大祭司よりも格は上だな」

　皇都の中堅どころの官かん吏りのほうが、辺境の刺し史しよりも収入がよく、権力も強いようなものか。

　蒼刻が半はん眼がんでぼやいた。

「それでも、たまたま[image: 〓]教と接点を持ってしまっただけ、っていう好意的な解釈ができねえのは緋鷹のせいだな」

　日頃から胡散くさすぎる。今までの行動が怪あやしすぎる。

　きっぱり言い放った彼を、曹緋鷹に失礼だと咎める者はいなかった。皆、だいたい同じ感想だったのだ。







　行き道では、朧月が風景も見ずに昨日の夢のことを考えていたせいでうっかり乗り物酔よいになりかけたこと以外には、とりたてて問題はなかった。

　昨夜の雨に濡れた地面に轍わだちを刻きざみながら、梔子くちなしの香る街道を抜け、[image: 〓]教の廃寺院まで問題なくたどりつく。

　が。

「いません……ね？」

「あの野郎、気まぐれか？」

　前日に遭そう遇ぐうした場所に是ぜ空くうはおらず、蒼刻が苛いら立だたしげに舌打ちをした。傍らでは万里が「いなくて幸運だろ」とたいへん常識的なことを言っている。この二人は、しばしばつっこみ役が切り替わるようだった。

　まるい耳をそばだてていた白虎が、ふむ、と肉球で顎をさする。

「昨日の時点では、なんぞ寺院の奥で見せられぬことでもしていたのかもしれんな」

　星せい彩さいが決まり悪げに眉をひそめる。

「やっぱり昨日、あたしと道士さんでこっそり奥を偵てい察さつすべきでしたねぇ」

「でも……向こうが何をしてくるか予測がつかなかったから、仕方ないわ」

　朧月はとりなした。

　あたりまえだが幽鬼に「死」はない。死後に冥府に行かずに留まっている魂こん魄ぱくが幽鬼なのだから。そうは言っても特定の道術によって苦痛を感じたり、魂魄が消滅してしまう可能性もあるので、朧月は昨日、幽鬼たちに無茶を禁じた。

　二人は「もう一度死んでますしねぇ」と割り切っていたが、朧月が譲らなかった。

　生者にするのと同じように幽鬼と接することができる者としては、幽鬼だからといって軽率に危険にさらしたくないと思うのだ。傍はたから見れば、愚ぐにも付かないこだわりだとしても。

　奥に進む。扉には鍵がかかっていたが、万里が器用に開けてくれた。

　昨日は近づくことさえ許されなかった両開きの扉とびらを、蒼刻と万里が左右に分かれてぐっと押した。

「ッ……！」

　扉が開いた途端、どこからともなく見られている気配が身体に突き刺さってきた。

　無人のはずの廃寺院にひしめく視線。

　なぜ前回の訪問ではこれほどの幽鬼の気配に気づかずにいられたのかと思うほど、異様な瘴しよう気きに満ちていた。

　警戒しながら扉をくぐると、針のような視線はますます全身に突き刺さってくる。

「──おい」

　朧月には及ばないものの彼女の影響で幽鬼が見える蒼刻が、信じられないという顔つきでぼやいた。

「ここは寺院だったんじゃねえのかよ」

「寺院ですよ。信徒の商人から捧ささげられた別邸を改築したものだが、少年が言いたいのはそういうことじゃないよな。……ヤバいんだな、やっぱり」

　この中では唯一、幽鬼を見ることのできない万里だが、元信徒なりに異常さを肌で感じたようだ。

　星彩は無意識にか、朧月をいつでもかばえる位置にすべり歩きしながら言った。

「武官さんの気持ちはよぉくわかります。ここ、明らかにお祈り以外の目的に使われてたとしか思えませんねぇ」

「そうじゃな。祈りの場というよりは──」

　墓場。あるいは限りなく死に近い病者ばかりを集めた治療所。

　白虎が複雑そうにのみこんだのは、そういった言葉なのだろうと簡単に想像がつく。

　さしもの朧月も、息詰まるほどの「死」の気配に啞あ然ぜんとしていた。

（う）

　ふと見上げると、天てん井じように人の顔があった。

　黒髪は乱れ、肌は灰色にくすみ、恨めしく狂くるおしい表情だ。しかし首から下は人の姿を成なしておらず、鯰なまずのごとき漆黒のぬめぬめとした闇だけが蠢うごめいている。

　──亡くなってから長い月日を経へた幽鬼は、生前の自分の姿を忘れ、こうして煮崩れたような状態になってしまいやすいのだが。

（人の祈りが満たされるはずの場所に、このような幽鬼が何人もいるなんて……）

　朧月の独特の価値観を物差しにしても、異常としか思えなかった。

　死者の冥めい福ふく。

　どのような宗教でも、そのための祈いのりと儀ぎ式しきは用意しているはずなのだ。

　元信徒である青年を見上げる。

「……[image: 〓]教でももちろん、亡くなった方はきちんと儀式などをして葬ほうむるのですよね？」

「風ふう葬そうか火か葬そうでな」

　万里は何かを思い出したがるみたいに頭に手をあてながら、こう続けた。

「祭儀書の記憶が錆さびつきかけてるが、俺でも一応、[image: 〓]教の葬送の儀を執とり行うことはできるぜ。──何かしたほうがいいのかね？　俺には何も見えないが、姫さんたちの表情から察するに幽鬼がマズい状況なんだよな？」

「……よく数日前まで、ここを寺院として使えたものだと思います。これでは早そう晩ばん、幽鬼の悪念妄もう念ねんによって異変が起きていたでしょう」

「うへえ」

「──万里。こっちの部屋がなんだかわかるか？」

　蒼刻が呼びかけてきた。

　見れば彼は、左右の壁にぽつぽつと並んでいた扉を順番に確かめていたらしい。

　右目に受けた呪じゆ詛そのせいで幽鬼の気配への慣れがあるとはいえ、こうも恐おそれ気げがないのは彼の芯しんの強さのお蔭だ。朧月は場違いに感心してしまう。

　万里が、蒼刻が開けた扉の中をのぞきこんだ。

「書庫──じゃねえわ、こいつはきっと幹部級の祭司の寺務室だ」

「寺務室？」

「寄付の管理や運用、年中行事の下準備や、在家信徒への定期的な働きかけ等々。寺院といえども、世せ俗ぞくっぽい作業と無縁ではいられないもんでね。……意外と書状の類が残されてんな」

「紙や巻物を移動させるのはたいへんですからね……」

　一緒にのぞきこんだ朧月は、しみじみと言った。黒こく烏う州刺史である異母兄が、大量の書状の整理整頓にいつも頭をひねっていたのを思い出したのだ。

　残された机や床に散らばっているのは、重要ではないので置き去りにされた書状らしかった。高価そうな硝子ガラスをはめこんだ窓からの陽光があるため、先ほどの幽鬼まみれの廊ろうよりはよほど明るい。

　万里がこちらを見た。

「俺はこの部屋を調べててもいいか？」

「なんぞ気になることでもあるのか？」

　と白虎。

「元信徒の勘かんかな」

　軽く笑い飛ばそうとしても、そこに自じ嘲ちようが交じっていては切れ味がにぶるというもの。

　万里は気まり悪げに黒髪をかき上げた。

「それに俺は、姫さんたちと違って幽鬼が見えないからな。違う角度から情報を集めるほうが、多分効率がいいってもんよ」

　そうして朧月から護身用に使えるはずの霊れい符ふを数枚受けとると、彼は紙片の散らばった室内に向き合った。
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「……治るんだ……快方に向かうんだ……」

　病的なつぶやき。

　次の間に続くのだろう大きな扉の手前に、その幽鬼はいた。

　くたびれきった衣裳を着た男が、自分を守るように膝を抱えてうずくまっている。こちらに気づくと、痩やせすぎてぎょろりと落ちくぼんだ双眸を向けてきた。

「なんだ子供か。虎か。帰れ。帰れ帰れ帰れ。帰ったほうがいいぞ。枯かれた水の毒にやられて死ぬ前にな」

（枯れた水の毒……？）

　経験から言えば、幽鬼には星彩のように心やさしいばかりの存在や、峰ほう桜おうのような鋼鉄の意思の持ち主もいるが、何かひとつの感情や未練に縛しばられたばかりに不安定な魂魄の状態から狂気に陥ってしまう者も少なくない。

　だが寺院内部の大半を占しめる、すでに半なかば怪異のようになってしまった者たちよりは、会話が成立しそうに見えた。何か聞きだせるかもしれない。

　朧月は、一歩前に出た。

「……ちょっと話してみてもよろしいでしょうか？」

「あれとかよ」

「慣れておりますゆえ」

　さらりと答える朧月に、蒼刻は眉間のしわを少しだけほどく。

「おまえがそう言うなら、信じるが。俺はどうしたらいい？」

「後ろのほうで、見守っていてくださいますか？」

「当然だ」

　うなずいてくれた蒼刻と、指先をちょっとふれ合わせてから離れる。

　転ばないよう慎重に歩いた朧月が、男の目の前にしゃがみこむと、彼は初めてこちらにはっきりと視線を合わせた。

「……嬢じようちゃん、俺に逢いにきたのか。俺が見えるのか」

「はい」

「わかるか、俺は枯れた水の毒で死んだんだ。この部屋で死に追いやられたんだ」

　やせぎすの男は焦しよう点てんの合わない瞳で虚こ空くうをねめつけながら、どこか謳うように言う。

　朧月は、ひたすら単純に訊きき返した。

「枯れた水の毒、ですか？」

「おう、おう。この国では病人の枕元には花か瓶びんに入れた花を飾れば、ひゃ、ひゃ……？」

「……百ひやつ花か神しん仙せん？」

「それだ、そいつだ！　神仙さまの加護が得られるとか病やまいが早く治るってんだろ？　でも嬢ちゃん覚えておきな、そいつは噓だ許されざる大噓だ。花はいつか枯れる、枯れていく過程で目に見えない透明な毒を花瓶の水の中に溶とかすんだ。だから俺は花瓶を置かないでくれと言ったのに、だれも聞いてくれなかった。そして毒で俺を死に追いやったんだ！」

「あなたは、この建物の中で亡くなられたのですか？」

「そうとも！　だから俺は燃やせと言ったんだ！　聖火でも《祝祭》のために焚たく火でもいいから、あの花瓶ごと火にくべろって！　燃やして浄きよめて善の領域に昇しよう華かすれば、俺以外のやつは少なくとも助かったはずだ……」

　朧月のあいづちに気分が昂こう揚ようしたらしく、男はどんどん饒じよう舌ぜつになる。

　男の言うことは信しん憑ぴよう性せいのあるなし以前に、支し離り滅めつ裂れつな悪夢の断片に過ぎないように思われる。

　──ばかばかしい。あるいは、気持ちが悪い。

　それが普通の反応だろう。

　しかし朧月は、彼らに対するもっとも適切な反応を心得ていた。拒絶したり恐れたりせず、そうなのですねと自然に受け容いれるのだ。

　間違っても「そんなことはありえない」などと相手の言ったことを否定せず、もっと話してほしいという態度で聞くのだ。最低限のあいづち以外は黙っていたほうがいい。下へ手たに意見を述べるのも駄だ目めだ。

「聖火……《祝祭》のために焚く火、ですか」

「そうだ。火を、火を持ってこい。火だ！」

　ひとしきり男から話を聞き終えると、朧月は別の覚かく悟ごを決めねばならなかった。

　男を弔とむらう覚悟だ。

　会話していても正気がかけらも残っていないことは、医生ではない朧月の目にも明らかだった。しかも幽鬼なのだから、朧月が彼に礼として与えられるのは永遠の魂魄の安息のほかにはない。

「お話、ありがとうございました。……目を閉じて、あなたは少し休んでいてください」

「目を？」

　男は異国の言葉でも聞いたみたいに瞬きを繰り返したが、朧月が静かな表情で彼を見つめているのに気づくと、はっと息をのんだ。

　救いの手をさしのべられたと察したか、朧月が額にふれるのを待つ姿勢になる。

　そうして男が目を閉じ──

「ご冥福を」

　そして迷わず冥府にたどりつけますようにと祈る娘の手が、靄もやとなりかけていた幽鬼の輪りん郭かくにふれると、それはまるで風に散る煙のようにふわりと解けた。

　朧月の目にだけは、彼の魂魄が生前のあるべき面影を──穏やかな三十代ほどの商人らしき姿をとり戻し、冥府へと落ちる花びらのように降りていく様が映っていた。

　後には何も残らない。

　無事に済んだことにほうっとため息をつき、朧月は待たせていた同行者を振り返る。

「一応、終わりました。……蒼刻さん？」

　首をかしげたのは、青年武官がやけに神妙な顔で彼女を見つめていたからだ。

　蒼刻はびっくりするほど真剣に言った。

「悪い。見み惚とれてた」

「!?」

「おまえの異能はすごいな。俺の右目はただの呪いの後こう遺い症しようだが」

「は、はあ……」

　褒められると逆に居心地が悪いというのは、何か間違っているのだろう。

　不自然に視線を泳がせながら、朧月は話を引き戻した。

「どうやらここでは……今の幽鬼のように、何かに心をとり憑つかれてしまう病の方を集めていたようです」

　星彩が頭をかいた。

「家族からも見放されてそうな病者を集めて治療でもしてたんすか？　なら、まだ寺院の慈善事業らしいですけど……」

　白虎が顔をしかめる。

「どうにもそんな慈愛に満ちた雰囲気には見えんのう」

「ですよねぇ。まともな治療をしてたのかどうか」

「……もしかしたら、ひどいことをされていたのかも」

　考えるだけで気が滅入る。

　同じようにして、朧月は会話の成立しそうな幽鬼には辛しん抱ぼう強く付き合い、そうではないもう自分の姿すら見失った幽鬼には無念だと思いながら、今度こそ迷わず冥府に逝いけるようにその魂魄を弔っていった。

「大丈夫っすか？　朧月ちゃん」

「……さすがにぐったりしたわ。お昼寝したいかも」

　星彩の気遣いに、朧月は正直に答えた。

　この部屋だけで、弔ったのは二十人をゆうに超えている。

　幽鬼となら普通に話せるとはいえ、生来おしゃべりではない朧月には相当な負担だ。

　しかし、ある種の充実感はある。

　聞いた話を繫ぎ合わせていくと──

「ここでは信徒の血族から心を病やんだ方を引き取って、独自の治療をしていたようです。少しずつ回復して外での暮らしに戻れた方もいたのですが、重症の方はそうはいかず……やがて、この寺院を総べる《大祭司》の指示で、新しい治療法を始めたのだとか」

　そういう話になると、朧月は考え考え告げる。

　蒼刻が胡散くさそうに言う。

「その新しい治療法とやらが、どう考えてもやばい代しろ物ものなんじゃねえのか」

「……その可能性が高いです。先ほどまでここに残っていた幽鬼の大半は、その治療法が失敗して亡くなった方の魂魄のようですゆえ」

　治療とは名ばかりの惨状でも今まで問題にならずに済んでいたのは、身内からも面倒を見切れないとされた病者ばかりだったせいだ。

　やりきれない想いになりながらも、これで錯乱した幽鬼に背後から襲われる心配はなくなったので、先に進む。

　装飾が壮麗さを増した扉の向こうは、万里が言うところの「聖火を燃やすため」の石製の台がいくつも置かれた部屋だった。

「！」

　室内を調べようとしたとき──物陰の闇から、白衣裳が数体、ゆらりと立ち上がった。

　手には短刀などさまざまな武器を握っている。

「なるほどな」

　すぐさま刀を抜き払い、蒼刻が忌々しげに言う。

「廃寺院の番人は別にいなくなったわけじゃなくて、こいつと交代しただけか。是空よりは遙かに手ぬるそうだが、ちょうどいい。肩慣らしの相手をしてもらおうじゃねえか」

「武官さん顔怖いっすよ」

　星彩がむしろ相手に同情するような表情で言った。

　──たしかに、結論から言えば圧勝だった。

　蒼刻はけがから復帰したばかりなので、若じやつ干かん傷をかばうような動きもしたらしいが、その隙は白虎が見事に埋めた。ひやりとする場面もあったが、こちらの損害は蒼刻の戦袍の袖が少し切り裂かれたくらいだ。

　それでも青年武官にすれば「不覚」だそうだが。

　地面に倒れ伏した白衣裳を一つ一つ確かめると、張さんは不審げに言った。

「すべて人形じゃな」

　白衣裳を着せられて兵士のように動いていたのは、どれも生者のように精せい巧こうに作られた人形だった。

　特に艶めかしい顔つきやなめらかな関節の動きには、作り物を人の姿に限りなく近づけようとする執念が感じられる。

「殭屍キヨンシーの応用か？」

「人形に、死者の魂魄を入れて操っていた……ということのようですし、そうでしょう」

　殭屍キヨンシーを操る召鬼法で、魂魄の持ち主本人の骸を扱うのに比べれば、道術としてはこちらのほうが高度なものだろう。

　人形の中に霊符でも仕込んでいたのか、壊れた人形からは先ほども見たようなぐずぐずに形をなくしかけ、しかし術で殺意だけを深く植えつけられた幽鬼が次々に姿を現す。朧月は彼らすべてに冥福を祈り、黄よ泉み路じに送った。

（……でも、あの是空さんは人形ではないはず）

　彼に身のこなしや豊かな表情は、およそ人形で再現できるものではない。

　とりあえず障害は去ったので、蒼刻が「奥に進もう。是空の野郎もそんなこと言ってたんだろ？」とうながす。

　だれも反対せずに薄暗い階段を突き進むと、おそらく至聖所につながるであろう扉を押し開き──

　するとそこにはもう一体、白衣裳の人形がたたずんでいた。
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　同じ頃。

「こいつは祭儀書の一部……こっちも、十二の神に捧げられた頌神書ヤシユトの写本か。下手くそな字だな」

　治療を兼ねて病者に写本をさせていたのか？　と独白のようにつぶやく。

　あちこちに残されていた巻かん子すや紙の類をかき集めた万ばん里りは、窓の前の明るい床にそれらを広げて内容を確かめていた。

　特に目新しい情報のないもの、気になるもの、意味のわからない断片……。

　いくつかの山に、万里なりの基準で分類。祭司や信徒、出入りの商人が書いたと思しき紙を読みこんでいく。

（あいかわらずここは金と知識の宝庫だな）

　商人といっても、寺院の配下だ。出家はせず、俗ぞく事じに関わりながら寺院の経営に協力する者は多い。

　万里も祭司候補から使し僧そうを経て、ゆるやかに足抜けした者である。

　副業をしながら寺院の間での手紙──情報を運搬する使僧は、半俗人扱いだった。

（大半は日用品と、祭儀で使う香こう木ぼくや布の取引に関する書類か。ま、いくら急いでても、そうそう重要書類は置き去りにせんわな）

　それでも確認のために押された印章から、この寺院の組織図が見えてくる。

　寺院を総すべる大祭司の名は──……万里の記憶にはないものだった。知り合いではないことに、少しほっとしてしまう。

　祭司になる前に信しん仰こうを捨てて独り立ちしてから、もう十年近くなるが、まだ現役の知人は多いのだ。[image: 〓]せい教きようを敵として国軍に与することに迷いはないが、何も感じずにいるというのは案外難しかった。

（経済的には何も問題なし……か。こんなことまでして、大祭司は何を血迷ってる？）

　改めて疑問に思う。

　湘しよう雲うん公主に対する恋れん慕ぼを除けば、万里は己を現実的な人間だと思っている。だから信仰だけには生きられなかった。

　つい先日、彼女に何年ぶりかにふれた感覚があざやかに思い出されて、手が止まる。

（昔はせいぜい手を引いて街をご案内する程度だったから、驚かせただろうなぁ）

　本当はもっと格かつ好こうをつける予定だった。

　けれども実際に顔を見たら、逸はやってしまった。自分も、蒼そう刻こくのことを青いだの若いだのと笑えない。

（昔は可愛いって感じだったのに、想像以上にきれいになってて、こっちも驚いたけどな）

　世が世なら、あの場で抱きかかえて略奪してしまいたいくらい──

　咳せき払ばらい。

　……仕事に戻れ、と自分で自分を叱しつ咤たする。

　神しん華か国においては異教で少数派とはいえ、[image: 〓]教の大祭司ともなれば暮らしは安あん泰たいだ。

　下手な豪商よりも恵まれた生活を死ぬまで送れる。今回の皇帝襲撃のような、とんでもない不ふ祥しよう事じさえ起こさなければ──

　と。

　一枚の書状が、万里の直観に引っかかった。

（……ただの消耗品の購入みたいだが、大祭司が直々に署名してる？　ほかのは下っ端の祭司が確認してるだけなのに）

　情報屋の経験がささやいている。この情報はもっと大きな真実につながっていると。

　書状をそっと手元に置き、彼は再び残りの紙束を検あらためていった。

　断片的な手がかりが頭の中でうずうずと蠢いては何かの形をとろうとする、そんなもどかしさと興奮を道連れに、どんどん情報を整理する。これは自分にしか読み解けないことだという優越感もどこかにあった。

「──お」

　ぴたりと手を止め、空から唾つばをのむ。

　大祭司が狂ったとしか思えない行動に出た理由。

「なるほど、って言っていいもんかね」

　突き止めてみれば、これ以上単純で強い願いもないものだと皮肉な笑みを浮かべかけたとき、どこからか怒ど号ごうが聴こえてきた。
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　白衣裳には見覚えがあった。

　一度、葉よう冬とう泉せんの留め置かれていた獄ごく舎しやにまで現れたモノだ。

　他の白衣裳と着ているものはまったく同じなのにそうと気づいたのは、朧ろう月げつの直感に過ぎなかったが、蒼そう刻こくが「あいつは……」とつぶやいたので確信した。

「……あ」

　白衣裳はようやくこちらに気づいたというように、ぎこちなく顔を上げる。術が切れかかっているのか、以前とは異なりその動きは露骨に人形じみている。だれかを求めるように伸ばされた腕は、壊れかけなのか奇妙な角度でねじれていた。

　何か憐あわれみを誘うその動きから目を離せずにいると、朧月の翡翠色の瞳に、白衣裳の中に閉じこめられた魂魄の形がぼんやりと映る。

　それがはっきりと一人の少女の姿に見えた刹せつ那な、朧月は白衣裳に近づいていた。

「あ、おい！」

　焦った声を上げる蒼刻を目顔で呼びながら、こちらに伸ばされた指先にそっとふれた。

　開いた書物をいきなり眼前に突きつけられたみたいに、複数の言葉がいっぺんに頭の中に飛びこんでくる。

　怖い、暗い、助けて。帰りたい。戻りたい。葉家に。だれか──

　冬泉。

　その名を繰り返し必死で呼ぶ声が、ひときわ強く朧月の意識に焼きついた。

（この人は）

　まさか、と思ったがこの場に答えを持っている者はいない。

　けれどもとっさに振り仰あおいだ蒼刻の目を見れば、彼も朧月と同じ考えだということがわかった。

「星せい彩さい。張ちようさんと一緒に、彼女を見ていてくれる？」

「もちろんですけど、朧月ちゃんは何を」

「……彼女の身体を捜すわ」

　霊体のままの魂魄を扱うならば、同じ状態の幽鬼である星彩のほうが長たけている。少女の身体を友人に預けて立ち上がり、蒼刻に「一緒に来てくださいますか？」と訊ねるとすぐにうなずいてくれた。

「彼女に何か言われたのか？　俺には何も聞こえなかったが」

「頭の中に入ってきました。……滅めつ多たにはないことですが」

　朧月は、先ほどの魂魄の持ち主が目を閉じる前に訴えようとしていたことを、頭の中で整理しながら、部屋を見回した。それらしき扉を見つけて駆け寄る。

（彼女が指差していたのは……ここ？）

　扉には鍵かぎがかかっていた。

「どけ」という言葉に反射的に一歩引くと、蒼刻が一瞬の抜刀で、重たい真しん鍮ちゆうの錠じよう前まえを真まっ二ぷたつにしてくれた。二人で扉を押し開けていく。

　まだ一階部分のはずなのに窓を残らず塗り潰しでもしたのか、室内にはぎょっとするほど濃い色の闇が満ちていた。

　それだけでも人をすくませるには十分なのに、廊の明るさをとりこむために完全に扉を開放すると、さほど広くない部屋にびっしりと石せつ棺かんが並んでいるという異様な光景が広がっている。

「…………」

　数十も並んだ石棺の中から、朧月はだれかに教えられたかのように冷静に、たったひとつを選んだ。

　そして体当たりするみたいにして、蓋ふたを押す。追いついた蒼刻たちが手伝ってくれる。

　ガリガリという耳みみ障ざわりな音を立てながら、石棺の蓋が開く。

　果たして闇を溜めたような石棺の中には、一人の美しい少女の骸むくろが弛し緩かんしきったように横たわっていた。
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　──結論を言えば。

　廃はい寺じ院いんの石せき棺かんに閉じこめられていた少女は、幸いにして骸むくろではなかった。

　しかし魂こん魄ぱくを身体からだから無理やりに引き離されて仮死状態になり、その魂魄も白しろ装しよう束ぞくの人形に押しこめられて意味もわからぬまま命令に従わされるという過か酷こくな状態に置かれていたせいで、心身ともに弱り果はてた状態だ。

　死の一歩手前と言っても過か言ごんではない。

　にもかかわらず彼女は、朧ろう月げつたちの介かい抱ほうで意識をとり戻すと、懸けん命めいに情報をもたらそうとしてきた。未いまだに囚われたままの弟を案じる気持ちのみを支ささえにして。

「──わたしが知り得たのは、ここまでです。どうか、冬とう泉せんを助けてください」

「当然だ」

　蒼そう刻こくははっきりと言い切った。絶対にやるという強い意思を感じさせる声だ。

　極度の不安と心細さで息の絶たえかけていた少女だけでなく、朧月まで気持ちを支えられた心地ここちになってしまう。

　冷えきった身体を温めるために集められた毛布に包まれ、寝台にぐったりと横たわる少女の顔をのぞきこみ、朧月も諭さとした。

「春しゆん燕えんさま、今はどうか……何も考えずに休んでくださいませ。死の淵ふちから戻られたばかりなのですし」

　朧月としては精一杯前向きに言葉を選んだつもりだが、虚しい気休めだという認識はもちろんあった。彼女の立場で何も考えずにいるなんて無理だと簡単に想像できるのに、心苦しい。

「……ありがとう」

　それでも多少は慰なぐさめになったのか、こちらの少女は温ぬくもりに溶とけるようにして眠りの淵に引きずりこまれていった。

「冬泉を……おねがい──します……」

　するりと落ちるようにまぶたが閉ざされ、弟と同じ色の瞳が隠れる。

　豊かな暗あん褐かつ色しよくの髪かみの色が、青ざめても美しい顔立ちを強調してして見えた。

　葉よう春燕。

　葉冬泉が自みずからの命を擲なげうってでも助けようとした姉だ。

　誘ゆう拐かいされただけでなく、このようにいびつな形で利用されていたなんて想像もしていなかった。

　石棺にはほかにも何人かの骸があったが、どれも直視がためらわれる状態になり果てており、結局蘇そ生せいさせられたのは葉春燕のみだ。

　──鋼こう鉄てつ宮きゆう、黎れい洞どう館かん。

　先日の葉家邸ていでの攻防における負傷者が運びこまれた場所からは、だいぶ離れた一角に葉春燕は収容された。こちらは雨の夜のように静かである。

「彼女のことは、道術の知識がある医生が絶えず交代で様子を見守りますので、ご安心ください」

　白髪の医生にそう説とかれて、反対する理由のない朧月たちは病室を後にする。

　見舞いに訪れる者のために設もうけられた部屋に移動すると、そこは存外に優雅な雰囲気だった。

　国軍には貴族の子弟も多く所属するのに加え、病人やけが人から悪い影響を受けたまま帰ることのないよう、気の流れを整える薬茶を飲ませる目的を与えられた部屋だという。他人にうつりやすい病だと、面会そのものが許されないが。

　茶房の個室めいた内装を眺めながら、長なが椅い子すにたどりつき──

「…………緊張したわ……」

　朧月はくたりと座りこんだ。その隣に浮かぶ星彩が忍しのび笑いをする。

「お疲れさまです、朧月ちゃん」

「あー……星せい彩さい、そこそこ」

　やわやわと頭部を揉もんでくれる友人の力加減は絶妙で、このような場所でなければそのまま意識を手放したかった。今は鋼鉄宮に報告に行った蒼刻たちを待たねばならないが。

　と。

「今回は褒ほめるのもやぶさかでない」

　先ほど第一皇おう子じのところから呼び戻された峰ほう桜おうが、不ふ肖しようの弟で子しを見下ろして淡たん々たんと言う。

「召しよう鬼き法ほうの逆転と応用。よく思いついた」

「思いついた、というほどのことではないのですが……」

　──魂魄を抜いて他の人形に入れこむような真似ができるのなら、本来の肉体に魂魄を戻してあげるのはもっと簡単なはずだ。

　そう信じ、葉春燕の魂魄を彼女の肉体へと導き入れたのだ。

　現在、医生たちが行っているのは、後遺症が残らないようにする処置が大半だ。

　峰桜は頰ほお杖づえをつく。

「君に足りないのは、知識よりも自信だからな。知識をきちんと持てば自信につながると思い、限界まで詰めこませているが」

「詰めこみ授業だという自覚があったんですね、お師さま……」

「基本の知識もないのに応用力や思考力とやらが育つわけがあるか、愚おろか者。もちろん実際にやってみて失敗して足りないところを自ら学ぶのが一番早いが、道術の失敗は下へ手たをすると君自身の命に関わるからな。まずは致命的な失敗だけはしないように、知識を身につけさせているんだ」

　円卓に突っ伏せば、艶つや々づやした木の冷たさが頰に心地よい。

　伸びている朧月をちらりと見た後で、白虎が切り出した。

「それにしても──葉春燕どのをあそこに打ち捨てて、葉冬泉のほうはおそらく一緒に連行して。何がしたいのでしょうな、敵は」

「さあな」

　にべもなく、峰桜。

「だがあの娘、霊的な素養はそれなりに高い」

「霊的な……では魂魄を無理やり引き剝はがされても蘇生できたのも、そのお陰ですか？」

「おそらくな。[image: 〓]せい教きようが誘拐して人質の状態に留めておかず、治療の実験台にしたのも、その資質に気づいたせいかもしれないが」

　治療の実験。

　その言葉に、戦せん慄りつを思い出す。

　──残されていた文書などから、[image: 〓]教の事情に詳しい衛えい万ばん里りが導いた推論は、寺院では心が壊れたり憑つかれたようになってしまった病者を引き取り、独自の治療にあたっていたということだ。

　百ひやつ花か神しん仙せんの教えの下でも、そういう病者は国が運営する施設で保護されており、薬香草による治療が中心に行われている。[image: 〓]教が生まれた異国では寺院がその役目を担になっていたので、神しん華か国でも信徒を相手に同じことをしていた。

　が、あの寺院では薬香草よりももっと優れた治療法があるはずだという信念の下もと、さまざまな実験を行っていたらしい。

　黒髪をかき上げて、峰桜もさすがに悩ましげだ。

「病やんだ魂魄を一度引き剝がし、聖別された材料で作った人形に一時留とどめ、祭さい儀ぎや祈き禱とうなどで徹底的に浄化した後に肉体に戻す。理想とするところはわからなくもないが……成功したとしても確率は恐ろしく低いものであっただろうな」

　目的は正しい。崇すう高こうであるとすら言えるかもしれない。

　が、そのために死に至いたり、中には死して幽ゆう鬼きになってもまだ苦しんだ病者も多くいる。

　技術を進化させるのに必要な犠ぎ牲せいだと言われてしまうのかもしれないが、犠牲を目の当たりにしてしまうと言葉がなかった。

（是ぜ空くうさんにも重なるかもしれない）

　子供好きで義を通すところもあるのに、戦いにのみ真の幸福を見出している凶きよう手しゆ。

　朧月にとっては彼もまた、善とも悪とも分類できない存在だ。

「とはいえ」

　張ちようさんが口を開いた。

「正誤の境界線を引くのは、今の儂わしらの役目ではない。今は葉冬泉を救い、皇帝陛へい下かの事件について罪を質ただすのが最優先じゃな」

「……はい」

　諭された心地になったときだ。

　ふと気配がして振り返り、朧月はあらと目をみはった。

「瑠る璃り」

　銀ぎん髪ぱつをきれいに切りそろえた、少年の幽鬼がそこにいた。

　貴族でも稀まれなほど端整で儚はかなげな容姿は、彼が生前、幼おさなくして即位した皇帝であったことを意識させる。

「何か用か」

「お師さま……あの、もっとやさしくしてあげてください」

　無駄と知りつつも、朧月は一応たしなめておいた。

　十歳かそこらの子供への態度としては愛あい想そが壊かい滅めつ的てきだし、はるか昔に亡なくなった元皇帝に対する口のきき方でもない。大人おとなげないというより、おそらく峰桜自身に子供らしく扱われた経験がないせいだとは思うが、瑠璃がびくっと震ふるえて恐縮しているのは気の毒だ。

　星彩が瑠璃のほうに近づいてゆく。身をかがめて、少年と視線の高さを合わせた。

「どうしました？　あなたがおいでになるなんて、よっぽどのことですよね」

「──あ……はい」

　親しみやすい雰ふん囲い気きの美女からやさしく微笑ほほえみかけられて、瑠璃があからさまにほっとした様子になる。

　峰桜が冷めきった口ぶりで言った。

「マセガキか」

「峰桜どの」

　彼とは古い付き合いの張さんが、肉球のついた前まえ肢あしで頭を抱かかえる。この白びやつ虎こにこんな表情をさせられるのは、よくも悪くも峰桜くらいなものだ。

「朧月ちゃん」

　瑠璃と穏おだやかに話していた星彩が、こちらを見る。

　なんとも言えない空気に顔を引きつらせていた朧月は、続く言葉にはっとした。

「第一皇子殿下が、朧月ちゃんにお話ししておきたいことがあるんですって」
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　黄こう華か宮きゆうに用意されている天てん狼ろうの書斎は、彼が行方ゆくえ知れずになっていた六年の間も、失しつ踪そう以前の状態を保たもつよう指示されていたのだという。

　季節の花を飾る硝子ガラスの花か瓶びんがひとつあるほかは、皇宮らしく華はなやかな芸術品をあちこちに置くこともなく、ひっそりと落ち着く空間だ。ただ、書棚にはひそかに子供が好みそうな絵の多い書物などが置かれ、天狼のそばにいる幽鬼との共存を感じさせた。

「急にすまない。天祥のように歩き回りたいが、そうもいかなくてな」

　あいさつもそこそこに、天てん狼ろうはそう切り出すと、あらかじめ方卓の上に広げられていた地図の一点を示した。

「昨日得た情報を元に何かできないかと思い、峰ほう桜おうや瑠る璃りと一緒にあの寺院からそう遠くない範囲にある霊山を調べていたのだが、何かおあつらえ向きの場所が見つかったので、国軍はここをすでに確認したのかどうか知りたくなってしまったんだ」

「ここは──俺の知る限りでは、まだ調べていないはずです。陵墓ですか？」

　控えめな声を上げたのは蒼そう刻こく。朧月が黎洞館を離れる際に会い、そのまま同行してくれたのだ。

「大昔の寿じゆ陵りよう地ちだ」

　寿陵地。皇帝が在位している間に、己おのれの陵りよう墓ぼを建てるために選定した地のことだ。

　日々が死と背中合わせだった戦乱多き三国時代の頃には、生前に己が死後葬ほうむられる場所をあらかじめ決めておく風習が盛さかんになった。

　百花神仙の加護を厚く受け魂魄が地上を彷徨さまよわぬようにするには、墓の周辺を花草木で満たすのがもっともよいが、この準備には庶しよ民みんでもかなり費用と手間暇がかかる。まして皇帝のものともなれば一大事業だったのだ。

「今もそうなのか？」

　と傍らから峰桜が訊ねてくるので、朧月はかぶりを振った。

「今は皇帝陛下が亡くなられた後に、後継の御方が半年以内に陵墓を造営する定めです」

「昔よりも簡単になったのか」

「はい」

「さすがに墓だの葬儀の方法だの妙みような方面には詳しいな、おまえは」

　……褒ほめられたのだと思おう。

　蒼刻が質問する。

「寿陵地に、[image: 〓]教──異国の宗教の人間が立ち入るどころか、勝手に使用するなんてことが見過ごされるものなんですか？」

「普通はありえない」

　天狼はうなずいた。

「だがここはあくまでも『かつて』の寿陵地で、実際には陵墓は建てられていないので、管理が杜ず撰さんなようだ。当時の皇帝は山をまるまる使った大規模な陵墓を建てるつもりでいたのだが、工期の半なかばで謎なぞの死を遂げている」

　さらりと語られた陰いん惨さんな内容に、白虎が物憂げな顔つきでしっぽをぱたりと揺らす。

「暗殺、でしょうか」

「その可能性が高いが、真相は藪やぶの中だ。なにしろ当時は国中が乱れていたものだから、死んだ皇帝のことよりも、帝位が空席である時間をできるだけ短くして、これ以上皇都と皇族が求心力を失わないようにするのが最優先だった」

「……まともな死因の調査はされなかった、ということっすね」

　朧月の耳元で、星彩が沈痛そうにつぶやく。

　瑠璃は宮廷に渦うず巻まく陰いん謀ぼうの中で幼くして亡くなった、はるか昔の皇帝の幽鬼だ。彼もやはり陵墓が完成する前に命を落とした節がある。

「まあ、当時のことは今は気にするべきではないのだが」

　天狼が仕切り直した。

「結局不審な死を遂げたとはいえ、その皇帝が民に尽つくす心を持っていたのは事実だ」

「……なぜですか？」

「この山は昔から大雨の際に崩落を起こすなどして、死に近い山と言われていた。先の皇帝は自らをここに葬り、四季を通じて花で満たすことで、そうした災わざわいを治められるのではないかと考えて寿陵地に選んだらしい」

「…………」

「広大な寿陵地の周りには、専属の花守及び墓守の一族を住まわせる小さな村を作ることがあった」

　花守。

　その言葉に、以前に出逢った切ない恋人たちを思い出したのは、朧月だけではないようだった。蒼刻が「……あのおっさん、どうしてるかな」とほんの小声でつぶやくのが、彼女の耳にも届いた。

「一度選定されてしまうと、その場所はほかの用途に使いづらくなるので、たいていは街道からも遠い静かで人里離れた場所が選ばれている。陵墓の完成よりも先に移住させられていた花守と墓守の村は、お役御ご免めんのせいで廃はい村そんも同然になっていたのだが、いつしかここは別の用途に使われるようになっていた」

　蒼刻が眉をひそめた。

「流る浪ろう人にんが住み着いたとか、そういうことではなさそうですね」

「正解だ。今は[image: 〓]せい教きようの信徒が、村人の大半を占しめるらしい」

「よく今までバレなかったですね」

　天狼は視線を転じた。

「[image: 〓]教の信徒は、普段から特徴的なふるまいをするわけではない。そうだろう？」

「仰おおせのとおりです」

　壁際に控えていた万里は、特に気後れするでもなく、あっさりと肯こう定ていした。

「──そういうわけで、君たちからこの寿陵地の情報を国軍に伝えてもらえないだろうか？　私から直接、というのは少々難しいんだ」

　断る理由はなく、蒼刻が「承知しました」と第一皇子の目を見て応じた。
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　黄こう華か宮きゆうの浴場は、質実なあるじの趣味に似つかわしい簡素な造りだ。よい香りのする檜ひのきの板で囲った庵いおりのような空間に、これも木製の大きな箱のような湯ゆ桶おけが設置されている。たっぷりと張られた湯には、桃ももの葉と薬草を詰めた布袋が浮かべられていた。

「桃の葉って魔よけの効力があるんでしたっけ？」

「そうみたい……。あ、星せい彩さいは平気？」

「あたしはこの程度なら平気っすよぅ」

　それならよかった、とうなずき、会話が途切れる。

　普段なら、この程度の沈黙には何も感じない。どちらからか話しかけておしゃべりをするのは好きだが、だからといってのべつまくなしぺちゃくちゃというのは、朧ろう月げつも星彩も趣味ではないのだ。

　今の沈黙を強く意識してしまうのは、朧月のほうが、友人に投げかけていいものかどうか迷う言葉を抱えているせいだ。つい、間合いを測ってしまう。

　だが、訊くなら今夜しか猶ゆう予よはない。

　朧月は意を決して、顔を上げた。

「……とても今さらだけれど、星彩は是空さんを敵に回すことに抵抗はないの？」

「めちゃくちゃ今さらっすね」

　たいへん的確なつっこみに、出鼻を挫くじかれた。

「ご、ごめんなさい。つっこんだことを訊いていいものか、うだうだと迷ってしまって」

「謝らなくたっていいじゃないっすか。だろうと思ってましたよぅ」

　からからと明るく星彩が笑う。

　それから、ここではない場所を見るような遠い目をした。

「抵抗はないっていうか、そりゃまあ何も感じないって言ったら大おお噓うそですけどねぇ……。あたしがあの人にできることは生前やり尽くした、ってのもありますから」

「できること？」

「戦い以外にも楽しいことがあるんじゃないかって、あたしも子供みたいに考えてたことがありましてね。でもまあ、あの人はああいう生き方しかできないって、次第に悟さとってしまって……最期までお付き合いもしたから、拾ってもらった義理くらいは果たせたと信じたいところっすねぇ」

「…………」

「後ほら、あんまりあたしがあの人のことを悩んだり引きずったりすると、張ちようさんがやきもち妬やきますしぃ？」

　突然軽薄なのろけの口く調ちようになられて、こけた。

　あやうく湯船に沈みそうになったが、浴よく槽そうの縁ふちにつかまって耐たえる。

「つまり……張さんとは大丈夫なの？」

　星彩は目をまるくした。

「あら。喧けん嘩かでもしたように見えました？」

「いえ、何もなかったみたいだから、逆に読めなくて」

「まあ張さんには、生前のことは以前から断片的に話してましたからねえ。あの人についてはあんまり具体的に語ってなかったですけど、張さんも平凡じゃない人生の御方ですから理解してくれましたよぅ」

「……それならよいのだけれど」

　安心はした。

　顔を見合わせて微笑み合い、久しぶりに穏やかな気持ちになる。

　──しかし問題は、湯ゆ浴あみを終えた後に起きた。
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　浴場は、普段寝起きしたり執務にも使う正殿からはやや離れたところに建っており、屋根つきの廊ろうで結ばれている。

　せっかく薬湯に入っても湯冷めして体調を崩しては元も子もないので、朧ろう月げつは彼女なりに足早に歩いていた。

「あたしはひと足先にお部屋に行って、あれを探しておきますねぇ」

「お願いね」

　星せい彩さいが請うけ負ったのは、つい先日糸が切れてしまった首飾りのことだ。

　ばらばらになった九きゆう華か石せきを小さな守り袋に入れて、護ご符ふのように持ち歩いていたのを、浴場に行く前にどこに置いたかふいに失念したのだ。気になると落ち着かず、ちゃんと部屋にあるか確認しに行ってもらった。

　夜風とともに、しずしずと廊をわたる。

　その途中、何かに呼ばれたような気がして視線を上げたとき。

　空気が一変した。

「!?」

　行く手の正殿から聴こえていた、女官たちが働く物音などがぶっつりと消えた。

　突然周囲の風景から、朧月のいる場所だけが分厚い透明な壁に囲まれて切り離されてしまったかのような感覚だった。

　圧倒的な孤絶感にうろたえていると、殷いん々いんと声が響ひびきはじめた。

　──おまえは何者だ？

　──自分はほかの人間とは異質だと感じたことはないか？

「！」

　少年のものと思おぼしき冷たく濁にごりのない声は、いきなり朧月の心のやわらかい場所に容よう赦しやなく突き刺さってきた。

　死者の魂魄を見る異質な娘として、身内以外には遠巻きにされていた幼い頃。

　外に出て友達を作ることなど夢物語でしかなかった朧月の、自ら閉ざしていた部屋の窓辺に「彼女」が来たときのことは昨日きのうのように思い出せる。明めい凜りんという名前そのままに、夏の明るい日の風を感じさせる少女だった。

　……朧月の異能がうつってしまったせいで恐ろしい幽鬼に遭そう遇ぐうし、あやうく心が壊れそうになるまでは。

（だれ？）

　一体だれが、黒こく烏う州の田舎いなか姫ひめごときの過去を知っているのか。

　そしてなぜそれを利用して、朧月の動揺を誘おうとしているのか。

（そうだ）

　動揺したら負けなのだと唐突に悟り、朧月が決然と顔を上げたときだ。




「さすがにこの程度では崩れないか」




　声が生じた。

　ぎょっとして背後を振り返る。

　そこに忽こつ然ぜんと現れていたのは、蒼そう刻こくよりは年下に見える少年だ。

　黒地に真しん紅くが映はえる独特の衣裳は、神しん華か国の古い時代のものに似ているが、なぜか奇妙に禍まが々まがしい威圧感がある。

　着ている少年が、どのような場でも支配者であろうとする野望の持ち主ぬしだという印象を与えるせいだろうか？　相手がだれでも、自分の目的を果たすための手段とならないのであれば邪魔で無意味だと言わんばかりの傲ごう慢まんな空気がある。

（まさか皇族の御方──）

　の、はずがない。

　天才道士である来らい将軍でもなければ、こんな空間を切り離すような大がかりな真ま似ねができるはずもない。加えてそれほど道士として優秀な皇族や貴族がいるなら、来将軍が一人であれほど役目を背負う必要もない。

（……このような禁術の使える道士が、国軍にもほかの六りく部ぶにも所属していないとしたら、それはそれで恐ろしいけれど）

　近づいてきた少年の、秀しゆう麗れいな面おもてが月明かりにさらされる。

　どこか不満そうで鋭するどく冷たい双そう眸ぼうを、朧月は初めてまともに見上げた。

　翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみ。

　──『あなたの同族を名乗る者の言葉に、決して耳を貸してはいけません』

　夢か現うつつかもわからぬ中で、白の佳か人じんから受けた警告が胸裏を深くよぎった。

　いきなり鼓こ動どうが速くなる。

　見も知らぬ佳人を信じる気にはなれないが、今このときを予測していたかのような言葉を無視するのは難しい。

　同族。だがもちろん彼女の親族にこのような少年はいない。

「もしかして……あなたも『双そう界かいの瞳』を持っているのですか」

　胴どう震ぶるいするほど真剣に問いかけたのに、少年はつまらなそうに鼻先で笑うだけだ。しかも目は笑っていない。

　彼は朧月の翡翠色の瞳をにらみつけながら、こう言った。

「おまえの異能をそう名付けたのは、だれだ？」

「え」

「答えろ。考える時間を与える必要はないだろう？」

　こちらの質問をほとんど無視しておいて、この言いぐさ。怒るのが苦手な朧月でもさすがに反発を覚えた。それまでの不安と絶望がふっと薄らぐ。

　どうにでもなれとまでは思っていなかった。が、かなり後先を考えずにやり返してしまった。
















「……あなたに答える義務は、ないかと思います」

「青みがかった黒、というよりほとんど藍あい色いろの髪をした旅の道どう士しか」

　息が止まった。朧月の抗いを無視して詰め寄ってくる少年の声が、研ぎ澄まされた針はりのように頭の奥に突き刺さる。

　当てずっぽうでは絶対に的中させられないことを指摘されたのだから当然だ。

「その男とどんな話をしたか覚えているか。おまえの本質に対する問いかけのはずだ」

　朧月の動揺を見逃さずに、少年が忍び笑いして一歩こちらに踏みこんでくる。

　──『消さないで』

　引きずり出されるようにして甦よみがえったのは、旅の道士に告げた自分の言葉。

　──『消えないでいてほしいから』

　夜の藍色の髪に、雨が来る前の空色の瞳。忘れかけていた面おも影かげがまぶたの裏に浮かぶ。

　彼はたしか朧月の答えに、切ない微笑みを浮かべていた気がする。

（でも……何を消してほしくなかったの？　わたしは）

　思い出せない。

　一番大事なところが。

「姚よう朧月」

　少年の呼び声が覇は王おうのごとき威い風ふうと冷徹さで、こちらの意識を侵しん食しよくしようとする。

　ずきりと目の奥に鈍どん痛つうが生じたのに、朧月はあえぐように口を開いた。




「来ないで」




　自分の口から漏もれ出たはずなのに、その声は朧月のものではないように響いた。まるでだれかが同じことを言ったのを、上手じようずに真似したかのごとく。

　とっさに口元を手でおおい、異様な違和感におののいて顔を上げると、少年の姿は忽然と消えていた。ただ、謎めいた言葉だけが最後に朧月の耳に残響する。

　──逃げられるとは思うな。

　見回すが、あたりは元の風景だ。周囲には風が花草木を揺らす音しかない。

　さらに耳を澄ませば、正殿のほうからは夜番の女官たちの働く音も聞こえるが。

（……白昼夢？）

　それで片付けるには、あまりに鮮せん烈れつだ。

　茫ぼう然ぜんと立ち尽くしていたが、にゃあう、という鳴き声には先に身体が反応した。

　とっさに視線を落とした朧月の足元へと、銀毛の猫がしっぽをふさふさ振りながら近づいてくる。その何も知らぬげな様子にようやく現実感が戻ってきて、朧月はまだ名前を何にしようか迷っている猫を抱き上げた。

　ふわふわの毛皮と人のそれより高い体温に、ひどくほっとさせられる。

（全部、夢だ）

　一人になっただけで簡単に崩れそうになってしまう弱い自分に言い聞かせて、朧月は深呼吸を繰り返した。

　もちろん先日の佳人の夢といい、疲れのせいで済ませられないものはある。

　けれども今は、自分の中途半端な揺らぎにかまけている場合ではないのだから、全部夢であれと願ってしまった。





[image: ]






　鋼こう鉄てつ宮きゆう、碧へき血けつ館かん。

　新たな情報や明日の行動の指示を受けた後で、蒼そう刻こくだけは別室に残るようにと言い置かれてしばらく経たつ。長椅子の上で、蒼刻は素振りでもしたい気分になっていた。

　本来は外部からの客人を迎える間のようで、質しつ実じつ剛ごう健けんをよしとする国軍にしては壮そう麗れいな調度がそろっている。

　自分だけが残れと言われた理由には、心当たりがありすぎて見当もつかない。

　副官に万ばん里りを選びたいと思っていることがバレただろうか？　来らい将軍の治療を受けたはいいが、ふさがったばかりの傷口はふれるだけで一瞬息が止まるほどの激痛を生むという薄氷を踏ふむ状態だと知られたか？

（それとも……朧ろう月げつのことか）

　扉とびらの開く音。

　はたと顔を上げるが、現れた人物は蒼刻の予想に反していた。てっきり燕えん夜や淑しゆくだと思っていたのに。

「──袁えん元げん帥すい」

「気負いすぎてないか？　蒼刻」

　隣に腰を下ろしてきた袁晨しん友ゆうが、にこりと笑う。

　太陽を思わせる晴れやかさなのに、一筋縄ではいかないとも思わせる笑顔に、蒼刻はちょっと言葉に詰まる。

　太たい子し殿下の天てん祥しようにも（失礼ながら）何を考えているんだと思うことが多々あるが、晨友はだいぶ歳上であるせいか、あるいは若くして元帥という血の道を幾度となく通り過ぎてきたという経歴のせいか、底が見えないと思ってしまう。

（燕先生よりよっぽどクセモノって気がするんだよな……）

　味方なのがありがたい。

「そう見えますか？」

　少し迷った後で、蒼刻は思い浮かんだ言葉をそのまま口にした。腹芸は得意ではない。

　あいかわらずだらしのない襟えり元もとに手を伸ばして髪をかき上げ、晨友は肩をすくめた。

「君はまじめだからな。是ぜ空くうと戦うのに、盤ばん石じやくの自信を持っているわけではない、というのはわかる」

「……勝負に絶対はないので」

「劉りゆう戴たい青せい──君の兄と是空を、無意識に比べたりはしてないか？」

　図星だった。とっさに否定しようという気さえ起こらないほどに。

「蒼刻」

　晨友の深い声こわ音ねが、無意識の意識にふれるような響きを帯おびる。力ではなく、納なつ得とくずくで人を導くことに慣れた者の声だ。

「君の剣技その他の戦闘技術はすべて、あの不世出の鬼才に叩きこまれたものだ。俺は今でも戴青どのが宮廷剣術指南役を拒こばんだのは残念だと思っているが、同時に彼は君ほどの戦士をほかに育てられないだろうとも確信している。あの鬼才についていくには、弟子にも相応の才と意志と丈夫さが必要だ」

「…………」

「だが君の強さは、君が戴青どのの手を離れたところで完成したわけではない。戴青どのが君に教えたのは技術だけだ。それを活いかす君の心と身体は、君が自分で鍛きたえてきたじゃないか。絶対に守るべきものまで、ちゃんと自分で見つけて」

　──朧月。

　一瞬身み構がまえたのは、彼女の異能を政治的あるいは戦略的に利用しようと思えばかなりのことができるのを知っていたからだ。

　だが今の晨友にとっては、朧月に言及したのはただの流れに過ぎなかったらしい。

　彼は静かに続けた。

「戴青どのに植えつけられた敗北の記憶を消せとは言わない。だが君は、その身に受けた傷痕の分だけ確実に強くなっている。そうなれるだけの頭のよさがある」

「袁元帥」

　まだ半信半疑といった様子の蒼刻へと、晨友が手を伸ばす。

　人なつっこいように見えて、馴れ馴れしい行為をあまりしないのがこの若き元帥だ。

　だから頭に手を置かれたのは意外だったし、これから自分は何か特別なことをされるのだと本能的に理解した。

　身構えた蒼刻の顔をのぞきこみ、

「いい機会だ。相手に不足はない。──自分は兄よりも強いんだということを、証明してこい」

　強い声で告げると、晨友はまるで兄のように笑った。

　本当の兄である戴青がごくたまに浮かべた、悪あく辣らつさやこちらを挑発する色のない純粋な微笑みと似た表情だ。

（……だってのに、嫌けん悪お感かんがないのが嫌いやだな）

　自分が本当は、あの鬼き畜ちく兄貴をどう思っているのか。自覚せざるを得ない。

　晨友の手が離れる。

　己には似合わぬ感傷を振り切るみたいに、蒼刻は視線を上げた。隣に座した元帥をひたと見つめる。

「ひとつだけ質問してもいいですか」

「もちろんだ」

「俺と姚よう朧月を添わせるようにしたのも、戦略のうちでしたか？」

　まっすぐな視線で問われた晨友は、あまりに唐突な質問に目を点にして──

　すぐに、ぷっと噴き出した。

「さすがに君の好みまではわからないから、見合いの席にするつもりはなかったよ。呪じゆ詛そを受けて死者の声が聞こえるようになった君に、幽鬼と親しむ姫君が何か前向きな助言を与えてくれれば、君の精神の立て直しが早くなるだろうと予期はしたが」

「…………」

　肝かん心じんの本人は、前向きどころか後ろ向きな思考の塊かたまりである。ここは笑うべきか。

　朧月の兄が妹にまとわりつくおどろおどろしい噂うわさを上書きするべく流した「天然公こう主しゆ」というあだ名に、この人も騙だまされていたのかと思うと、何か気が楽になったが。

「なるほど」

「不快か？」

「でもないです。政略結婚……とは違うけど、そんな感じだと思えば」

　同じ三大家である孫そん家の姫君との見合いをするかもしれなかったくらいだ。元より恋愛に運命の出逢いとかいう要素を求めていない。

　ただ──あの天然公主が自分の運命なのだと、確信はしている。それだけだ。

　蒼刻は立ち上がった。

　その姿を目で追ってから、晨友も悠然と腰を上げる。

「よし」

　部下の顔を確かめた元帥は、仕上げに満足する職人のようにうなずいた。

「君たちが指示どおり山に入れたなら、追って援軍を送る。葉よう冬とう泉せんの救出が最優先だが、無茶はしないように」

「戦力の投入に時間差をつけるのには、何か意味が？」

「ちょっと特別な援軍だから、動かすのにいろいろ制約があるだけだ。俺を信じろ」

「──わかりました」

　思わず武官としてではなく、素に近い口調で言ってしまったが、晨友は咎とがめなかった。二人きりだったからだろう。







　かねてより期待をかけている武官の後ろ姿を愛おしげに見送った後で、晨友は続きの間の扉が開くのに振り向いた。

「あんな感じでよかったか？　夜淑」

「十分以上だ」

　答えたのは黒髪の軍師、燕夜淑。

　分をわきまえすぎているほどの性格ゆえに表情は淡あわいが、晨友には夜淑が満足しているのだと伝わった。先ほど蒼刻に投げかけた言葉の大半を考えたのも、蒼刻の兄に対する意識を冷静に分析していたのも、本当は夜淑だ。

「自分では台本を演じないんだな」

「私よりも君のほうが叱しつ咤た激げき励れいがうまい。それに指揮系統としては君と彼が信頼を深めたほうがいい」

　合理的な考えだとしみじみ再確認して、晨友は鋼鉄宮へと続く廊に足を向けた。

「さて。残る課題は『援軍』だな」
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　忘れたいことがあると却かえって作業ははかどるのか、葉よう冬とう泉せん救出にあたって必要な霊れい符ふは順調に仕上がっていった。黄こう華か宮きゆうの女官が調達してくれたいくつもの灯あかりは驚くほど性能がよく、夜を迎えた室内でありながら、文ふ机づくえの周りだけは真昼のように明るい。

「…………」

　自分の身体が天の光を浴び、地に根差して咲く花になるという図を思い描きながら目を伏せて、息を止める。

　目を開けて、筆を一気に走らせた。

　天災、地ち殃おう、人じん禍かの三つの災いを祓はらう字を、百邪百鬼を鎮しずめる図を描えがく。

　今回は特別に複雑な霊符で、朧ろう月げつも道術を学んで間もないので、一度息を止める間に描けるのは一字だけだ。本当は特殊な呼吸法を用いて、一枚描き上げるまで息を止めつづけるほうが効果が高いらしいが、致し方ない。

　──完成させ、筆を置いたときだ。

「朧月ちゃん？」

「！」

　とっさに身体が跳ね、文机の脚にぶつかってしばし悶もん絶ぜつした。

　星せい彩さいが「あらごめんなさい、大丈夫っすか？」といたわりながら、感心半分戸惑い半分といった様子で言った。

「大好きな新作本を読むとき以上に集中してましたねぇ」

「……来らい将軍のお手伝いと言われたから、気合いが入りすぎてしまったのかも」

「お茶淹いれますから、休憩しましょ？」

「ありがとう」

　気づけば、身体がこわばったような疲れがある。朧月はうんと伸びをした。

　湯を浴びた後だが、夜着ではなく、ここの女官に頼んで用意してもらった洗いたての簡素な衣裳を身につけている。黒の上衣に真紅の裙くん子すだけを合わせた、星彩によれば「少し変わった巫み女こさんみたい」ないでたち。

　本当ならしかるべき道着を選ぶべきなのかもしれない。師は意外とそのあたりを指摘したことがないけれど。

（お師さまの白衣裳はかっこいいわよね……）

　星彩が淹れてくれた花茶でひと息ついていると、扉を叩く音がした。

「俺だ」

「──蒼刻さん」

　次いで聞こえた声に、霊符作りのために鎮めていた心があっけなく乱れる。

「もう寝るところなら、様子見に来ただけだから出てこなくていいぞ」

　いつもの調子を聞いただけで安あん堵どしてしまいながらも、朧月は「いいえ」と急いでかぶりを振って椅子から立ち上がり、扉へと向かう。転ばぬように。

「是非入っていらしてください。蒼刻さんのお顔が見たいのです」

　素直に求めたのに、なぜか妙な間があった。

「蒼刻さん？」

「おまえはたまに変な破壊力があるよなほんと。だから癖くせになるのかもしれねーけど」

「え」

　ぶつぶつぼやきながら入ってきた蒼刻と入れ違いに、星彩が「あたしは張さんのところに行ってきまぁす」と出ていく。……もちろん見物されては困るのだが、空気を読まれるのも結構気恥ずかしい。

　扉を閉めた蒼刻は、鋼鉄宮から戻ったばかりなのか、武人らしい緊張感を残り香のように淡くまとっていた。眼光の切れ味に、ひそかにぞくぞくする。

　何から切り出そうかと迷っていると、蒼刻の腕が無造作に伸びてきて、まるで子供にするみたいに高くまで抱き上げられた。わあ、とか悲鳴を上げながら蒼刻の両肩に手を置くと、めずらしく彼の鋭く整った面おも差ざしを見下ろす感じになる。

「顔だぞ」

「えっ」

「俺の顔が見たいって言っただろ？」

「あ、はい。そうでしたそうでした」

　では遠慮なく、と抱き上げられたまま惚れ惚れ見つめていると、蒼刻が半眼になった。

　凝ぎよう視しは恥はずかしいのだろうか？　と首をかしげれば、なぜかため息をつかれてしまう。

「おまえは本当に無防備だな」

「……防御が必要な場面でしたでしょうか？」

「一応夜だぞ。俺には、おまえをこのまま寝台に運ぶことだって簡単なんだが？」

　露骨に悪あく辣らつに笑ってみせる以上は、冗談なのだとわかる。

　こちらも「明日の予定があるのにそんなことしませんよね？」とでも切り返せばよいのだろうけれど、白い佳人に黒衣の少年と意味のわからないこと続きで心に積み重なっていた不安が、朧月を違う行動に走らせた。

　薄うす闇やみの中でも標しるしのように青く燃え立つ瞳を、切なく見つめる。こちらの反応が予想外だったらしく眉まゆをひそめる蒼刻の、首の後ろへと腕を回して、自分から抱きついた。銀髪が頰をくすぐる。

　わけのわからぬモノに心を乱されるのは嫌だ。このくすぐったさを永遠に感じていたいと無理なことを思う。

　されるがままだった蒼刻は、しばらくしてあきれたように言った。

「いつも以上に辛しん気きくさい面してるが、何かあったのか？」

「……わかります？」

「本能でな」

　とんとんと子供をあやすように背まで叩かれ、朧月は忍び笑いした。

「さすがは狼おおかみですね」

「本気で感心するな、冗談だ。……ここまでしておいて、おまえは自分が顔や態度に出るほうだって自覚がないのかよ。困ったもんだな」

　説教じみた口調で言いながら、蒼刻は朧月を近くにあった長椅子へと座らせ、自分も隣に腰を下ろしてくる。

「また何か見たのか。それとも感じたか？」

　さばさばと問いかけてくる蒼刻は、本当に双界の瞳のもたらすモノに慣れてしまっているのだとわかる。

　──『おまえは何者だ？』

　──『自分はほかの人間とは異質だと感じたことはないか？』

　胸の奥に沈めていた言葉が浮かび上がるけれど、あの少年と遭遇した直後の息苦しさはいくらかやわらいでいる。

　わたしは人間として駄目だなと痛感するのは、ほとんど日課だ。

　それとは別に、悪い意味で、自分はほかの人とは違うのかと悩んだことなら数限りなくあった。引きこもっている暮らしが平穏だったせいで、忘れかけていたけれど。

「たとえば、ですが……蒼刻さんはわたしが人間ではなかったとしたら、どう思われますか？」

　こちらとしては真剣な問いかけであったのに、蒼刻の即答は地味にひどかった。

「元から珍ちん獣じゆうのくせに今さら何言ってやがる」

「…………」

「どうした倒れて」

「……なんだか脱力して、悩みが吹き飛びました」

　あきれに近い空気を感じたらしく、どこか拗すねたように蒼刻は言った。

「だいたい俺の周りは、まずおまえが珍獣だし、多分一番親しい男の友達は白虎のおっさんだし、女の友達は幽鬼だし、副官にしようと思ってるのは胡う散さんくせえ野郎だし、思いっきり平凡とか普通とかけ離れてるからな。今さらおまえがどうかなっても、だから？　って感じだぞ」

「……あの、万里さんは一応普通に人間なのでは」

「でも、平へい凡ぼんだと思うか？　ほど遠いだろ。恋の相手は湘しよう雲うん公主だし──ってそうだ、明日のこと伝えねえといけないんだった」

　朧月がいつもの調子をとり戻しつつあるのを察したらしく、蒼刻は簡潔に説明した。天狼が見つけた寿陵地の調査について。

　廃寺院の人間が本当にいたときに備えて、現地に向かう人間はそれなりに多いらしい。

「やはり、わたしも……ですか」

「引きこもりたいとは言うなよ。葉冬泉が姉と同じような状態で発見された場合、一刻も早く手当てのできる人間が必要だが、来将軍は動かせないそうだ。いつものように、相応の報ほう酬しゆうは用意すると言質はとりつけたが──嫌か？」

「いいえ」

　朧月はかぶりを振った。葉冬泉は、もはや他人ではない。残されるより、知人を助けるのに異能を活かすほうがずっといい。

　聞けば、彼女が葉春しゆん燕えんにほどこした応急処置は、普通の道士にはあまりに高度で困難な技術であるらしかった。頼りにされる、という状況に慣れたとは言いがたく、報酬がどうこうという以前に落ち着かない気分ではあった。

「とはいえ──」

　蒼刻は淡々と付け加えた。

「双そう璧へきからは、後から援軍を送るから無茶はするな、とも言われてる」

「援軍。……護ご花か七しち将しよう軍ぐんのどなたか、《花か影えい》の方でしょうか？」

「それなら名前を出すと思うんだよな」

（では……どなたが？）

　そわそわしていると、蒼刻が小さく笑った。

「知らない人が来るのは怖いか？」

「う。まあ、怖くないとは言えませんけれど……今は、蒼刻さんのほうが心配です」

　今日は意地を張る気にもなれず、朧月は正直に告げてしまった。

　もし寿陵地に廃寺院の勢力が本当に移動していた場合、蒼刻が背負うのは一番危険な部分である。正体不明の白昼夢にかき乱されて生まれた心の迷いは、吹き飛んではいないが、かなりどうでもよくなった。

（蒼刻さんといると、現実に返るというか……）

　この人への想いによって、此この世につなぎ止められているかのような不思議な感覚の中をただよっていると、ふいに肩を抱き寄せられた。

「……蒼刻さん？」

「俺が心配なら、いい激励の仕方があるんだが？」

　のぞきこまれた顔が近い。

　頰に添えられた手がおとがいを支えるのに、蒼刻の意図を察する。

　先ほど「顔が見たい」とお願いしたときは自分から距離を詰めていたけれど、彼のほうから来られると心臓がひどく疼うずく。

　狼狽した朧月の頭に真っ先に浮かんだのは、簡素な格好であり、手が墨で汚れたままなことだった。

「そ、蒼刻さん、わたしこのような格好では」

「逆にいい」

「逆に!?」

「静かにしとけ、こういうときは」

　朧月としてはあまりよくないのだが、さりとて抗あらがえる気がしない。

　ここぞという狩りの瞬間に──おそらくは無意識に──彼は、普段は隠した艶つやをこちらに向けて放ってくる。そんな気がする。

　その攻撃に打ちのめされて支配されるのは少し悔しくなるくらい心地よいことだし、蒼刻が自分へと奥の手を出してくることに対して、ちょっといい気分にもなってしまう。

　このようなことを明日の景気付けにしていいのかという考えもちらりとかすめるが、先ほどは自分も彼を欲していたこともあり、意外と悪くない気もしてくる。だって蒼刻らしいとは思うのだ。

　どうしようと頭の中でぐるぐる考えながらも、温かいのと幸せなのとで、流されたくなってしまったときだ。

「朧月ちゃん明日は朝早いですし、そろそろおやすみしませんかあ～──……っと」

　星彩が、戻ってきた。

　沈黙。

　無言でそそくさと身体を離した二人を見て、星彩は申し訳なさそうに頭をかいた。

「なんかすいませんねぇ。こんな時間で明日の予定があるのにそんな雰囲気になるほど、武官さんの手が早いとは」

「人聞きの悪いこと言うな」

「いやでも、千せん載ざい一いち遇ぐうのあれだったんすよね？　ほんと申し訳なく」

「あいまいな表現もやめろ」

　言い合う蒼刻と星彩をぼんやり眺めながら──

　朧月はいつしか自分が笑っていて、呼吸が楽になるのを感じていた。
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　空が金こん色じきの夕明かりに染められつつある。

　麓ふもとにある湖の水面みなもはすでに暗く、魚の姿すら見えないほど黒々としている。夕影に重く沈みゆく、鬱うつ蒼そうとした森の緑。山頂の近くはまだ眩まぶしいほど鮮せん烈れつな夕陽で照らされているが、問題の寿じゆ陵りよう地ちは目で確認できそうになかった。

　皇帝の墓守になりそこねた村は、ひっそりと静まり返り、生きた人影はない。

　といって幽ゆう鬼きもいない。

　あるときに村人が全員呼ばれていっせいにいなくなった、というような雰ふん囲い気きには得体の知れないおぞましさがあった。

（普通では、ない）

　そう感じる。

　月げつ蝕しよく領りようの荒こう涼りようとした風景が、朧ろう月げつの頭に比較対象として浮かび上がる。あれもまた死に絶たえた地だと言えるが、峰ほう桜おうをはじめとする印象的な人間がいたお陰で、何か最後の一線は保たもたれていた気がしていた。

　そうして挑んだ問題の山には、話を聞いて身み構がまえていたほどの高さはなく、胡う乱ろんで脆ぜい弱じやくで粗そ忽こつで弱腰で陰気で愚ぐ鈍どんで阿あ呆ほうで田舎いなか者ものの引きこもりである朧月でも、休憩を挟はさまずに山頂近くまでたどりつくことができた。

「生きてるか？　朧月」

「一応……。明日はおそらく、筋肉痛で倒れていると思いますが」

　疲れて感覚のにぶくなってきた両脚を、左右それぞれの腕で持ち上げていくような歩き方を続けながら、朧月は蒼そう刻こくに答えた。

「まあ想定内だな。今からでも背負ってやってもいいんだぞ？」

「いえ、大丈夫ですッ」

　すぐさま遠えん慮りよしたのには理由があるが、蒼刻には気付かれていないようだった。

　彼はちょっと皮肉げに笑った。

「それとも、輿こしでお運びすればよかったか？」

「……御ご冗じよう談だんを」

　からかい交じりの軽口をいなし、朧月はふうと長めの息をついてみる。

「さすがのわたしでも、皇帝陛へい下かの真ま似ねごとはできません」

「天然公こう主しゆだろ」

「それは兄さまの考案した二つ名ですゆえ……」

　山頂の寿陵地に潜入するにあたって選ばれたのは、御道と呼ばれる、本来なら皇帝のみが使用する通路だ。

　さすがに長い年月で風化しているとはいえ、きっちりと組まれた石いし畳だたみには緻ち密みつな計算が感じられる。皇帝は輿に乗り、それを運ぶ者たちが、灰はい色いろの石を敷しいた路の両脇に設もうけられている階段をのぼる仕組みだそうだ。

　即位したばかりの皇帝が自ら山頂で祭さい祀しを執り行い、百ひやつ花か神しん仙せんに認められる儀式がことさら重要視されていた時代の遺産である。

　即位後の儀式は今では違う形のものに変わってしまったが、御道はまだ当時の面おも影かげを留とどめていた。

　両脇から伸びて頭上を鬱うつ蒼そうとおおう木立ちをにらみつけながら、蒼刻がぽつりと言う。

「やっぱり見張りらしきやつはいないな」

「このような寂さびれた場所に出入りする人間が多いのは、やはり不自然だからのう。見張りを置きたくとも置けんのかもな」

　直後、白虎の白くてまるい耳がぴくりと反応を示した。薄青い瞳ひとみが山頂をにらむ。

「楽の音ねが聴こえるな」

「音楽？」

　あからさまに怪け訝げんそうな声を上げ、蒼刻がわずかに歩みをゆるめる。

　張さんは、山の暗さの中に半なかば溶とけこみかけている元情報屋を振り向いた。

「万里よ。心当たりはあるか？」

「俺にはまだ聴こえんけど、[image: 〓]せい教きようには祭儀用の音楽はいくらでもあるぜ」

　低く答え、万ばん里りが長い脚で数段飛ばしにして石段をのぼる。

　そして途中でぴたりと足を止めた。

　彼のところまで行けば、人間の耳でも楽の音とやらが聴こえるのだと察し、朧月たちも追った。

「初曲だ」

「なに？」

　万里が振り返らずに言うのに、蒼刻がほとんど素すで訊きき返す。

「火の星を司つかさどる神──戦いの女神を讃たたえ召しよう喚かんするための式楽の序章ってとこだな。これを七度繰り返して贄にえを捧ささげる」

「要するに、何か儀式をおっ始ぱじめたところなんだな？」

「少年の理解は簡潔でいいねえ」

　万里はからかうのでなく、むしろ気が楽になったことに感謝するような口ぶりだ。

　どうしたのか、と疑問を抱いだくが、その答えを彼はすぐに示した。

「問題は、現在[image: 〓]教ではこの祭儀を禁じてることだな。──人間を生いけ贄にえにして、この世を浄化する聖なる火を呼ぶ儀式なんだわ」

　──葉よう冬とう泉せんが危ない。

　そう考えた者は、案あんの定じよう、朧月だけではなかったらしい。

　これまで黙だまって今回の指揮権を持つ蒼刻についてきた、国軍から選えり抜かれた少数精せい鋭えいの戦闘要員たちも、ざわりとどよめいていた。緊きん迫ぱくを増した彼らのまなざしは次々に蒼刻へと向けられる。判断を待つために。

「残念ながら、無難に偵察と調査だけして帰るという選択肢しはなくなったが」

　編あんだ銀の髪を揺らして、蒼刻が振り向く。

　青く燃える視線のひと薙なぎは、ざわめきを一瞬にして止めるだけの鋭さを持っていた。

「それ以外は双そう璧へきの作戦を変更することもない。予定どおり、山頂に着いたら二手に分かれて潜入する」

　本来の作戦は、威い力りよく偵察に近いものだ。怪あやしいと思った場所を探さぐり、状況によっては軽く攻撃を仕掛けるなどして、相手の出方をうかがう。人数は葉春燕から得た寺院の情報を元に決定された。

　しかし万里の推察どおりのことが行われ、葉冬泉が巻きこまれている可能性もあるとなれば話は変わってくる。敵との交戦も覚悟して葉冬泉を救出しなければ、じわじわと国軍の評価が悪くなってしまうだろう。

　そうして蒼刻は朧月にも、鋭い視線を向けた。

「俺たちは先に行く。おまえたちは山頂に着いたら、ちゃんと隠れてろよ。危なくなったら張さんに運うん搬ぱんしてもらって逃げろ。三十六計逃げるに如しかずだからな？」

「……承知しております。蒼刻さんも、御ご武ぶ運うんを」

「おう」

　うなずく蒼の武官としての凜り々りしい物腰にどきりとしたのは、もちろん色めいた理由ではなく、純粋に緊張のためだ。

　本来はお荷物でしかない彼女がここにいるのは、さまざまな理由で皇こう都とを簡単には離れられない来煌こう言げんの身代わりだ。……本音を言うとたいへん荷が重いが、弱腰でいられる猶ゆう予よはなかった。

　役に立つ荷物に、ならなければいけない。

　蒼刻を先頭とした武官たちの背を、無事を祈いのりながら見送って。

　朧月は残る顔ぶれ──友人と師、そして白虎を振り返り「わたしたちも参りましょう」とうなずき合った。

　こちらの人手が極端に偏かたよっているのには理由がある。

（後から援軍が合流するそうだけれど……）

　一体どのような援軍なのか。

　その人たちが頼りになるのかどうかではなく、初対面の人と話すと呼吸が苦しくなってくる自分のほうが心配になりながらも、朧月は再び石段をのぼりはじめたのだった。




　木立の陰に身を潜ひそめていた銀毛の猫ねこの、夕空よりも澄すんだ目がきらりと輝く。

　猫は音もなく跳ちよう躍やくして、蒼刻たちの後を追いかけていった。
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　銀毛の猫が再び立ち止まったのは、未完成の陵墓が見えたあたりだ。一行が二手に分かれたのを見て、地上に降り立つ。

　闇やみの溜たまった深い茂しげみの奥で、銀毛の猫の輪りん郭かくがふわりとほどけ、代わりに夢のように麗うるわしい佳か人じんが現れる。

　背をおおうように流れる白銀の髪。

　本当に体温があるのか疑わしくなるほど白い肌はだ。

　髪も肌も白いだけでなく、華きや奢しやな身体からだにまとう衣い裳しようも縁ふち取どりの刺し繡しゆうの色を除けば白ずくめという、まさしく白の佳人だ。

　──だがその頭部には、この世に生きる人間にはありえない、獣けものの三角耳がある。

　異形だと騒ぎ立てる者が近くにいないとはいえ、平然と異形をさらしていられるほど、佳人は無感覚ではないようだった。肩にかけた白い被ひ布ふを頭からすっぽりとかぶろうと、首の後ろに手を伸ばす。

「！」

　動きを止めたのは、目の前に忽こつ然ぜんと現れた人物のせいだ。

　気配すら事前に察知させない、まるで隠形の術でも使ったかのような登場の仕方。鋭い視線が佳人を射抜く。

　真っ白な姿の中ではひときわ艶つやめいて見える、珊さん瑚ご色いろの唇くちびるの端が震ふるえた。

「劫ごう、さま」

「おまえまでこちらに来ていたとはな。──銀ぎん砂さとかいう名だったか」

　現れたのは、昨日きのうは是ぜ空くうと話していた黒髪の少年だ。

　闇の中でも内側で火が燃え立つように輝く翡ひ翠すい色いろの双そう眸ぼうが、銀砂と呼んだ白の佳人を、刃やいばで切り分けるように観察する。

「側近を人界に送るとは、あいつもようやくやる気になったのか。それともおまえがあるじのために独断で冥めい界かい公主を捜しにきたのか。どちらだ？」

「…………」

「答えろ。黙もく秘ひを許した覚えはない」

　銀砂と呼ばれた佳人が息を引く。直後、その右手に針のように細く鋭い刃が四本構えられた。劫と呼ばれた少年が反応を示す前に、迷わず投とう擲てき。

　──金属音。

　劫は何か術を使ったものか、一瞬の視線だけで匕あい首くちを弾はじき返した。まるで彼の前に透明な壁が現れたかのように。

　だがその時点ですでに、銀砂は土つち埃ぼこりだけを後に残して、劫の視界から消えている。

　猫の姿のときと変わらぬ俊しゆん敏びんな動きで、相手の死角に回りこむ。

　金色の瞳が狙ねらいを定めた。

　劫の首筋にあるくぼみ。

　抉えぐりとれば必殺である位置に、新たに取り出した刃を叩たたきこもうとしたときだ。

　上。

　そうと気づいて振り向いた瞬間、まさに目の前で翡翠色の双眸が光った。劫の五指が銀砂の喉首を握り潰すほどの力でつかみ、固い地面に容よう赦しやなく叩きつける。

　──声にもならない苦く悶もんの声。

　暴ぼう虐ぎやくにも等しい力でもって、銀砂の細い身体は、少し離れた木の幹へと再度投げつけられた。肩から激しく打ちつけられた銀砂は、かはりと肺が押し潰されたような嫌な咳せきをする。口内を傷つけたのか、唇の端から血がひと筋流れる。

「山猫風ふ情ぜいが。頭ずが高いぞ」

　劫の露ろ骨こつな嘲あざけり。

　しかし呼吸を乱した銀砂にも、無む謀ぼうなことをした自覚は嫌というほどあるらしい。

　土埃と吐血で穢けがされた美貌には、屈くつ辱じよくよりも逃げ道を奪われた焦あせりが強かった。

　未だにきつい光を放つ猫の目を見下ろして、劫はつまらなそうに言う。

「どうやら逆さ吊つりにして血抜きをしたところで、白状する気はないようだな。あいつは本当に禽きん獣じゆうの類たぐいには好かれるらしい」

「ッ」

「僕はおまえには興味がないから、一度だけ命を拾わせてやろう」

　苦痛をこらえて身構えようとする銀砂を指さして、劫は冷淡に続けた。

「戻ってあいつに伝えろ。本気で僕と冥めい皇こう上じよう帝ていの座を争うつもりなら、容赦はしない。淘とう汰たされる覚かく悟ごをしておけ、とな」

「──……淘汰、などと」

　銀砂はほとんど反射的に首を振っていた。

「まだ、あの方の負けが決まったわけではありません。かの公主殿下が、こちらの陣営についてくだされば戦況は一変する。あなたもそれをご存じだからこそ、こうして御自分で動かれているのでしょう？」

「ほう」

　劫は目を細めた。

「やはりおまえは『公主殿下』を懐かい柔じゆうするために、猫の姿に身をやつしてあの娘を観察していたわけか。──ならば訊くが、おまえには見み極きわめられたのか？　あのうんざりするほど頼りない小娘が本当に『冥界公主』だと」

　人を欺あざむく変化の術は心得ていても、こうした駆かけ引きには慣れていないのか、銀砂はとっさに口ごもってしまう。

「銀砂、答えろ。そうすれば傷物にせずに主人の下もとに帰してやってもいいぞ」

　萎い縮しゆくしたように伏せられた白銀の三角耳を見下ろして、劫が容赦なく迫せまったとき。

「！」

　二人の間で、ぱきん！　と陶器が割れるような音が響いた。銀砂が隠し持っていた煙幕を放り投げたのだ。

　たちまち爆散した灰色の煙が、劫の視界をいっとき塗ぬり潰つぶす。

　濃こい煙は劫がにらみつけただけできれいに霧む散さんしたが、銀砂が消えるには、そのわずかの隙すきで十分だった。

「生なま意い気きな」

　劫は不本意そうに眉まゆをひそめた。責め苦を耐たえるのに慣れていそうな相手だからといって、無闇に嬲なぶるのを愉たのしみすぎたなと反省する。

　それにしても。

（銀砂もあの小娘に何か感じたのか）

　では、昨日幻影を皇宮に送りこんだ際に、一瞬で首の骨を折ってしまえそうなあの小娘に自分が抱いた印象も考えすぎではないのだろうか。

（だとすれば、月げつ蝕しよく領りようで滅ほろびた獣の目は正しかったのか）

　ふと山中の建物から響く、独特な唱しよう和わの声や楽の音ね色いろが耳についた。

　──生きて過ごすこの世こそが祝祭である。いずれ善なる炎ほのおがすべてを浄化するまで、生を愉しむことこそが大事だ。

　そういう[image: 〓]せい教きようの世界観を描いた頌しよう歌かだそうだ。

　高らかな歌の後にはまた、戦いくさの女神を呼ぶための唱和が再開される。

　つかのま呪術的な音色を聴くともなしに聴いていた劫は、何か気配を感じたかのように視線を転じた。

　彼の前ににわかに現れたのは、暗い紅色の外がい套とうで頭からつま先までをおおった人物だった。迎えの従者よろしく顔をうつむき加減にしている。

「支し度たくができたのか？」

　劫が端的に問いかければ、外套の従者は無言でうなずいてみせた。

「では僕たちは《祝祭》を見物しよう。おまえも付き合え。生者が死に対して僕たちの思いもよらぬ世界を妄想する様子は、いつの時代も最高におもしろいぞ。加えて今回は、あの大祭司とやらに僕が少しばかり道具を貸してやっている」

　土埃がついた裾すそを払い、劫は冷笑した。

「ただそれでも──冥界公主らしき娘と、彼女の寵ちよう愛あいを受ける守護者の相手が務まるかどうかは未知数だがな」
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　日没後の暗さの中、濡れたようにわずかに光る階段をのぼり切ると、打ち捨てられた陵墓に至いたる門が視界に迫ってきた。

　華か表ひようと呼ばれる、陵墓にはつきものの装飾的な柱が、道の左右に直立している。

　周りには、いくつもの不自然に大きくて歪いびつな形をした石の塊かたまりがあった。朱す雀ざくや飛ひ馬ばや兵へい士しをかたどった石像が、長年の風雨に削けずられたなれの果てだ。半なかば形を失いかけても独特の威圧感を放っている。

「ある意味では完成しているな」

　ひどく寒々しい静けさの中、峰ほう桜おうがぽつりと言う。薄闇の中、穢けがれを知らない衣裳の白が凜りんと映はえる。

「たいていの人間は、ここで回れ右をして帰るだろう」

「……幽鬼が見えなくても、さすがにこの濃密な瘴しよう気きを前にしては、身体が拒絶してしまいそうですね」

　ある意味では完成している。──師の言葉の意味はつまり、生者の立ち入るべきではない領域として熟じゆくしすぎているという意味だ。

　彼女は幽鬼の持つ独特の気配や瘴気といったものに慣れてしまっているが、それでも並の人間ならばここには昼でも近づかないだろうと予想できた。空気が澱よどみすぎている。

　人工的に切り開かれた山頂を、影絵のように彷徨さまよう幽鬼たちを眺めて、朧ろう月げつは神しん妙みように顔をしかめた。

「この陵墓を造るのに犠牲になった方なのか、麓の村で亡なくなられた方なのかはわかりませんが……幽鬼が相当に集まっていますね」

「両方だろう」

　峰桜が冷静に答えた。

「水辺ほどではないが、山は幽鬼が集まりやすい場所だ。特に古来は山そのものが祈りの対象とされていたこともあって、死者と生者の世界の境目とみなされていた。加えてここは陵墓を建てようとしていたんだろう？」

「はい。予想はしておりましたが……あまり、いい場所ではありませんね」

　ため息じみた言い方になった。

（蒼そう刻こくさんたちは、どうしているのかしら）

　精神的に鍛きたえられていれば、この場に満ちる負の影響を受けないだろうが、すでに彼らの気配を負えないので不安になる。

　そのとき、白虎がゆっくりと頭をもたげた。鼻をひくつかせて、言う。

「蒼刻たちは、特に交戦することもなく内部に潜入したようじゃな」

「においでわかるのですか？」

「音もある」

　縞しま模も様ようの耳もぴくりと動いた。

「今のところ戦いの物音はなく、骸むくろや血のにおいは感じられん。時間の問題だろうが」

　低く重みのある美声の迫力もあって、余計にぞっとする御言葉である。

「においは、何種類かの香こう木ぼくと、薪まきが焼かれるにおいが圧倒的に強いのう」

「じゃ、儀式とやらにまだ踏みこんではいない感じっすかね」

　と星せい彩さい。

　話が脱線しかかったところで、峰桜が不ふ機き嫌げんそうに言った。

「それよりも、あの木こ立だちの陰あたりに人気はないか確かめろ。隠れ場所を確保してからでないと、弟で子しは死ぬほど鈍どんくさいわ虎の巨体は目立つわで気が気ではない」

「ふむ。仰おつしやるとおりですな」

　鋭い物言いにも煽あおられることなく、白虎はしみじみとうなずいてみせた。

　と、彼の毛並みがざわりと波立つ。

「張ちようさん。どうかしました？」

　いち早く星彩が声をかけると、張さんは眉み間けんのあたりに深いしわを寄せた。

「いや──森の中からも、煙に似たにおいがしたので疑問に思ったのだが、見たところ危険はなさそうじゃ。行こう姫」

「煙、ですか」

　反射的に繰り返したのは、[image: 〓]せい教きようの祭儀が火をことさら奉ずるものだからだ。

　しかし白虎の言うとおり、周囲の幽鬼にも（朧月の判断基準では）おかしな様子が見られないので、無む駄だに怯おびえている場合ではないと思い直して移動した。松たい明まつをつけるわけにはいかない隠密行動なので、夜目のきく張さんの背をお借りするだけだが。

　ふと見上げれば、真円の月の光が、陵墓を煌こう々こうと照らしている。

　それが何者かの瞳のように思えて、ぞっとする。

（……蒼刻さんたちのほうは、順調かしら）
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　陵墓の中には、月明かりも届かぬ暗闇がたっぷりと溜まっており、霊れい符ふのわずかな灯あかりを頼りに進むと夜の海を泳いでいるかのような心地ここちになる。

　床は石で乾いた砂が吹きこんでいるので、足音を殺しきれないが、どこからか細く聞こえる式歌や楽の音に紛まぎれこめてはいるようだった。今のところ、見張りらしき者には遭遇していない。

　ふと、視界が明るくなった。

　陵墓の中央を貫く、神道と呼ばれる大だい回かい廊ろうに出たのだ。

（廃はい寺じ院いんの人間のお陰か）

　壁に真新しい松明台が等とう間かん隔かくにとりつけられており、そこに簡単な道術によって炎の持つ時間を伸ばした松明が灯されている。

「万ばん里り」

　霊符の灯りを消すように言おうとしたが、聡さとい万里はすでにそうしていた。

　未完成のまま打ち捨てられたというが、空間の基本的な部分はほとんど完成しているように見える。

　壁には緻ち密みつな線彫りで、四季の花、虎や馬、朱雀をはじめとする神獣や白はく澤たくのような霊獣が描かれている。この陵墓に眠るはずだった皇帝が、狩りや旅、酒しゆ宴えんに興じている画もあった。

（……だれもいないな）

　侵入者を妨さまたげる呪じゆ詛その罠わなもあったが、持参してきた霊符で対処できた。

（もちろん来らい将軍のほうが安定してるが……特定の呪詛には、朧ろう月げつの作ったやつのほうが効ききやすい気がするのは、俺の欲目か？）

　と。

　別の入り口から潜入していた隊からの伝令が、影絵のように現れた。

「地宮を調べ終えました。が、人質はいません」

「そっちには、[image: 〓]せい教きようが構造に手を加えた痕こん跡せきは？」

「ありません」

「──ならやっぱり、ほかの部分も記録どおりだろうな」

　当時の陵墓において特徴的なのが「地宮」の構造だ。

　つまり地下宮殿である。

　真珠と宝玉で飾りたて、天てん井じようには太陽と月と星がめぐる天文図を描き、床ゆかには河の流れや海の波は濤とうを刻きざむ──という計画だったらしい。人力だけなら途と方ほうもない月日と労力が必要になるが、当時は今よりも優秀な道士が数多く残っていたため、彼らの不可思議な術のお蔭でかなりの楽ができたらしい。

　伝令が言う。

「記録にあったとおり、墓室には水銀を溜めた壺つぼが大量に残されていましたが、敵が利用した形跡はありません」

「……ここがもし計画どおりに造られていたら、地宮の川や海もどきには水銀が満たされていたわけか」

　想像するだけでげっそりする。

　今でこそ水銀の毒性は明らかにされているが、一時期は不老不死の神しん丹たんの材料になると信じられていたのだ。

　仮に水銀の川と海が実現していたら、ここに踏ふみこむこと自体ためらわれただろう。

　想像したのか、報告を聞いている間じゅう、傍かたわらに立つ万里はずっと渋じゆう面めんだった。

「やっぱり奥か」

「……だな」

　陵墓の奥──つまり北に向かって進むと、皇帝の骸が葬ほうむられるべき宝城に行きつく。

　その手前に、明めい楼ろうという半地下の建築がある。

　本当なら墓守が、皇帝の冥めい福ふくを祈るためにさまざまな供く物もつを捧げたり、季節の祭さい祀しを行うための場所だ。

　楽の音ねは今や、間違いなくそちらから聴こえているのだとわかった。

「式歌がもう三章目に入ってる。万が一に備えて急いだほうがいいかもな」

　万里の助言が決定打だった。

　伝令係に「明楼で集合する」という言葉を預けて走らせ、蒼そう刻こくたちはひと足先に、敵の本陣に飛びこむことに決めた。

　さらに大回廊を進んでいくと、鼓こ楽がくの音色が次第にはっきりと聞こえるようになった。

　耳慣れぬ旋せん律りつには、不用意に聴いていると意識をじわじわと塗ぬり潰つぶされるような不安な響きがある。

「洗脳の効果でもありそうだな」

　思わずぼやくと、万里に驚いたような顔をされてしまった。

「ないとでも思ってたのかい少年」

「……マジかよ」

「半分な。人の精神を陶とう酔すいや興奮に誘いざなうよう計算はしてる」

「えげつねえな」

　やがて大回廊が途切れ、いったん外に出る。行く手に、屋根瓦がわらのすっかり剝そげ落ちた三重の塔があった。明楼だ。

　あちこちが崩れ古びてはいるものの、ちょっとした離宮のようにしっかりとした造りをしている。すでに色あせた壮そう麗れいな装飾の名残りが物悲しく映るのは、冴さえた月光が細部の崩壊まで浮かび上がらせているせいか。

　足音をひそめて回りこみ、崩れた壁の隙間から、明楼の内部をのぞきこむ。

　天井の高い、広大な空間だった。

　中央にある白い石を積み上げた巨大な炉は、おそらく[image: 〓]教側が作ったのだろう。

　松や桂かつらといった香木、色とりどりの絹の布といった捧げものが、獣皮や織物の上に並べられている。壁かべ際ぎわには、白装束を着せた人形が無数に並んでいた。

（あれはやっぱり──動くのか？）

　炉から少し離れた場所には、白装束をまとい不可解な仮面をつけた者たちが並び、憑かれたような一途さで楽器を奏かなでていた。

　しゃらんと鈴が打ち鳴らされた直後、そこにふわりと歌声が重なる。

　──火を。

　──火をもって我らが神に祀る。

　そう聴こえた。

　窓から月光を巧たくみに取り入れる構造になっているらしく、明楼内部は不自然に明るい。真昼の陽光とは異なる、どこか病的な青白さで照らされた空間は、ともすればこの世の外の世界じみていた。

　ゆっくりと空間を見回していた蒼刻の視線は、ある一点で釘付けになった。

（葉冬泉）

　見覚えのある少年が、獣皮の敷物の上に横たえられている。

　最後に見たときとはまるで異なる装いだ。

　華奢な身体を包むのは白装束だが、他の信徒のそれとは異なり、腰帯だけが紅あかく映えるものだ。長い暗褐色の髪はほどいて櫛くしを入れられており、また少年らしい向こう気を宿すことのある双眸が閉ざされているためか、庇ひ護ご欲よくを誘う乙女おとめにしか見えない。

　が、ともかく、生きている。

　呼吸とほんのわずかな身じろぎを確認して、蒼刻は同行者を小声で呼んだ。

「雄ゆう飛ひ、朱しゆう義ぎ」

　闇の中で、二人の気配が動く。

　雄飛は実戦経験が浅いことからくる緊張と、友人である冬泉を心配していたために。

　朱義は蒼刻への反発のために、これまでほとんど口をきいていなかったのだ。

　蒼刻は簡単に告げた。

「突入したら、おまえたちは葉冬泉の安全を最優先に確保して、外で待機している張さんたちのところまで届けろ。俺と残りの連中で、敵を引きつける。質問は？」

　雄飛が声をひそめて言った。

「情報屋さんは一体どうされるんです？」

「──あいつは俺の補佐だ」

　噓ではないが事実のすべてでもない、という答えを蒼刻は選んだ。

　万里は実は、信徒たちに降伏をうながすための説得要員なのだが、それを説明するには彼が元は[image: 〓]教の信徒だったことを明かす必要がある。

　もはや[image: 〓]教が敵となった以上、あまりその事実を広めたくないという打算が蒼刻にはあった。今後、万里を副官に推すい挙きよしづらくなってしまう。

　雄飛は素直にうなずいてくれた。

「了解です。先輩も無茶はしないでください、朧ろう月げつさんが泣きますよ」

「言うようになったな」

　許嫁いいなずけとの関係が安定したらこれかよ、と場違いに頰がゆるんだとき、かすかに舌打ちが聞こえた。もちろん朱義である。

　視線が突き刺さってくるのを感じたので仕方なく振り向けば、こっちを見るなというように顔を背そむけられる。なんなんだ面倒くさいとは思ったが、この場の束たばね役は自分だ。

「曹そう朱義。不満や疑問があるなら今のうちに聞かせてもらわないと困るぞ」

「そういうものはねえよ」

　即答。

「あの忌いま々いましい凶きよう手しゆへの意趣返しをおまえ一人が引き受けるのは業ごう腹はらだが、俺とおまえで連れん携けいしてうまくいくとはとても思えないからな」

「……めずらしく意見が合ったな」

「ただ──負けたら殺す」

「やれるもんならな」

　叱しつ咤た激げき励れいなどという温かいものではない、と蒼刻は理解した。

　朱義は、あの凶手に殺された配下の仇かたき討うちをしたい気持ちを吞のみこんで、双璧の指示に従っているのだ。蒼刻が役割を果たせなければ、容よう赦しやなく軽けい蔑べつされるだろう。

　懐ふところにある物の位置を確かめてから、蒼刻は仲間をもう一度振り返る。一番年下の雄飛をふくめて、武官たちがうなずく。明楼の朽くちかけた扉の前へと移動する。

「出るぞ」

　言げん下か、両開きの扉を体当たりで開けて、中に突入した。

　集まっていた白衣裳の信徒たちが、一瞬硬直して、それからざわめく。国軍の者だが抵抗しなければ危害は加えない──と蒼刻が説明する前に、荒事担当らしき者たちが武器を手にしはじめる。

（あいつは──）

　朱義を先頭にして、武官たちが互いの背を守る陣形をとりながら突き進む。

　怒号と金属音が激しくなる中で、蒼刻が先ほど様子見をしていたときも姿の見えなかった男を捜してしまうと──

「よう。遅かったな」

　呼ばれたように、真紅の凶手が、蒼刻の行く手に音もなく現れた。
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　腰の刀を意識しながら、蒼そう刻こくはすぐそばでとっさに構えようとする万ばん里りに告げた。

「俺の領分だ。あんたは、あんたの役目を」

「──そうだな」

　うなずきながらも凶手への警けい戒かいを解とけない万里の心情は、蒼刻にもよくわかった。

　しかし是ぜ空くうは本当に、葉よう冬とう泉せんを助けにいった者たちを邪魔しなかった。むしろ雄ゆう飛ひらを一いち瞥べつした目には、早く行ってやれと書いてある。

　子供好きというのは本当らしい。

　戦闘狂きようがそれだけは通す仁義めいたものを信じがたいが信じる以外になくなり、蒼刻はやや複雑になりながらも、先ほどの言葉に言い返してみせる。

「待たせて悪かった。言っとくがあんたに身体にヒビ入れられたせいだぞ」

「その程度で済んだのか？　運がいいじゃないか」

「お陰さんでな」

　二人が向き合う場所だけ、祭さい壇だんで浮かれ舞う炎の熱からも、周囲の狂ったような喧けん騒そうからも切り離されたような感覚をおぼえる。

「で。反撃に来たのか？」

　是空は酒しゆ楼ろうで顔なじみに逢あったかのような、まるで気負いのない口く調ちようで問うてきた。

　自分だけが身構えるのも癪だが、この相手に意地を張れる余裕はない。

　腰帯の刀を意識しながら、蒼刻はかぶりを振った。

「別にあんたを目的にして来たわけじゃない」

「正しい考えだ。判断力を失くしたやつから死ぬのが戦場だからな」

　そこで是空はふと、周囲の蜂はちの巣をつついたような狂乱を眺ながめわたした。彼らしいとは思えない遠い目をする。

「俺がどうやって死んだかは知ってるか？」

「知らない」

「だろうな、彩さい児じとも最さい期ごはバラバラだったし」

　彩児。星せい彩さいの生前の名だ。

　朧月とも話したのだが……是空も星彩も、男女の仲のようにも家族のようにも解かい釈しやくできてしまう独特の親しみをもって名を呼ぶものだから、こちらは無駄にやきもきとする。

「俺は彩児の恋人には嫌われてるのかな？」

「知らねえよ。でも張ちようさんは、嫉しつ妬とでどうにかなる性格じゃないってことだけは教えといてやる」

　下世話な疑問など抱いている場合ではない。蒼刻は己を引き戻した。

「まあこれが最後だから、思い出話に付き合ってやってもいいぞ」

「さすがは育ちのいい坊ちゃんだ。余裕がおありで」

　冷静な顔つきを保とうと努めていた蒼刻が思わず渋面になったのは、是空の無礼とまではいかないが妙に煽あおるような口ぶりのせいだ。

　やはり兄に似ている。獰どう猛もうで饒じよう舌ぜつで、奇妙に清すが々すがしい。

「俺が死んだのはまあ、簡単に言ってしまえば殺しすぎたせいだ。俺に何度か暗殺を依頼してきたさる名家から、逆に軍勢を送られた。俺と配下は彩児を入れても十人もいなかったってのに、三百人もよこしてきた。手厚い歓迎だろう？」

「手厚くて、手荒いな」

「しかし礼儀作法のなってない連中でな。俺がときどき街に行って武術を教えていた子供を人質にした」

　同情を引くための昔語りではないと百も承知なのに、蒼刻の胸に靄もやがかかる。

　だが声は淡たん々たんとしたものを保った。

「そのせいで、あんたは抵抗できずにやられたのか」

「いや、毒杯を飲まされた。飲めば子供たちは逃がすと言われたら飲むしかないだろう」

「……遠回しなやり方だな」

「どうやら俺に近づくのも怖こわかったみたいでな。熊でも死ぬ量の十倍の毒、とか言ってたかな。もちろん飲み干してそのまま死んだわけじゃなくて、子供を楯たてにするような腰抜けの屑くずはきっちり皆殺しにして差し上げたが」

「あんたは人間か」

　まじめに正気を疑ったが、趨すう勢せいを引っくり返すのに最上の一手ではあった。

　熊が即死する毒を飲んだ人間に刃向かわれたら、だれもが混乱する。現場にいた人間からしたら骸が動き回っているも同然だ、恐慌状態になってもおかしくない。

　狼ろう狽ばいする敵の命を狩るのは、この真紅の凶手にしてみれば鼻息程度の作業だろう。

　是空は大して得意がるでもなく続けた。

「さすがに毒が回ってたから、直接手にかけられたのは三十匹くらいだ。残りは俺の隠れ家に溜めこんでおいた火薬で、華はな々ばなしく火か葬そうにしてやったが」

「隠れ家もろとも爆死させたってことか」

　十二分に怪物だ。是空一人を殺すのに、三百人。そして星彩もその殲せん滅めつ戦せんのさなかに死んだのか、と想像したときだ。

「だからな」

　不意に是空の声が重みを増した。蒼刻は、全身から冷たい汗が噴き出すのを感じる。

「最後の最後に俺を殺したのは、毒だ。戦いの中で死にたかった俺としては、それだけが未練だった。だからこうしてあの『殿下』に付き合ってるわけだが」

「殿下？」

　じわりと濃度を増す殺気を浴びせられながらも、蒼刻はその単語に反応していた。

　今の神しん華か国でそう呼ばれる人間は限られている。是空は、まるであだ名なでも呼ぶみたいな気楽さで殿下と口にしたが……。

（ただのあだ名じゃない）

　直感する。

　だが、その事実からはいったん意識を外はずした。

　今悩んで答えが出ることではない。しかし必ず生きて持ち帰って、皆の意見を求めなくてはいけない。

　相手の目を見み据すえれば、ぞくりとするほどの殺気と戦いの昂こう揚ようが熱い血潮と一緒くたになって身体を流れ出す。刀を抜く、と意識する前に蒼刻は地を蹴った。自ら相手に向かっていく。

　金属音。

　身をひねり、全身の体重をのせた蒼刻の一撃を、是空は刃か何かを仕込んだ腕の籠こ手てで受け流す。まともに受けていれば骨折は免まぬかれないはずだが、そんなヘマはしない。一切の間を置かずに蒼刻のこめかみを抉ろうとする。あしらわれた刀を引き戻すようにして、蒼刻は体勢を立て直し、攻撃を紙一重ひとえでかわし、逆に相手の腹に膝ひざ蹴げりを叩きこむ。

　だがその寸前に、左肩に是空の掌しよう底ていが入っていた。直撃だけは避けたが、あえなく吹っ飛ばされる。

　床を転がり、すぐに起き上がるが、無理に治したばかりの骨が悲鳴を上げた。

「ッ……」

「今回はずいぶんとやる気じゃないか。そうこないとな」

　是空の瞳が、声が、先ほどまでにはない熱を帯びる。

　……今の攻防だけで、数刻も打ち合ったかのように精神力を削けずられていた。

　が、以前のように追い詰められた心地にはなっていない。むしろ、ここからが本領だと自信をもって言える。

　体格の差は、得え物ものの違いで十二分に埋められる。間合いに大差はなし。

（あとは経験と実力と──あいつが幻げん身しんだってことか）

　幻身。

　来らい煌こう言げんが調べたとおりなら、是空を甦よみがえらせた術者を殺すか、幻身の核となる部分を完全に破壊するほかない。生前とほぼ同じかそれ以上の力を持つ肉体は、霊力の塊だ。普通に傷つけるだけでは追い詰められない──

（斃たおせる方法がわかっているだけマシだ）

　それでも、強がりではなく、そう思う。

「あんた、無駄に愉たのしそうだな」

　果か敢かんに言い返してみせれば、是空の笑みが一段と深くなった。

「負けるかもしれない戦いのほうが愉しいのは世の摂せつ理りだ。が、困ったな」

　獅し子しでさえ震え上がりそうなほど獰猛な光を双眸に宿しながら、是空はまるで子供のような無邪気さではしゃいでいた。

「殺すには惜しい、という気持ちを覚えたのは初めてなんだよ」

「……光栄だね」

　半分は本音だった。

　善か悪かで言えば悪という相手だが、悔しいが戦士としては敬意を抱かずにおれない。

　視線を外さぬまま、蒼刻は再び刀を握り直した。

　──地面が揺れたのは、そのときだった。
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　適当に腰を下ろした石の表面が、朧ろう月げつの体温でぬるくなりつつある。

　木立の中にぽかりと開けた一角からは、真円を描いた月が照らし出す廃はい墟きよじみた陵墓がよく見えた。夜風は生なまぬるく、さすがの星せい彩さいも思うところが多いのか物もの憂うげに口を閉ざしているため、沈黙の中で時間の経過ばかりが気になりがちだ。

　もどかしい想いで膝の上の両手を握っては開いてを繰り返していたとき、白虎がふと顔をめぐらせた。低い声でつぶやく。

「状況が変わったようじゃな」

「え」

「足音、怒ど号ごうに金属の音……戦いの音が聴こえる」

「……楽の音も続いておりますが」

　儀式に乱入はしたが完全に中断はさせられなかったとか、そういうことなのだろうか？

（蒼そう刻こくさんたちは……）

　はらはらしながら見守っていると、陵墓の門から見慣れた姿が飛び出してきた。

「あの子は──」

　星彩がつぶやくのにかぶせるように、朧月は声を上げていた。

「──雄ゆう飛ひさん！」

「俺です！　冬とう泉せんを連れ戻せたので、看みてもらえますか!?」

　関かん雄飛。蒼刻を慕したう数少ない後輩にして、葉冬泉とは友人でもある。

　彼は愛用の槍やりを背に負い、両腕でもって小柄な友人の身体を抱えて走ってきた。葉冬泉はどうやら意識もない様子である。
















　朧月が張さんと一緒に急いで広げた毛布の上に、冬泉を横たえてもらう。

　それから峰ほう桜おうの指示どおり、横向きに寝かせた少年の具合を確かめていった。

「頰を叩いてみろ」

「わ、わたしがですか？」

「ほかにだれがいる。──この少年は薬か香で眠らされているようだが、刺激にも反応しないほど意識がなくなっていると治療をするにも危険が大きい」

　腰が引けている場合ではない、ということだ。

　枕でさえ殴なぐったことがないのにと途と方ほうに暮れながらも、朧月は意を決して手を上げた。

　ぺちん、と叩けばしっとりとした頰の感触が返ってきて途端に罪悪感が湧くが、彼女の師は容赦なく「もっと強くだ」とせっついてくる。えええええと内心うめきながらも何度か冬泉の頰を叩くと、やがて彼はかすかに身じろいだ。

「……ん」

　しかし歓かん喜きした雄飛と二人がかりで名前を呼んでも、覚醒する様子はない。

　身体を締めつけていそうな衣服の留め具をゆるめてあげたりしながら、朧月は傍らの師に再度こっそり訊ねた。

「どう……でしょう？」

「命に関わる毒を飲まされた形跡はないようだ。──定期的に声をかけ、本格的な処置は意識を取り戻してからだな」

　よし、という峰桜の言葉にいったんは安堵して、朧月は通訳がわりに雄飛に「命は無事です」と教えた。

「雄飛さん……ところで、蒼刻さんたちは」

「先輩は、例の凶手と戦っています」

　思わず息を詰めてしまう。想定内というか、逢わずに済むなんて期待はしてもいなかったが、現実に蒼刻が交戦しているのだと思うと途端に胃が痛くなる。

　暗い表情になるのに耐えきれず、みぞおちのあたりを押さえたときだ。

「朧月さん」

「は、……はい？」

　雄飛から直接声をかけられることはほとんどないので、つかのま反応が遅れた。

　彼はたじろぐほどまっすぐな瞳で、朧月を見つめて言った。

「俺、先輩は負けないと思います」

「────」

「俺だって武官なのに、こういう言い方すると他力本願みたいに聞こえそうで本当は微妙ですし、あと直感だけで物を言うのよくないって思うんですけど……。俺、ああいう相手には先輩が負ける理由がないって信じてます」

　熱のこもった声だった。

　決して、弱気で怖がりな相手を心強くさせるためだけの口先の言葉ではない。

　それに煽られるように、自然と朧月も口を開いていた。

「わたしも信じています」

「よかった。──……じゃあ俺、そろそろ戻らないと。冬泉のこと、どうかよろしくお願いします」

　大きくうなずき、雄飛は愛用の槍を握り直すと、再び陵墓へと走って行った。

　彼の背中が消えていったところが、安全の確保された出入り口か。

　胸が重たい、と思いながらそちらを見つめていると──

「……？」

　違和感があった。

　程なくして、身体が揺れる感覚が気のせいではなく、大地そのものが震えているのだと察した。

「地ち殃おう──」

　古代には世界が滅びる兆きざしとも謳うたわれた異変。

　嫌な予感などという生なま易やさしい言葉ではない寒気に襲おそわれたのと、山頂をぼんやり彷徨さまよっていた幽鬼たちに変化が起きたのはほぼ同時だ。

　どこを見ているのかさえ虚ろだった表情が突とつ如じよとしてゆがみ、そしておぞましい恍こう惚こつのそれへと変へん貌ぼうする。顎がもげんばかりに口を開き、獣のように叫ぶ。異常としか思えぬ絶叫と咆ほう哮こうが山中の静けさを粉々に打ち砕くだき、まず真っ先に耳の鋭い白虎があまりに耐えがたい不協和音で地面にうずくまった。両耳をおおった星彩と峰桜も動けなくなっている。

　その中で、朧月はただ一人、その声を拾い上げた。

　──我があるじ！

　──我が君！

　死者たちの従属を誓いながら慈悲を求める響きが、不思議とすんなり胸に落ちる。

　黒こく烏う州の姫君という肩書きこそあれ、かしずかれることが当然という暮らしはしてこなかったのが姚よう朧月だ。

　だがこれまでの異質な経験が、彼女に教えていた。

　周囲で狂乱の宴を繰り広げている彼らは、おまえになら掌しよう握あくできるはずだと。

　脳のう裏りに声が甦る。

　──『逃げられるとは思うな』

　ざらつく砂の味がするその響きを、蒼刻のはっきりとした声が押しのける。

　──『元から珍獣のくせに今さら何言ってやがる』

　朧月の口元には、いつしか微苦笑が浮かんでいた。

　自分は逃げ足の遅い珍獣だ。だとしても守ってくれた異母兄あにがいて、友人がいて、構わないと言ってくれている人もいる。十分すぎるほど恵まれている。

　今もっとも恐ろしいのは、真紅の凶手と戦っているはずの青年の敗北だ。

　自分の異能のおぞましさなど、とうの昔に受け容いれていたはず。

　──『消さないで』

　なぜなのか昔自分が言ったことを思い出しながら朧月は、今や数百も集まり、呪じゆ詛そじみた言葉ばかり撒き散らして漆しつ黒こくの妖異へと変貌しかけている幽鬼たちを見据えた。

　翡翠色の瞳が、月明かりの下で澄んだ美しい輝きを放つ。

「心を鎮しずめてください」

　今の希望を端たん的てきに告げれば、我われを失いかけていた幽鬼たちが、はっとして静止する。

　幽鬼はぎこちなく視線をずらし、夜の底に朧月の瞳を見つけた者たちから、一人また一人と元の姿をとり戻していった。そうして百を数えるほど待てば、山中は元のとおり静まり返り、ただ一人の少女を畏れるように頭を垂れた幽鬼ばかりとなる。

「……後は、自由に」

　それ以上に拘束する気もなく、またかしずかれても困るだけだったのでそう告げれば、幽鬼たちは戸惑いながらも散り散りにその場を後にする。

　脱力感と、何かを手にしたような感覚。

　素直には喜べないが、ともかく友人たちの無事を確かめようと振り返った。

「大丈夫ですか？」

「……耳がよいのも時には考えものじゃな」

「朧月ちゃんに助けられましたねえ」

　二人は驚きながらも褒めてくれている様子だったが、峰桜だけは複雑そうにこちらを見ている。

　師に声をかけようとしたときだ。

「──朧月さん、ですよね？」

　覚えのない声に、耳慣れない呼ばれ方をされたので、一気に現実が戻ってきた。

　はっとして振り返った朧月は、現れた黒衣の人物を茫然と見上げる。

「……張ちよう宝ほう？」

　常にはっきりとした口調を好む峰桜が、らしくもない、夢でも見たかのような声をこぼしていた。

　無理もない。石段を昇ってきたのは、峰桜の弟の一人だったのだ。

　以前は腰を過ぎるほどもあった黒髪は胸元あたりの長さで断ち切られ、表情も別人かと思うほどに穏やかだが、間違いない。陽光を知らぬような白い肌は相変わらずだが、心なしか病的な雰囲気は薄らいだように思う。

　琥珀色の瞳とかち合うと、どこか儚はかなげに微笑ほほえまれた。

「張宝さん……？」

「はい。今は、宝ほう玉ぎよくと名乗らせていただいておりますが」

「……すみません。事情がさっぱり吞みこめないのですが」

「そうでしょうね」

　宝玉と名乗った青年はかすかに首をかしげ、不安そうにまつげを伏せる。

「私と弟の張ちよう梁りよう──今は弟も違う名を名乗っているのですが──は、護ご花か七しち将しよう軍ぐん筆頭に身柄を預けられました。……もちろん神しん華か国に禍わざわをもたらした罪が消えたわけではなく、代わりに死ぬまで国軍の裏の用を担になう誓いをかわしていますが」

「国軍の……。では、《花影》ともまた違うのですね？」

「私たちと一緒にしては失礼になります。《花影》は皇族守護の誉ほまれ高い一族ですが、私と弟は罪人ですから」

　とりたてて悲観的ではない、さらりとした口調で宝玉が言うので、朧月も中途半端な同情ができなくなる。

　なんと言えばいいものか悩みながら視線をずらし、ちらりと師の反応をうかがった。

　峰桜は、一度ゆっくりと目を閉じた。

「……生きていて、そういう表情ができるのならば十分に過ぎる」

　自分の命を擲った過去を持つ彼が言うと、それはひどく重いけれど、同時に途方もなくやさしい何かに満ちていた。

　が。

「などと殊しゆ勝しようなことを私が言うと思うのか、愚か者」

　なぜか唐とう突とつに怒られた。

「私が弟たちについて喜ぶ点があるとすれば、月げつ蝕しよく領りようを離れても居場所を得られたことくらいだ」

　不可解な豹ひよう変へんぶりに、朧月はぽりぽりと頭をかいた。

「ええと……結局、喜んではいるのですよね？　お師さまも」

「短絡的にまとめるな」

「単純に翻ほん訳やくしたつもりだったのですが」

　嚙かみ合わないやりとりに、ぷっと噴き出したのは、あろうことか宝玉だ。

「幽鬼なのに、お元気そうで……というのも微妙ですが、兄上もそれなりに自由にされているのですね」

「え。宝玉さまにも視えるのですか？」

「……月蝕領の獣の影響を長らく受けていたせいでしょうか。兄上は見えます。ほかにも魂魄だけの方が？」

「あ、はい。ここに」

　と星彩のいる位置を指さしてみる。

　しかし宝玉は目をすがめるようにしても、彼女のことは視認できないらしかった。

「やはり、あなたの『双そう界かいの瞳』とはわけが違うのでしょう」

「そのようだな」

　つぶやき、峰桜が弟へと手を伸ばす。直接ふれることのできない指先が、宝玉の額ひたいのあたりをまさぐった。

「……あの獣に支配された影響は、意外と薄くて済んだようだな」

　それが彼なりの「よかった」という言葉であることは、弟である宝玉が一番よくわかっているようだった。

「ときに。あなた方は、これからどうするつもりですか？」

「──あの……わたしを陵墓にこっそり連れて行ってくださらないでしょうか」

「馬ば鹿かか君は」

　でしょうか？　という語尾にかぶせる勢いで、峰桜が反応したが。

「あたしも行きたいんですけど」

　星彩までそう言いだすと、さしもの毒舌道士でも簡単には却きやつ下かしづらい空気が流れた。

「燎りよう」

　意見が一応まとまったらしいと判断して、宝玉は連れを呼んだ。

　彼の視線の方向を見れば、頰に刺青いれずみめいた紋様のある青年がいつのまにか木のそばに立っていた。兄と同様の黒衣をまとっている彼は、かつては張梁と名乗っていた青年凶手だ。

「私はこの少年を介かい抱ほうしているから、彼女を守ってあげてくれるか？」

「…………」

　張梁──もとい燎は無言でうなずく。朧月が「よろしくお願いいたします」と頭を下げると、彼はなんとも言えず居心地の悪そうな様子になった。

　気が進まないのではなく、こうして何かを頼まれ感謝される立場になじみがないのかもしれない。元は、一族のために主に手を血で濡ぬらしてきた青年だ。しかしながら生前は三人の兄弟を見守る立場にあった白虎は、素直にうれしそうにしている。

　久しぶりに出逢うこと自体がこそばゆいらしく、燎は視線をそらしぎみに言った。

「……俺のそばを離れないように。内部の構造は、わかっている」

「はい」

　うなずき、陵墓を見上げる。

　あの場所でわたしの力が使える。予感などという生易しいものではない直感があった。
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　炉の炎が照らす楼内で、蒼そう刻こくは骨まで凍こおりつきそうなほどの殺気の只ただ中なかにいた。

　刀を握り締め、数歩の距離を一気に跳んで詰める。是ぜ空くうの目が、こちらの動きを恐ろしいほどの精度で捉とらえる。読まれたという戦せん慄りつを振り払い、強引に軌き道どうを変えた太刀筋が深紅の髪を少し裂いただけに終わり、代わりに必殺の手刀が蒼刻の右目を狙ってくる。

「ッ……！」

　引き戻した刀の柄でかろうじて相手の腕を跳ね除のけた。崩した体勢を立て直そうとした蒼刻の停滞の間に──

　是空の姿が消える。

　その体軀とは不釣り合いな俊しゆん敏びんさでもって、凶手は蒼刻の死角に移動していた。

　振り返る。大きな影が目の前にあった。拳が空を切るおぞましい音でとっさに上体をそらした蒼刻の、一瞬前まで首のあった位置を、是空の攻撃が抉えぐった。かわしそこねていたら首の肉をもがれていただろう。

　蒼刻が下方から振り上げた刀を是空が籠手ではじき、二人とも石の床を削っていく勢いで吹き飛ばされる。

　いったん開く間合い。

「──おまえ、いずれは護ご花か七しち将しよう軍ぐんになる身なんだって？」

　是空が籠手の具合を確かめながら言う。だれから聞いたんだ？　と蒼刻は思った。

「おまえと同等かそれ以上に強いやつがいる、というのは愉たのしそうだよな」

「今は俺に集中しろよ」

「してるとも。ここまで俺に食らいつけるのはおまえが初めてだ」

　──武器の利点もなく、純粋な体術のみでここまで蒼刻と渡り合えるのは、兄を除けば是空が初めてだ。

　だがそんな感かん慨がいよりも、これまでの戦い方で自分の狙いがバレてはいなさそうなことに蒼刻はひそかに安あん堵どした。

（心臓、か）

　幻身の弱点──というより幻身を必ず破壊できる条件を、来らい煌こう言げんは突き止めていた。

　身体をいくら斬り裂いたところで、純粋な霊力で形成されたモノだから血すら流れず意味がない。だがその霊力を人の姿に練り上げて維持させるには、霊れい符ふなり呪じゆ言ごんを刻きざんだ石なり核になるものを必要とする。粘ねん土どの人形を立たせるために、棒を芯しんにするように。

　それを破壊すれば、幻身は維持できなくなる。

　……というのは知っていたが、もちろん心臓ばかり集中して狙っていては、是空に警戒されてやりづらくなる。蒼刻には、幻身の弱点を知らないかのように演技しながら、是空を斃すことが望まれていた。

（腹芸は苦手だって言ってるのに）

　舌打ちする。

　心臓を狙うどころか、単にひと太刀入れるのにさえ代だい償しようの必要な相手だ。

　だが一方で、蒼刻の心身は滅めつ多たにない死闘に昂たかぶりきっている──

　──周囲の戦況が変化したことを、蒼刻はだれあろう、是空の助けによって知った。

　彼がふいに懐から投擲した、小ぶりの匕首。蒼刻を狙ったと考えるには大はずれもいいところのそれが、後方で何かに突き刺さる音がした。はっとして視線をずらせば、白衣裳が一体、壁に串刺しになっている。

　見れば、壁際にでたらめに並んでいた白衣裳の人形たちが数十体も動きだしていて、数で劣おとる朱義たちを包囲しつつある。

（白衣裳の人形に、魂魄が入りこんだのか。だがそれにしたって多すぎる──）

　蒼刻は舌打ちした。

　先ほど大地が揺れたのは、やはり大がかりな道術の影響だったのか。

　是ぜ空くうと向き合うので手一杯だったし、白衣裳も殭屍キヨンシーと同じかそれ以上の霊力を必要とするため、一度にそう何体も操れるはずがないと予想していたのだ。この山はよほどの霊山なのだろうか……。

「無ぶ粋すいだな」

　舌打ち。

　蒼刻と対峙していたときの機嫌のよさはどこへやら、是空の声が低くなる。

　少し離れた場所にある長身が、実際以上に大きく見えた。

　そのとき、ぞわりと蒼刻は総毛だつのを感じた。眼帯の下で右目が奇妙に熱く疼うずき、警告のようなそれに促うながされるまま背後へと大きく刀を振るう。乾いた泥の塊を叩き切ったような手ごたえと共に、こちらに迫ろうとしていた白衣裳が胴で真まっ二ぷたつになる。

　その直後に左右から突きつけられた槍を跳んでかわし、新たな白衣裳の頭を思いっきり踏みつけにして、蒼刻は背後から彼を取り囲もうとしていた人形の網の外に出る。

「アアアアアアッ!!」

　訳のわからぬ異形の叫びを上げて匕首を振り回す白衣裳の口に切っ先を突きこみ、引き抜いた勢いのままに次の白衣裳を脳天から叩き割る。

（是空は。朱しゆう義ぎたちは──）

　朱義たちは見えた。互いの背を守りながら戦っている。朱義が刀と槍の変則的な二刀流ではなく槍のみを手にしていた。穂先で切り下げるだけでなく、柄の部分でも次々に白衣裳をなぎ倒していく様は、人の形をした嵐あらしのようだ。

　そして深紅の凶手は苦い顔になり、蒼刻を囲もうとする白衣裳の喉のど首くびを鷲わし摑づかみにする。

　掌てのひらの力だけで首をもぎとり、彼は目で言った。──今だけはおまえを攻撃しない、と。

　不本意な共闘に文句を言う余裕もなく、蒼刻は冷たい鋼はがねを一いつ閃せんさせて、また現れた白衣裳を斬り飛ばす。

（木で偶くだ。が、きりがない！）

　何体用意していたのだと舌打ちしたときだ。




「──……あなた方に冥めい福ふくを」




　戦場には場違いに可か憐れんな声が、鈴の音のように響いた。

　言下、狂乱の渦に巻きこまれていた明楼内がしんと静まり返った。白衣裳が一斉に動きを止め、そして間もなく糸が切れたように石の床に崩れ落ちていく。

　朽ちかけた扉が開き、そこに白虎と頰に刺青の青年、そして幽鬼を従えた娘がいた。

　外から吹きこむ風に揺れる、黒くろ蜜みつのような流れる髪。翡翠色の瞳に宿る光が、いつも以上に美しく澄んで見える。

　──朧ろう月げつ。

　白衣裳の人形たちを一瞬にして無力化させたのは、彼女だ。霊山の恩恵を受けた祭司や道士たちをただ一人で圧倒したのかと考えれば脅威だが、蒼刻には不思議と怖いとは思えなかった。

（あいつが一番、自分のわけわからん力に戸惑ってるはずだ）

　そう思うせいだ。

　目が合うと、彼女は口の動きだけで「勝ってください」と蒼刻に伝えた。遠目にもわかるほど青白い顔をしていて、つらそうだ。白虎の身体を支えにしてようやく立っている。

　昨夜は遅くまで霊符を作っていた上に、荒れ狂くるう幽鬼をなだめて。道術にあまり詳しくない蒼刻でも、引きこもりの消耗が激しいのは予想がついた。
















（あいつにこれ以上心配させたら、恥だな）

　決然と刀を握り直せば、間合いの外にいる是空と視線がぶつかる。

「邪魔はなくなったな」

「……ああ」

　仕切り直しだ。蒼刻の瞳が燃え立ち、是空の瞳にも狂暴な光が宿る。

　相手もまた同じ意図だと察して、蒼刻は遠慮なく距離を詰めた。氷の刃がうなりを上げながら空を裂き、明楼そのものにひびが入りそうなほどの金属音を立てる。

　是空の籠手に受け止められるのまでは、計算のうち。すかさず懐にもぐりこみ、刀の柄をみぞおちに突き入れる。だがそれを是空は戦慄さえ覚えるほどの敏びん捷しよう性せいを発はつ揮きしてかわしてのけ、逆に蒼刻の喉のどを必殺の攻撃で抉ろうとしてくる。

　身体を大きくねじってかわしたが、編んだ銀髪が是空の手刀に引っかかった。

　刃で断ち切られたみたいに髪がばらける。だがその刹那に、蒼刻は違和感をおぼえた。

（さっきよりも……攻撃が、遅い？）

　理由はわからない。

　だが好機だ。一瞬後にはもう以前の俊しゆん敏びんさをとり戻しているかもしれない、と判断した蒼刻は、普通なら間合いをとる場面だったのを敢えて無視した。定石を捨て、身体を無理にねじりながら再び是空と向き合う。

「！」

　そのとき是空が懐から匕かま首くびをとり出した。こちらの刀か、自らが鋭い刃そのものと化したような蒼刻の常じよう軌きを逸いつした攻勢に脅きよう威いを覚えたのか。突撃する蒼刻の頭上から、鋼はがねで彼の頭ず蓋がいを断ち割ろうとする。だがその一撃にも、蒼刻は引かず、次の刹せつ那なにぶつかり合った。

　額の肉が刃に割かれて頭蓋が揺さぶられる、悪夢と同等におぞましい感覚。だがその向こうに勝機があると確信していた。

　予期せぬ防御──ほとんど頭ず突つきだけで刃を叩き飛ばすというとんでもない判断に是空が目をみはり、その紙一重ほどの隙に蒼刻は全身で刀を走らせる。切っ先が、ずぶりとめりこむ感覚が手に伝わった。

「──!!」

　声にならない叫びとともに、氷の塊かたまりを砕いたような手ごたえを得た。

　直後にみぞおちに是空の膝が思いっきり入り、全身の骨がばらばらになるかという衝撃と共に蹴り飛ばされた。もんどりうって肩と頭から床に落ちた。治ったばかりの骨が悲鳴を上げ、おそらくまた何本かやったなと蒼刻は今にも暗転しそうな意識の端で思う。

　ひとしきり無様に咳きこんだ後で、頭上から声が降りそそぐのを聞いた。

「──お見事。今のは読めなかったぜ」

　是空がしかめ面で胸を押さえ、初めて足もとをふらつかせている。

　やはりそこが生命線だったのか、やったのか。という歓喜や勝利の実感が大してわかないのは、先ほどの違和感のせいだ。

「あんた……もしかして──」

「おまえの恋人の、異能か？　俺の魂魄にも多少は響いたぜ」

「……やっぱり、そうだったのか」

　蒼刻は複雑な顔になった。

　冥福を与えるから鎮まれと、彼女は願っていた。その呪縛は、幻げん身しんにも幾いく許ばくか影響していたのだ。

「俺の身体の人間にはない頑丈さと、おまえの持つ愛の力。ま、最後は平等な条件で戦えたってことでいいんじゃないか？」

「慰めてんじゃねえよ。……で、その身体をあんたに与えた『殿下』については」

「話せんな。義理ってもんがある」

「だろうな」

　見たところ是空は、殿下とやらにかなり自由に行動させてもらっていたようだった。

　この奇妙に義理堅いところのある凶手が、死ぬ間際に裏切りをするとは蒼刻もまったく期待していない。

　蒼刻が刀をいったん鞘さやに納めるのを見上げ、是空は悪いた戯ずらっぽく笑った。

「ところで、言い忘れてたがいい刀だ。大事にしろよ」

「あんたに勝った思い出の品だからな」

　それだけ言って背を向けたのは、朧月が心配だったからでもあり、地面に膝をついた是空の身体から強さが失われていく様を見るに忍びなかったせいでもあった。

　振り返らぬようにして明楼の入り口に向かえば、そこで意外な姿と出くわす。

「おまえ──」

　昏こん倒とうした朧月を横抱きにしている青年を見て、蒼刻は目をみはった。

「援軍って、おまえだったのか」

「いろいろあってな」

　細かい説明は後だと、張梁の琥珀色の瞳が語っている。

「彼女は俺が保護しておく。……おまえの役目は、まだ終わっていないだろう？」

「……そうだな」

　後ろ髪を引かれるが、この状況で嫉しつ妬とやわがままを吐き出すほど愚おろかにはなれない。

　蒼刻は「頼む」とだけ言い置くと、痛む肩や額を押さえ、炉ろの前に集まっている仲間たちの元へと歩きだした。指揮官として、戦いの終わりを見届けるために。







　生命線である宝珠を砕かれた胸元を押さえ、消滅までの短い時間を待つだけとなった是空の前に、星彩は立っていた。

「看み取とりにきてくれたのか？　あいかわらずやさしい女だな」

「育ての親のお陰ですよぅ」

「はッ、言いやがる。しかしまあ、恋人連れのおまえと再会するとはな」

　是空はまなざしを、白虎へと転じる。薄青い瞳に敵意がまるでないのを見てとると、彼は不思議そうに首をかしげた。

「俺は、あんたには嫌われていると思っていたが」

「とんでもない」

　白虎の身体からするりと抜け出し、生前の姿でもって是空と向き合いながら、張さんは鷹おう揚ように微笑んだ。

「おぬしはいわば、儂わしの恋人が生前、満たされずとも孤独ではなかったという証じゃ。感謝こそすれ、憎にくむ理由はあるまい？」

「はは、見た目を裏切らないいい男じゃねえか。彩さい児じ、絶対に手放すんじゃないぞ？」

「あなたに今さら言われなくても、ちゃんとそうしてますよぅ」

　子供じみた口調で言い返すと、星彩は是空を静かに見つめた。

　……あれほど絶対的な強さを発揮していた彼の手足の先は、陽光を浴びた氷のように、じわじわと輪りん郭かくが溶けかけている。幻身とやらの仕組みはよくわからないが、同じ死者として彼の魂魄が冥府に降りようとしているのは、なんとなく察せられた。

　これが二度目の、けれども初めてのお別れだ。

「ご満足ですか？」

　問いかければ、是空はくすぐったそうに破は顔がんする。

「屑くず野郎の目論見に巻きこまれて死ぬのは不満だったが、今回は気に入った。きっちり勝負して最後に友情やら愛やらに負けるのは悪くない。俺の悪行にふさわしいからな」

「あなたはほんと、難儀な性格っすねえ」

「応よ。おまえも知ってのとおり、なにせ死んでも治らなかったからな」

　呵々となんの憂いもなさそうに口を開けて笑った是空の輪郭が、陽炎かげろうのように揺らぐ。

　そうして笑顔のまま無数の光の粒にほどけて消えていく様を、星彩は苦笑いしながら見送った。

　生前にはそうして看取れなかった代わりのように。
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　戦いが膠こう着ちやく状態に陥おちいっていた理由を、蒼そう刻こくはすぐに思い知ることになった。

　生きている信徒たちが炉の前──石段をだれも通さないというように集まり、めいめい短刀や匕首を首筋に押し当てていたのだ。壁際では未だに、壊れたように延々と式楽の演奏を続けている信徒もいるが、こちらもいつ自害を図はかってもおかしくない気がする。

　蒼刻は朱しゆ義ぎに訊ねた。

「……あいつら、やりかねないのか？」

「ああ。目が尋常じゃねえし……さっきとり押さえてやろうとしたら、実際に一人、ざっくりと逝きやがった」

　頸けい動どう脈みやくのあたりを指で撫なでる仕草をして、舌打ち。

　相手に聞こえないくらいの声で問いかければ、さすがの朱義も個人的な反感は抑えて答えた。兄・緋ひ鷹おうと同じ真紅の虹こう彩さいなのに印象のまったく異なる──よく言えば直情な、悪く言えばわかりやすすぎる瞳が、ちらりとこちらを一いち瞥べつする。

「おまえは勝ったのか」

「余裕だ」

「噓うそつけ」

　振り向きもしない朱義に無む造ぞう作さに額をつつかれ、蒼刻は声もなく悶もん絶ぜつした。布を巻いて無理やり止血していた額からどくどくと流れる温かいものが、嫌でも限界を伝える。

　ふらつきかけたときに、なんの気まぐれか朱義の腕に支えられた。気遣いが唐突すぎて、気持ち悪い。ただでさえ血を失ったりして吐きそうなのに。

　朱義が鼻で笑った。

「立ってるのがやっとじゃねえか」

「……うるせえな。最後まで立ってたやつが勝ちなんだよ」

「なら立ってろ。あいつが説得するそうだ」

　それでようやく蒼刻は、一人だけ信徒の前に進み出ていく男の姿に意識が向いた。

　万ばん里りだ。

「──平安の光あれ、闇と交まじわるなかれ」

　[image: 〓]せい教きようのあいさつとともに、彼は何か印しるしのようなものを切る。どうやらそれが正式な礼法らしかった。

　万里は何かこちらには意味のつかめない呪術めいた言葉を唱となえて、刃を手にした信徒たちをなだめていった。そうして炉に近づいていく。

　炉は地面より小高く造られており、十段あまりの階きざはしの上に、ひときわ壮麗な白衣裳をまとった人物が直立している。燃え盛さかる炎ほのおを背にしているのに、少しの熱さも感じていないように見える。

　万里は階の一番下から、その人物を見上げた。静かに問う。

「大祭司猊げい下かですね？」

「──……何者ですか」

　雪の降りたような白髪。不釣り合いな瑞みず々みずしい肌。かすれた低い声。

　金糸で縁取りのなされた白い被ひ布ふを目深にかぶっているのと、背にした巨大な炎が眩しいせいで、顔立ちがよく見えない。

　受ける印象がちぐはぐなせいで、四十を超えているようにも見えるし、二十歳前だと言われても違和感のない奇妙な印象があった。

「国軍の者だと名乗ったはずですが」

　大祭司は興味などなさそうに、万里の言葉を聴いている。

「葉春燕、葉冬泉の誘拐。そして何よりも皇帝陛下暗殺未遂の疑惑があなた方にかかっています。ただちに信徒に武器を捨てさせて投降するのならば、他の寺院への影響は最小限に留めることも──」

「儀式の中断はできません」

　刹那、大祭司は色のない声で言った。敵意も好意も感じとれない、空洞の中を虚うつろに反響しているかのような声。

　──抜け殻がらのような女だ、と蒼刻は思った。

　そして、そんな女と真っ向から対峙しなければならない万里は、精神を削り合う戦いを強いられているも同然だ。ここからはよく見えないが、大祭司が尋常な目をしているとは到底思えない。

「この世を浄化する火を呼ぶのです。我らが強き風、大おお鴉がらす、黄金の刃の主を」

「その祭壇に、供く犠ぎを捧げて？」

「ええ、ええ。この世でもっとも我らの戦女神に近い場所です。今まで見過ごされていたのがほんに不思議なほどに」

　説得するどころか、会話すら通じなさそうな相手。それでも、万里は根気強かった。

「葉冬泉は──贄はもういません。儀式は中断いたしましょう、大祭司猊下」

「あなたは何も知らないのですね。信しん仰こうを捨てた迷まよい子は憐あわれなものです」

　唐突に、大司祭が笑った。凄せい絶ぜつなまでの冷笑。

「元よりあの子供は、贄の一人に過ぎませぬ。姉よりも霊的素養が高いと見て、贄に加えたまでのこと。すでに薪は十分にくべた。後は仕上げを残すのみだというのに、中断などととんでもない──」

　え、という声が漏れたのはだれの口からだったか。それだけ目の前で大祭司がとった行動は常軌を逸していた。

　だれも予期していなかった。──燃え盛る炉の中に、自ら落下するなどとは。

　まるで羽う毛もうを詰めた寝床に身をゆだねるかのような、なんの恐怖も感じていない様子で背中から倒れこんでいった。

　いち早く我に返ったのは万里で、彼は今ならまだ大祭司を助けられるかもしれないと考えたのか、炉に駆かけ寄ろうとした。

　それを拒絶するかのごとく、贄を受け止めた炎が歓かん喜きするようにぶわりと火勢を増し、炉の縁からあふれ石段まで舐なめ尽くした。万里が飛び退のく。油を壺つぼごと投げ入れてもこうはなるまい、という異様な火勢がまるで不気味な生き物のようにのたうつ。

　──火を。

　──火をもって我らが神に祀まつる。

　先ほどまで一途に唱和されていた信徒たちの声が、再びじわじわと高まり、明楼を満たしていくような錯覚をおぼえる。

　燃え死ぬのは苦悶を強しいるはずなのに、大司祭は声すらも上げなかった。

　最期の言葉を聞きとれたとしたら、万里だけだ。

　その万里が怪け訝げんそうにつぶやいた。

「戦火を呼ぶ……？」
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　陵墓での一部始終を、彼らは山の麓に広がる泉の湖面を通して見ていた。

　凍とう結けつしたかのように凪いだ水面は霊力を帯び、神秘の鏡となって映像をはっきりと投影している。大祭司の行動の意味が国軍の者たちにはまったくわからないようだが、まあ当然だろうと劫ごうは軽く同情してやっていた。

「──見たか？　あの『冥界公主』は紛れもない本物だ」

「…………」

　腕組みをした劫の傍らに控える影は、否いなとも応おうとも答えない。ただ、確かに聴いているということを示すように、ひどく上機嫌なあるじに注意を向けている。

　劫もまた、従者からの反応はそれで十分なようだった。

「今後の方針は決まったな。冥界公主をこちらの陣営に確保する。あちらの陣営も山猫を偵察に送りこんでいるから、それには注意せねばならないな」

「…………」

「そうは言っても冥界公主だけでは意味がない。彼女が操れる手駒、強い軍勢が必要だ」

　それでこそ最弱の手札が最強の切り札になる。

　夢のように語りながら、劫はふと従者にまなざしを投げかけた。無言の指示に、従者は浅く顎を引く。

「劉りゆう蒼そう刻こく……は、是ぜ空くうを負かすとは大したものだが。冥界公主に対して人質にも使えそうだが、あれの影響力を感じるのはやはり気に食わないな。保留にしておこう。曹そう朱しゆう義ぎとやらは問題なく追加していい。かなりの強兵だ」

　作りかけの詩でも読み上げるかのように劫が名を挙げていけば、彼の従者はどこからかとり出した竹簡を地面に広げた。

　その前半部分には、いくつもの名前が連ねられていた。

　呂りよ不ふ幻げん。東とう方ほう朔さく。孫そん伯はく牙が。曹流りゆう霞か。来らい煌こう言げん──

　護花七将軍の名だけではない。

　不敬だとも思わない様子で皇族の名まで記されているためか、それは不気味なほど迫力を放っていた。

　従者はこれもどこからか筆をとり出すと、あるじの気ままな語り口に合わせて、淡々と名を書き加えていく。

　──ややあって劫は「以上だ」と告げ、身をひるがえした。

　どこに行くのかと問うように顔を上げた従者に、

「曹緋ひ鷹おうに逢いに行く」

　劫は、底冷えするような微笑みを浮かべてみせた。

「あいつにしよう。あいつは是空以上に人間としては欠陥品だが、神しん華か咲く地の下に眠る火種を探すのは巧たくみだし、舞台の選び方もまあまあ評価できる。あの大祭司とやらがとうとう呼びそこねた戦火も、あいつなら首尾よく国中にばらまけそうだ」
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　時間は少し遡さかのぼる。

　夕映えが皇都を染め、季節の花や緑を帯びた木々や、中心地ならではの背の高い建物の落とした影が長く伸びる頃──

　華か林りん区の曹そう家別邸は、客間に一人の訪問者を受け入れていた。

　今現在、この邸やしきの主人である曹緋ひ鷹おうが切り出した。

「おまえが俺を訪ねてくるなんて、初めてじゃないか？　静せい心しん」

「私は、放ほう蕩とう息子を気取る貴殿とは立場が違う」

　勧すすめられた椅子に腰を下ろした静心は、さらりと言う。皮肉やあてこすりではなくただ事実を述べる口調で。

　玄げん静心。黒こく烏う州刺し史し、そして姚よう朧ろう月げつの異い母ぼ兄けいだ。隣接する紅こう英えい州刺史を代々担ってきた曹家とはだいぶ家格の差があるが、付き合いそのものは長く深い。

　執事が二人分の茶と茶菓子を置いて、すぐに去る。州の特産である細い葉の紅茶が、夜の空気にはっきりとした香りを立ちのぼらせた。松の木を燃料として茶葉を乾燥させるため、その風味も強い。

　椅子の肘かけを使って頰杖をつくと、緋鷹はすっと目を細めた。

「おまけに異母妹いもうとがらみの気苦労も絶えない、か。たいへんだなお兄さまは」

「同情をよこすのなら、まず貴殿にこそ遠慮してもらいたいものだがな」

「……うん？」

「なぜ未いまだに私の異母妹についてかぎ回っている？」

　艶つややかな黒髪との対比でいっそう淡あわく見える氷色の瞳に鋭い光を灯し、静心は単刀直入に詰め寄る。

　つかのまの沈黙。

　まるで悪びれずに、緋鷹は肯定した。

「知っていたのか」

「最近調べた。あれが産まれる際に州都に呼ばれた産さん婆ばは、玄家とは親しん戚せきも同然だ。なぜか突然に『姚朧月の出生』について訊ねてきた者がいると。産婆は答えることを拒否したがほかの者から情報が流れた可能性があるので、身辺に気をつけるようにと心配された」

「なんとも心温まる話だな」

　緋鷹はその「心」を持ち合わせているのかどうかも疑わしくなるような、空虚な微笑みを浮かべてみせた。

　彼が「冷めるぞ」とうそぶいて白磁の碗を手にとり、ひと口喫きつするのを、静心は黙って見つめていた。その視線に、緋鷹の真紅の瞳が応える。

「静心、おまえの認識は正しい。俺自身が姚朧月を求めているわけではない。とある人に頼まれただけだ」

「だれだ」

「おまえの知らない相手だぞ？」

「ならば遠慮なく殴り殺せるな。名を言え」

　長期戦の駆け引きになることを確信しながらも、一歩も引かないという姿勢だけは示しておく。静心としては、今後の布ふ石せきに過ぎない問いかけのつもりだったのだが。

「名は、劫ごうというそうだ」

　存外にあっさり回答されたので、静心はつかのま反応に迷った。

「氏姓は？」

「そうしたものが意味をなさないところからの来訪者だ。俺も知り合って間もないが、なかなか興味深い人格の持ち主だぞ」

　これも、大した葛かつ藤とうもなしに告げる緋鷹。

　──噓をついているにしては、ごまかし方がひどく中途半端だ。

　静心は判断に迷う。

　あまり滅めつ多たなことでは領地を離れられない自分の訪問は、確かにこの男の不意をついたはずだ。この男には不用意な口先三寸で墓ぼ穴けつを掘るような可か愛わいげはないため、逆に、今の内容は本当らしく聞こえる。

（劫）

　記憶を検索するが、曹家や曹家と関わりの深い家柄にそういう名の人物はいない。

「なあ静心」

　息さえも詰めて頭を回転させる静心を横から邪魔するみたいに、緋鷹はまるで違うことを口にした。

「おまえには、俺が曹家当主の座におさまるのを回避してきた理由がわかるか？」

　唐突さに眉をひそめつつも、静心はほとんど即答した。

「何か大きなものを背負って生きたくはないし、生きられる気もしない。その程度ではないのか？」

　間を置かずに続ける。

「私が貴殿とは合わぬ、と思う一番の理由がそれだな。私は守るべきものを背負わずにいては、生きる指針を見失って自滅してしまう性分だ」

　だから多くの人間が受ける印象とは反対に、静心にとってはあの異母妹を守るのが生きがいであり、彼女の存在を頼りにしているようなものなのだ。

　ふと脳裏に、銀髪の青年武官がよぎる。

　──本人にだけは絶対に教えたくないが、静心があの劉りゆう家の御おん曹ぞう司しともっとも共感するのは彼のぶれない意思だ。

　刃がそのまま人の姿になったような鋭利な見た目のくせに、彼は背負えるだけ背負いながら強くなっていこうとする魂の持ち主だと感じる。そう認めていなければ、とうの昔に迷わず延えん髄ずいを叩き潰していただろう。

「図星か？」

　相手が何かを言いだす前に、静心は先手を打った。

　おそらく出逢ってから初めて、曹緋鷹が完全に不意をつかれた表情というものを見た。この男に関する記憶をいちいち大事にとっておいてはいないけれど、それでも見慣れない表情であることは確実だ。

「……そうだな」

　めずらしく年相応にも映ったのだが、可愛げのないことに、緋鷹はすぐにお得意のつかみどころのない薄笑いをとり戻してしまう。

「おまえは俺が思っていた以上に、俺という人間の理解が正確だったようだな」

「まさかとは思うが、それで私を褒めたつもりか」

「どうかな。惜しい、とは思った」

　惜しい。その響きに嫌な予感をおぼえたのは、ただの考えすぎだろうか。

「俺はおまえと友達になれたらよかったのかな」

「意味のわからぬことを言うな」

　渇かわいてきた喉を、静心はぬるくなった紅茶で潤うるおす。毒が含まれていないのはすでに確認済みだ。そうして仕切り直す。

「劫という人物は、なにゆえに貴殿に私の異母妹について調べさせたのだ？」

「双界の瞳、というか彼女が幽鬼と親しんでいる点に興味があるんだと」

「その理由は」

「昔の知り合いに、よく似た女性がいたらしい。幽鬼を見るだけでなく、従えることすら可能とした異能の持ち主が」

　緋鷹がそれを意図したかどうかは不明だが、今度は静心のほうが不意をつかれた。

　なぜなら彼は、朧月とよく似た異能の持ち主を一人だけ知っている。

　姚月げつ娘じよう。朧月の亡き母親だ。

　静心にとっては、どちらかといえば義ぎ母ぼというより姉に近い存在だった彼女は、少なくとも幽鬼の存在を感じとることができたようだった。

　生まれた娘がだれもいないはずの虚こ空くうを見て泣きだしたかと思えば、見えないだれかと会話をしはじめても、彼女は決してとり乱すことはなかった。今考えれば、普通の女人ならば錯乱して我が子を拒絶してもおかしくはない状況だったのに。

　ただ彼女はときどき、なにゆえにか罪悪感を秘めた表情で、愛娘を抱きしめていた。

　姚月娘と過ごしたのは十年にも満たない時間だが、その不思議で儚げな姿は今でもはっきりと覚えている。

「──静心。俺からも質問してみていいか？」

　動揺を顔には出すまいと自制していると、緋鷹の声がふいに大きく聞こえた。

　いつのまにか緋鷹が、二人の間に置かれていた方ほう卓たくに身を乗り出すようにして、こちらの顔をのぞきこんでいる。

「おまえの揺らぎのないところは俺も好ましいと感じているが──」

　緋鷹は、ごく素そ朴ぼくに問いかけてきた。

「たとえ異母妹が、おまえの治める地に屍し山ざん血けつ河がを呼ぶ存在だとしても。おまえは変わらずに彼女を愛していられるのか？」
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　月隠れの夜を迎えた鋼こう鉄てつ宮きゆう。

　碧へき血けつ館かんにはまだ、灯あかりで照らされた部屋がいくつもある。

　ひとまず[image: 〓]せい教きようの件が──正確には是ぜ空くうという凶きよう手しゆが片付いたことを理由に、来らい煌こう言げんのところにその古書は戻ってきた。

「君には助けられたね、螢けい火か」

「──俺は別に大したことはしてないぜ。資料の整理を手伝ったくらいだろ」

　窓辺に置かれた椅い子すから、一人の青年が無造作に答える。

　名は螢火。氏し姓せいはないと言う。

「でも、道術の知識が足りない人に整理させても、後で逆に厄やつ介かいになるしー。お陰で探してた書物も早く見つかったからさ」

「なら結構。感謝されるのはヤブサカでないぜ」

　螢火は肩をすくめた。

　特徴は薄いが整った顔立ち。夜の藍あい色いろを帯おびた髪かみもさることながら、灰はい色いろがかった青の虹こう彩さいがひどく神しん秘ぴ的てきだ。

　ときとして人間離れした風ふ情ぜいをまとうのだが、口を開くと意外と人間くさい。

　しかし旅装束にさまざまな地域の装飾品を気の向くままにつけており、言葉に訛なまりもないので出身がどこかも推理できない。そんな不思議な青年だ。

　──『イチから術を編あみ直したほうが絶対早いぜ。あんたの実力なら』

　煌言が皇こう都との結界を見直していた際に、ふらりと声をかけてきたのがこの青年だ。

　旅の道どう士しだというが、煌言とさして変わらぬ年頃に見えるのに、奇妙に老成した雰ふん囲い気きがある。煌言とは違う方面で道術にまつわる知識が豊富らしいのが気に入って──というよりも気になって、食客として手元に置いてみたのだ。

（……守しゆ翼よくも警けい戒かいしているけどなー）

　副官は煌言の決めたことに基本的に反対しないのだが、螢火をひどく胡う散さんくさいと感じているようだった。

（幻身についての調査は螢火のお陰ですごくはかどったしー……[image: 〓]教の人間ではないと思うんだよね）

　幻げん身しん。

　その脅きよう威いの程を正しく把は握あくしているのは、煌言を除けば双そう璧へきくらいのものだろう。さすがに螢火には資料を読むことは許さなかった。

　幻身そのものも殭屍キヨンシーの完全なる進化系でもちろん厄介だが、問題はこの禁術を行使するには途方もない霊力を必要とすることだ。

　霊力で仮かり初そめの人間を一人作って動かすのも同然なのだが、煌言でも幻身を「作る」段階までは成功しても「維い持じしつづける」ことは困難だ。尋じん常じようでないほどの霊力を幻身に注入しつづければ、干ひ乾からびてしまいかねない。

（是空一人だけでも厄介なのに）

　自分と同格か、それ以上の道士が敵に回っている。

　いや、道士という枠でおさまる存在なのかどうかもわからない。

　人知を超えたモノの圧倒的な意思と存在感が、ただ平安な暮らしを守りたいという願いを踏ふみ躙にじりにかかっているような悪お寒かんがあった。

　続きの間に副官が控えていることを、気配だけで確かめる。

「ねえ螢火」

　煌言は笑みを消す。

「──君は朧月ちゃんを知ってるの？」

　さらには普段ののんびりとしたしゃべり方まで放ほう棄きして、そう問いかけた。

　螢火は小さく首をかしげた。

「質問を質問で返して悪いが、なんだってそう思った？」

「僕が今回の作戦で『幽ゆう鬼きを視みるだけでなく操ったりもできる女の子がいる』って説明したときに、君があまり驚かなかったせいかな。ああ彼女か、みたいな顔だったから、面識があるのかな？　って思ってね」

　黒こく烏う州では冥めい界かい公こう主しゆ、あるいは天然公主というあだ名をつけられていたそうだが、誤解を恐おそれずに言ってしまうと、神しん華か国の中でも存在感の薄い州の姫君だ。

　朧ろう月げつ本人は可か愛わいらしいが、政略結婚の相手と考えてみれば価値は決して高くない。

　──幽鬼を視ることができて、それ以上のことも可能にする資質がある、という点に目をつけなければ。

「大した縁えんじゃない」

　こちらの想定に反して、意外なほど正直に螢火は答えた。

「あの娘が小さかった頃に、おまえの異能は『双そう界かいの瞳ひとみ』と呼ばれるものだぞって教えてあげた程度だ」

　表現に違和感をおぼえる。

　名づけたのではなく「教えてあげた」とは、どういうことだろう。

　机についていた頰ほお杖づえを外はずしながら、煌言は己おのれの表情に戸惑いが広がるのを隠しきれなかった。

「それだけじゃないように聞こえるけど……？」

「ん。なんなら嫁よめにしてやってもいいと言ってみたが、意味がわからなかったらしくのほほんと受け流されたことならある」

　この話の流れで真顔の冗談を投げかけられても、さしもの煌言も笑ってあげられそうにない。

「ただ」

　ふと窓の向こうの月へとまなざしを向けて、螢火は言った。

「彼女がこのまま平へい穏おん無事に人間として死ぬことができないのは、確実だ」

　まるでその「死」すらもただの通過点に過ぎないかのように、淡たん々たんと。











《了》













あとがき






　こんにちは、そしてお待たせしていた方には非常に申し訳ありませんでした……！　双そう界かい幻げん幽ゆう伝でん・皇こう都と篇へん（仮）総決算です。書きたい場面が多すぎて逆に進まないという特大スランプ、関係者の皆さまには謝罪と感謝の言葉以外にありません……読者さまはじめ、この作品を応援してくださる方々のお陰で、あちこちエラーを起こしていた作者は再起動できました、ありがとうございます！　今後もよろしくお願いできましたら幸いです。

　朧ろう月げつ・蒼そう刻こくを筆ひつ頭とうにメインの設定はほぼ初期構想からブレていないのですが、静せい心しんや煌こう言げん、万ばん里りや月げつ蝕しよく領りよう兄弟が想定以上にキーキャラになっていることにシリーズの醍だい醐ご味みを勝手に感じております。登場人物が増えたことで、くまの先生には珍ちん獣じゆうや美青年や大動物や佳か人じんだけでなく、筋肉とか中年とか壮そう年ねんとか老年とかいろいろと描いていただけて本当にうれしいです……！　私も美少年を書くのに苦手意識がなくなりました。

　あまさかえで先生に描いていただいた漫画版『双界幻幽伝』で初期を振り返ると、引きこもりなりに遠くまできたものだとしみじみいたします。お話はもうちょっと続きますが漫才も中華幽ゆう明めいファンタジー部分も楽しんでいただけるよう頑張りたい所存です！
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